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この 事 業 は,日 本 自転 車 振 興 会 の 機 械 工業振 興 資金 に よ る 「昭 和46

年 度 情 報処 理 に関 す る調査 研 究 補 助 事 業 の うち 「デー タ ・マ ネ ジ メ ン

ト ・シス テム の研究 」 の 一 部 と して実 施 した もの で あ ります 。
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大 規模 な情 報 サ ー ビスの シス テム を効 果 的 に運 用 す る ため に は,関 連 す る複 数

の デ ータ を ベ ー ス と した情 報 の 利 用 とか,利 用者 とコ ン ピ ュー タ ・シス テ ム間 の

イ ンタ ラ クテ ィブな情 報 の 交 換 とい った,新 しい 情報 処 理技 術 の確 立 が 必 要 で あ

り,デ ー タ間 の相 互 関 係 を考 慮 した,い わ ゆ るデ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト,情 報検 索

等 の技 術 開 発 が 内外 の メ ー カ,ユ ー ザ,研 究 機 関等 に おい て活 発 に行 なわ れ て お

ります。

当 財団 にお い て も,コ ン ピ ュー タに よるデ ー タ ・マ ネ ジメ ン トの ソフトウエア技

術 を確 立 す るた め,情 報 処理 提供 サ ー ビス とい う観点 か ら統 計 デ ー タ あ るい は記

事 情報 の マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムに 関す る研 究 を行 な ってお ります が,昭 和46年

度 には,そ の 一環 と して,内 外 の 主要 メ ー カが これ まで に開発 した各 種汎 用 デ ー

タ マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ムの 中 か ら代 表 的 と思 われ る もの をい くつ か 選 び 出 し,

当 財 団設 置 の コンピュータ を用 い て そ の処 理 能 力 と経 済 性,応 答 性 と安 定 性 とい っ

た相対 す る特 性 を実 験 的 に考 察 す る と と もに,記 事情 報 をで き るだ け理解 しや す

い 形 で提 供 す る手 段 の1っ として,漢 字 ・カ ナ文 字混 り日本語 文 の コ ン ピ ュー タ

の処 理 に関 す る技 術 的 問題 を と りあげ,複 数 の漢字 を専 門 分野 別 の 用 語 と して 扱

うとい う新 しい概 念 に基 づ く漢 字 ・カナ文 字 の変換 方 式 の 事例 研 究 を実施 しま し

た。 と くに,こ の漢 字 ・カ ナ文 字 変換 に関す る研究 の成 果 は,今 後,出 版 界 等 に

お い て,広 く利 用 され る もの と確 信 してお ります。

こ こに,今 年 度 の研 究 実 施 に ご尽 力 な らび に ご支 援 を賜 わった,島 野 滋 雄(ト ピー

工 業),杉 本太 郎(千 代 田化 工建 設),後 藤 榛 男(学 習 研 究 社),村 岡洋 右(三 菱 電機)

の各 氏 お よび 関係各 位 に心 か ら感 謝 の意 を表 します とともに,こ の 報 告 書が 各 方 面

に活 用 され,わ が 国情 報 処 理 産 業 の発 展 の 一助 として寄 与 で きれ ば幸 い に 存 じます。

昭和47年3月

財団法人 日本情報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾
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1.総 論

1.1研 究 の 意 義

人間社会で取扱 われている情報 を形態的に とらえると,定 形的な情報 として記号情報,数 値情報,

不 定形な情報 として 記事(文 章)情 報,図 形情報,音 声情報な どがあ る。

今 日までの情 報処理 は,事 務処理,科 学計算,自 動制御な どにおけ る定形的な情報処理 の取扱いが

主体であった。情 報検索に限定 しても記号情報,数 値情 報を取扱 った ものが ほとんどで,生 産におけ

る部品管理,オ ンライン預金 サー ビス,旅 行予約 サー ビス,ク レジソ ト・サー ビスな どは,そ の代表

的な検索 システムであ る。 これ らの システムが実現 す るにあたって処理言語,フ ァイル編成 アクセ

ス方式な どの検索技 法が これ までに数多 く開発されている。

ところが最近,通 信回線の 自由化 もあいまって情報提供 サービスがクローズ ・ア ップされて きてお

り,そ の中で も取扱いが面倒であ るために放置 されていた不定形 な情報の利用が注目され るに至 って,

その管理技法の向上が問題 になってきてい る。情報提供 サー ビスには,広 域性,即 応性が要求されて

いるが,そ れぞれの利用 目的 に応じて特色を生かした 資料配布サー ビス,テ レフォン ・サービス,オ

ンライン ・リアルタイム ・サー ビスが今 日までに実現 をみてい る。

これ らのサー ビスの うち,コ ンピュータを使用す るシステムはオンライン・リアル タイム ・サービ

スであ るが,そ こで取扱 う情報は,科 学計算,簡 易事務 ,財 務データ,発 券な どの数値情報が大部分

を占めている。数値や記号 は,・文章や言葉よ り感覚的に受入れに くいため,利 用者か らは一・般に敬 遠

されが ちであるが,反 面 このよ うな定形化,規 格化 された情報は,こ れまでコンピュータ処 理の上で

最 も取扱い易 く,管 理 し易か ったために処理 データの主流 を占めてきた。しか し,文 字の もつ表現力,

解説力,連 想力は,記 事情報や図形情報の方が記号情報や数値情報 よ りは るかに優れてい る。 そこで,

これ ら不定形な取扱いに くい情報 を如何にして コンピュータに管理 させ るかとい う研 究が,情 報処理

の高度利用 とい う観点か ら無視で きない状況になって きてい る。

.不定形な情報 の記憶 としては,現 在使われてい るコンピュータと周辺記憶装置とは別なマイクロ ・

フィルムやホログラフィなどのパ ターン記憶がい くつかの機関で研究されてお り,そ の成果が実用 に

近い段階にきてい るので,大 型 コンピュータと連動 した大量情報管理 もま もな く可能 にな ろうとして

いる。

また,現 在の コンピュータ ・シスデムを使 って不定形な情報 を管理す る地道な研究 も進め られてお

り,文 章で記された記事情報 や製図などの図形情報を記号化,定 形化 し,既 存の方法 を活用 して不定

形な情報のコンヒ。ユ一夕処 理を可能 にしよ うとす る努力 も払われてい る。本 報告書第9章 の記事情報

検索事例研究:MASCOTに おい ては,雑 誌 文献,ニ ュースな ど不定形な文章で表現 された記事

情報をで きるだけ定形化 し,現 在 までに開発 されて きた検索技法を十分活用 して,情 報検索の分野で

い まだ例 をみない記事情 報検索の可能性を実証しようとしてい る。

一1一



記事情報 とは,広 義には書物の中に記 された情報全般 を指すが,MASCOTで は,と くに コンピ

ュータに関す る一連の記事を とりあげ,不 定形な情報 を取扱った検索 システムを作 りあげ てお り,技

術面,利 用面か ら収集した記事情報 を,一 定の規則 で分類整理 してデータ ・ベースで管理す ることに

よ り,利 用者に必要な情報を検索サービスしよ うとす るものであ る。

不定形で しか も長文の文章で表現 された生情報 を加工せずに大量に記憶することは,現 在の主記憶

装置や周辺記憶装置では不可能であ るので,こ れ らの情報の 内容を損 うことな く要約して,セ レク ト

した情 報に作 り直す必要が ある。 この作業 を行な うことは,単 位 当 りの情報価値 を高めることに もな

り,大 量不 定形情報の記憶 を可能にす る第1歩 である。

記憶情報を分類 し整理 して検索が行なえるようにす るためには,文 章の中か らその内容 を表現す る

い くつかのキーワー ドを抽出 しなければな らない。 このキーワー ドを決め る作業は,記 事情報 を取扱

う上での要 となる もので,利 用面で十分満足ゆ くものにする努力が肝要である。MASCOTで は,

これ らの キーワー ドを決める作業 を専問家の手に任せ ることにしてい る。キーワー ドを体系的に整理

した ものをシソーラスとい うが,定 形化 した情 報のシソーラスは一般 に階層木構造 を とることが多い。

人間の手で シソニ ラス造 りをする労 力 と時間 を省 くために,コ ンピュータ ・・プログラムにこの作業を

任せ るシソーラスの 自動編成 や,関 連情報 を自動的 に うま く整理 して記憶す る連想記憶の研 究が二部

で進め られてい るが,ま だ実用化の段 階には至 っていない。

この よ うに記事情報検索では,デ ータの定形化やキ ーワー ドの抽 出な どデータ ・ベースへ蓄積する

以前 の処理において,数 値情報 などの定形情 報の取扱いよりも手 間がかかる。ここで記事情 報収集か ら

運用 管理 までの作業手順 を示す と次の通 りであ る。

記事情報の収集 一 内容の分析 一 分 類 ・一 抄録化 一 キーワー ドの抽出 一 シソー ラ

スの作成'一 データ変換 一 データ ・ベースへ格納 一 運用管理

また,検 索面か らみた,記 事情報検索 サー ビスのための一 般的なステップは,お よそ次の通 りであ

る。

検索指示 一 キーワー ドの突合わせ 一 論理検索 一 加工 一 報告書 作成 一 提供 一

評価

記事情報は,デ ータを収集 してか ら利用 され るまでの間に情報の整理,統 合,変 換,加 工 など比較

的多 くの プロセ スを経 た後に提供 され るため,情 報の真実性を失い易いので この点十分注意 を払わな

けれ ばな らない。 また,検 索された結果が利用者の要求にで きるだけ合致す るよ う,利 用 目的 を限定

した情報提供サー ビスにしなければな らない。 記事情報提供 サー ビスが十分利用 され るまでには,実

験段階においてデー タの修正,シ ソーラスの再編成 を試行錯誤的に何度か行な う必要があろ う。度重

な るシステムの変更 と改良 の結果,は じめて利用者の要求を満足 させ るに至 るまで情報価値を高める

ことがで きるのであろう。

一方,メ ーカやソフトウェア会社 か ら提供 されてい る情報管理のための道具 として注目 されている

ソフ トウェアに,汎 用データ ・マネ ジメ ント・システム(GeneralizedDataBaseMa-

nagementSystem)が あ る。 このソフ トウェアは,デ ータ構造に合 った格納,デ ータ ・ベ一
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スの管理,論 茸検索,加 工 ・編集な どの機能 をもってお り
,こ れ らの面 から記事情報を管理するため

には,有 効 な手段 とな り得 ると思われ る。MASCOTで は
,こ れらの機能 を確証す るために汎用デ

ータ'マ ネジメン ト・システム:RAPID(R
etrievalA.ndI》roductionforIn_

tegratedData)を ベ ースに して記事情報検索システムの実用化試験 を行なってい る
。

現在,コ ンピュータとその周辺機 器で取扱 える文字は,英 数字 とカタカナそれに幾つかの特殊 文字

に限 られてお り・ これ らの文字だけで取扱 う日本語の文章は,非 常 に読みに くい といった欠点があ る。

日本語特有の問題として,カ タカナ,ひ らがな,漢 字の混合文が,日 本人に最 もよ く理解 され利用 さ

れてい るとい う事実か ら・で きることな ら記事情報を現在の コンピュータの管理限界を越 えた漢 字混

合文で表現 したいとい う希望が強 くなって きてい る。

本来 な らば・ 直接漢字でイ ンプッ トし,処 理 して,漢 字でアウ トプッ トす る方法が望ましいが,現

段階では漢 字処理 を行な う場合,漢 字編集 システム とコンピュータ ・システム とがハー ドウェア的に

連動 した形の ものが作 られておらず,各 々が別個のシステム として存在 しているため,こ のよ うな状

況 で日本語処理 を行な うには,,コ ンピュータ ・システムから得 られ た検索結果 を一度 テープに出力 し
,

カタカナ漢字変換を行な ったうえで,電 算写植編集 システムを利用 して漢字混合の 日本語文 を作 りあ

げる方法が現実的 と思われ る。MASCOTで は,カ タカナ漢字変換 プログラムを作成 してカナ ・漢

字混合の 日本語文を作成す るための実験 を,こ の考 え方に従 って行なっている。

現在の 日本は,生 産中心の時代か らサー ビス中心の時代にわ り変 りつっあるといわれてい るが ,そ

の中で情報提供 サービスの広域利用が とくに叫ばれてお り,コ ンピュータを中核 とす る不定形な情報

検索サービスの要望が強 まってい る。中で も日本語情報処理の問題は,そ の必要性か ら最 も重要視 さ

れてい る。 このような背景か ら情報提供サー ビスを,よ り高度化す るための基盤 として,記 事情報検

索サー ビスの取扱い を負理 面,検 索面,サ ー ビス面 から実験的 に考察 し,デ ータの収集,キ ーワー ド
'
の抽出 とデ ータ ・、リンケー ジ,フ ァイ リング,検 索,メ ンテナンス,日 本語出力な どの処 理方法につ

いて,そ の実用化の方向 を探 るこ とは意義あ ることと思われる
。

●

¶

1.2報 告 書 の要 旨

コンピュータを主体 とす るデータ ・マネジメン トの研究は
,昭 和43年 度 以来一貫して進めてい る

経営情報 システムを,側 面か ら技術的 にサポー トす る一つの方法 として,44年 度 より実施 してい る

ものであ る。すなわ ち,44年 度 は情報処理におけ るデータ ・マネジメントの重要性 を中心 に報告書

44-SO'03「 中堅企業のMIS構 造 」 をと りまとめた。45年 度 は定形情報の取扱い として統計

情報 をとりあげ,そ の管理方法を検討 して報告書45-SOO1「 経 営予測のためのデータ ・マネ ジ

メン ト」 を作成 した。そ こで ,46年 度 は今 日取扱いが問題になっている不定形な情報の管理の うち,

と くに記事情報を とりあげ,そ の管理方法 を検討 して報告書 「記事情報検索のためのデータ.マ ネジ

メント」 をまとめることになった。

本研究の主要目的は・記事情報 を管理運用す るために汎用 データ ・マネジメ ント・システムを活用

すること,な らびに記事情報 をで きるだけ利用者 に受入れ易 くす るための漢字処 理の重要 な問題 であ
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るカナ漢字変換 システムを作成 す ることであ り,各 々の有用性 を実験的に検証す ることであ る。

第1章 「総論」 では,こ れまでの コンピュータによる情報処理の主体 は定形情報であったが,利 用

者の立場からみ ると必 らず し もこのよ うな情報の形態が 好ましい とは限 らない。 むしろ不定形 な図形,

音声,記 事(文 章)な どの情報の方が情報量 も多い し受入れ易い とい う長所があ ることを述べ・ その

ための管理方法 として従来の処理方式に合せ た定形化や,パ ター ン情報処理な どがあることを解説 し

てい る。

第2章 「記事 情報提供 サー ビスのための検索 システム」で は,記 事情報提供サー ビスを行な うため

のコンピュータ検索 システムのメ リッ トについて活用面,管 理面,技 術面,採 算面などか ら検討する

とと もに,記 事情報検索 システムが今後活発に利用 され るための諸条件について議論を展開 している。

また,現 在まで に開発 された情報提供 サー ビスのための検索 システムのい くつかを紹介 し,記 事情報

検索 システムを設計 する うえでの参考 にしている。

第3章 「記事情報検索における汎用 データ ・マネジメン ト・システムの活用法」では,情 報処 理に

おける検索システムの特異性について述べ,記 事情報検索の難 しさを指摘 してい る。また,こ の よう

な取扱いに くい情報 を効果的に管理す るために汎用 データ ・マ ネジメン ト・システムの機能 を有用す

ることが考 えられ るが,そ の場合の システム設計上の問題点 を提示 し,さ らに検討 を加 えている。

第4章 「データ収集の方法」では,デ ータの収集作業は,情 報の利用目的を明確にした うえで,優

れたライブラ リア ンによ り十分な時間 と労力 と費用 をかけて行なわれなければな らない,ま た,デ ー

タの長 し悪しが情報価値の有無 を決定す ることか ら,収 集のための選定基準 をはっきり規定 しておか

なければならないな どを解説 してい る。

第5章 「データ ・リンケー ジの方法」では,デ ータ ・リンケTジ の重要性 を中心 に述べ てお り,と

くにキーワー ドの抽 出法とシソーラス(thesaurus)の 作成法が システムの有効性を決定す る大

きな鍵 となってい ることを強調してい る。 ・

第6章 「ファイ リングの方法」 では,デ ータの構造,デ ータの量,処 理方式 の各面か らシステムの

検討を加 え,デ ータ ・マネジメン トの機能 を十分に生か したファイル編成 を採用す ることが望ま しい

と述べ てい る。

第7章 「ファイル ・メンテナンスの方法」 では,記 事情報を管理す るうえで新 しい情報を追加 した

り,情 報の一部を修正 した り,不 要 な情報を削除す るな どの ファイル ・メンテナンスは頻 繁に起 るの

で,そ れをや り易 くしたファイル編成が必要であ り,ま た,シ ソーラスの変更にともな うデータ ・リ

ンケー ジの補修に も十分対処 できるシステムを予め編成 してお くことが肝要であることを強調してい

る。 ←

第8章 「検索の方法」 では,検 索システムを受動的な方法をとるもの と,能 動 的な方法 をとるもの と

に分けて解説 し,検 索の質 問様式や処 理方法 を決定す るた めに,シ ステムの用途,範 囲・ サー ビスの

形態な どの明確化が必要であ ることを述べ てい る。

第9章 「事例研究:コ ンピュータ情報 ・検索 システム(MASCOT)」 で は,記 事情報 として コ

ピュ一 夕に関する二連の情報 をと りあげ,こ れを提供サービスす るための検索 システムの運用法 を
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汎用 データ ・マネジメ ント・システム(GDBMS)を 活用 して管理面,検 索面か ら実験的に検証 し

ている。 コンピュータ情報 ・検索 システム:MASCOTは,コ ン ピュータ用語 を解説す るMASC

OG,コ ンピュータに関す るニュースを紹介するMASCOA,コ ンピュータに関す る雑誌文献 を紹

介す るMASCOLの3つ のサブシステムか ら構成 されてお り,そ の各 々について詳しい説明を行な

ってい る。MASCOAで は,GDBMSと 比較検討す るため,と くにデータ ・ベースに独 自のイン

バーテヅ ド・ファイル(invertedfile)を もっ専用 システムを作成 してい る。

第10章 「汎用 データ ・マネジメン ト・システム活用上の問題 点」では,汎 用データ ・マネ ジメン

トシステム(GDBMS)が システム機能 として,ま たデータ管理機能 として勝 れた特長 を もちなが

ら も,.ユ ーザ ・サイ ドで あま り活用 されていない事実 を述べる とともに,事 例研究の実験結果 か ら記

事情報検索 システム を作成 するうえでのGDBMSの 有 効な活用方法について解説 しでい る。

第11章 「カタカナ漢字変換 システム」 では,日 本語処理におけるひ らがな ・漢字表現の重要性 を

述べ,現 在コンピュータで取扱かわれてい るカタカナ情報を漢字情報に直すための カタカナ漢字変換

を中心に,漢 字処理の問題を解説 してい る。 ここで行 なった実験 は,MASCOTの 出力 を電算写植

編集 システム を介 して漢字情報 として提供 サー ビスす る際の,カ ナ漢字変換 システムの作成 と変換率

を向上 させ るための方法 を検証す ることであ る。

書

¶

一5一



・

」

ん
■

・

'

,
-

●

,

.

'

'

、

.

・

F

.

.

,

,

工



記事情報提供サー ビスのための検索システム
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2.記 事 情報 提供 サ ー ビスの ため の 検索 システ ム

2.1記 事 情 報 提供 サー ビス の必 要 性

記事情 報検索 システムとは,書 籍 ・新聞 ・雑誌 などの記事を体系づけて分類し,フ ァイルしてお き,

そ れ らの内容について問合せ を受 けた さい,タ イムリーに応ずるシステムである。一見簡単そ うだが,

実 際に運 用を行な う上では,き わ めてむつか しい問題 が山積してい る。

た とえば,記 事が簡単 に廉価に収集で きるか,そ の記事 を体系的に一貫 した思想 の もとに分類 ・加

工'蓄 積 で きるものか,そ れを要望に応 じて,自 由に検索することが可能 で あ る か,ざ っと考 えた

だけで もこれ らの問題点があ る。

さらに,経 済 的採算性 を考 えた場合,よ り困難 な問題に逢着す る。 アポ ロで名高いNASAのIR

シス テムや,医 学文献 を収録 してあるMEDLARS ,生 物 化学文献 のCASな ど有名な情報検索 システ

ムは,そ のほ とん どが国家 ・軍事 ・学術 などのよ うな公益に関す る ものであ り,採 算性 をそれほ ど配

慮 しな くて も済 む。 また,情 報自体 も一般的に価値の高 い ものである。

しか し,こ こで扱 う記事情報検索 システムはどの程度公益 た りうるものか,ま たは,検 索 され る情

報に果 して,市 場価値のよ うな ものがあるのだろ うか,現 段階では未知の ものである。

情報検索 システムの動向をみ ると,技 術的には定着化の兆が見え,そ の対象 も単な る研究 ・遊 びの

段階か ら,MEDLARSの よ うな実用価値 をもっ ものの出現 もあ り,一 歩すすんだ もの となって き

た。記事情報検索 システムがこの うちの どの段 階まですすんでい るのか,以 下概観 してみよ う。

2.1.1記 事 情報検索システムの価値

記事情報検索 システムが必要 であるためには,

第1に,検 索 され る情報 自体 の価値が必要 である。通常,情 報の価値は新鮮で,稀 少であ るほ ど高

い。内容 の面では学術 ・研究のよ うな ものは高 く評価 され る。 しかし,記 事情報のよ うに,一 般に公

表 され る情報は時間 とともに著 るしくその価値を喪失 して行 ㍍ ほとん どは捨てて も支障のない もの

となる。蓄積 された情報が価値 を もっには,た とえば,利 害得失の きびしい法律適用のよ うな場合 ,

その事実証明の ための情報は価値が高いが,一 般の記事情報はほとんど興味本位の検索効果 しかない

のが普通である。

第2に,情 報が価値 をもつには,情 報の量が彪大で,そ の処理が人間ではできない場合であろ う。

記憶 を正確によみがえらせ ることがで きない場合が これに当る。人間はある限度の複雑な情報の中か

ら行間の意味を抽象 し,論 理的な判 断を加 えて,情 報の意味 を分析す ることに向いてい るが,単 純に'

量 のみが天文学的 に多 く,た だそのまま検索す ることにはむしろ,機 械の方がは るかにす ぐれている。

このよ うな,機 械 としての コンピュータの特徴 を活 かした情報にっいては,処 理の過程で価値を もつ

ことがあ る。

第3に,複 雑な論理構造 をもってい るため,第2の 彪大な量 と併せて,そ れをコンピュータで処理
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す ることによって,価 値 を もつ ことがあ る。た とえば,言 語の解析をす るさい,あ る長い文章の中で

個 々の単語 の出現頻度,前 後の関連語,著 者によ る偏 向のよ うな処 理で得 る情報 は人間ではと うてい

取扱 えないので,コ ンピュータ処理 による価値 を もつ。

第4に,情 報の発生が広域 に亘ってお り,そ れ を即時に処理することによって,地 域間の格差 が是

正で きる場合があ る。

た とえぱA地 で発生 した情報によって,B地 の ものが行動 を起す場合 郵便 その他 の伝達方法に

よっていては,地 域が限定 され伝達がおそ く,手 続が煩 しくな る場合などがこれに該当 しよ う。 この

場合のお くれ は,価 値を失なわせ るもの とな るので,そ れをコンピュータまたは通信回線 を使って補

えば,そ れ だけ価値の肯定ができることにな ろ う。

以上のよ うな場合,情 報は価値 をもつ ことになろ う。実際に,日 本で動いてい る情報検索 システム

は特許情報,不 動産取引情報,雇 用情報な どであ り,上 にあげたいつれかの価値 をもつ場合 に該当し

よう。

しか も,こ のいつれ もがかな り,特 殊な分野の ものであ ることに注 目したい。記事情 報のよ うに,

相 当一般性 の強い情報,た とえ,そ れ を特殊な分野 に限定してみて も,上 にあげた各 システムとは違

うとみ るのが正 しいであろ う。従 って,記 事情報検索 システムはこれ らに較べて,'そ の 成立 は相当困

難であることが予想 され る。

その理由を具体的に述べ ると,

① 記事情 報には実用的 ・市場 的価値が薄 く,極 端にい えばなくて も済むことが多い。記事情報の対

象である日常生活 および商取引で情報によって左右 され る場合 もあ るが,ほ とんどの情報は金銭的

に取引 され るほどの価値を もつことは稀れ である。 ただし,情 報 を精 密に分析 し,効 果あ るように

加 工されている場 合は別であ る。 これ はコンピュータによ る検索に よるものではな く,人 間の頭脳

によ る調査 とい えるであろ う。

② 記事情 報は,わ ざわ ざ情報検索 システムを使わな くて も,他 の方法で通常の場合は,+分 に 目的

を達 す ることがで きる。 た とえば,図 書館的索引,新 聞社 の記録係,図 書相談員,綜 合文献索引書

な どで十分なこ とが多い。 これ らに携 わるすべ ての機関が大 同団結 して,セ ンターで も創設する場

合は,コ ンピュータによる検索 も有効になるにちがいない。 しか し,一 般 にはその機運 はまだない。

③ 記事情報検索 システムの開発 ・維持 には相 当の費用 と優れた要員 とを必要 とす る。それ に見合 う

メ リッ トを生 むことは容易 ではない。MEDLARSで もハネウエル800と い う大型の コ ンピュ

ータで処理 してい ることを考 えれば
,そ れ をサポー トす る要員お よび費用 も相当彪大になることが

考 え られ る。 コンピュータ ・サイ ドの費用だけで も彪大なのに,情 報の原資料の購入費 用,記 事 を

デ ータに加工す るライブラリア ンな どの賃金な どを加えれば,さ らに,彪 大な費用 とな る。

常識的に考 えて,記 事情報検索 システムの成立は上記のよ うに相当難iかしい。

それで もなお,記 事情報検索 システムが必要性を もっには,そ の提供者 と利用者 とのいつれか,ま

たは,双 方の利益の合致 が成 り立 たなければな らない。

一8一

↓

夕

-

o

?



、●

寸、

津

●

2.1.2記 事 情報検索システムの必要度

・記事情報検索 システムが必要 であ るとすれば,そ れ は

① 記事情報検索システムが何 らかの価値 を もち,提 供者,利 用者 のいつれかが利益 を うけ る。で き

れば経済性の面か ら満足で きること。実際に ど.うい う分野があるか見当がっけに くいが,そ の有効

な分野 を探 り当てた とき,記 事情報検索 システムは新 たな展開 を見せ るこ とになろ う。情報 その も

のが取引であ る不動産取引の紹介な どはその一つであろ う。 ・

② た とえ,直 接の利益はえ られな くと も,そ の システムを作 るさい,取 得で きる手法,ソ フ トウエ

ア,ま たは,ハ ー ドウエアの開発が一般に役立っ こと。 ∀

③ 当面,直 接的間接的な現実の利益が なくとも,公 益 または研究のために,こ の よ うな システムの

開 発 ・提供 ・管理が必要であ ること。

④ ② と③ とを含めて,記 事情報検索 システムの手 法お よびシステムをそのまま,ま たは,'多 少 の改

善 を加え ることによって,他 の情報検索 システムに切換 ・応用で きること。

以上,い つれかに該当す るとき,記 事情報検索 システムは存在理由を もつ と評 してよいであろ う。

ここで進 める研究は上記中②③④のいつれかに該当す ると思われ る。今後,こ の システムでの経験

を活か して・ 記事情報検索 システムに向 く分野 を探 して行 くことになるが,権 利 とか,義 務 とか,ま

たは,危 険が情報の如何にかかって くるよ うな ものが,分 野 として有望であろ う。

今 まで述べて きたのは現 時点のことであ るが,今 後の記事情報検索システムの必要性 を占 うものは,

この他 に,

① 経済 的社会的要請の変化

② 経済 的社会的環境の変化

③ 価値観の変化

な ζが考 え られ る。た とえば,コ ンピュータの使 用料が きわめて低廉 となった ときな ど,検 索 され る

情報の価 値は低 くとも,相 当頻繁に使われ るよ うにな ろう。 または,技 術が向上 し人間の能力ではそ

れ を記憶 しえな くなったとき,広 域かっ精密な情報 を何 らかの形で処理 しなければな らなくなった と

き,な どはこれに該当しよう。

そのよ うな必要性は今後相当広い範囲で起って くる可能性がある。記事情報検索 システムがその必

要性を十分確保す るために,克 服 しなければな らない条件 があ る。 これについて次に述べ る。

2.1.3記 事 情報検索システムの成立条件

提供者 と利 用者 との各 々の側か ら記事情 報の有効性 を認識 させる条件を調べてみ る。

① 提供者側の条件

a.利 用者が多数いて,提 供す る使命を十分理解 してい ること。利用者が少 ない ことは,シ ステム

を成立す る大事な条件が欠けてい ることを意味す る。その利用者に情報 を提供 す る使命を十分理

解していない と,折 角のシステム も活かせな くなって しま う。

b.記 事情報の収集体制が確立 してお り,ル ーチ ン化が可能であること。た とえば,収 集 が断続的,

遅 延,重 複,権 威喪失,偏 向 などがなく,し か も,収 集に費用および手間のかか らないことが望
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ましい。

c.シ ステムを運営す るにふ さわ しい ライブラリア ン〆 プログラマ,オAeレ イタな どがい ること。

とくに,記 事情報の ように,記 事 その ものに内容 や水準のちが うものが入 り混 ってい るものにつ

いては,ラ イブラリアンの質量 ともにシステムの成立条件の中では とくに重要な ものであ る。

d.デ ータ ・ベースの作成更新が簡単であって,運 営する上で,支 障のない時間内で処理で きるこ

と。た とえば,常 にデータ ・ベースを変更 していては費用の上で も負担 が大 きい。 また,他 のシ

ステムが優先で,検 索 システムが常に後順位で,深 夜で しか利用で きない とい う状況 や方針では

問題があ る。

e.記 事情報 の入力変換が容易で,キ ー ワ ー ドな どの一般 化がすすんでお り,利 用上の煩わ しさ

がない こと。利用者の誰にで も,す ぐ利用で きることが大切 な条件であ る。特殊な使 用法の解っ

てい る人のみしか使 えない となると,シ ステムの利 用は衰退す る。 もっとも,こ れは秘密保護 と

は別で ある。 ・'

f.リ アル ・タ イムおよびバソチのいつれの処理 によって も検 索が可能であ ること。経済的要因 も

あって一概 にい えないが,リ アル ・タイムで処理で きることがのぞましい。

g.ユ ー ザの要求に絶 えず注意 し,満 足の行 く提供 サービスができること。

② 利用者側の条件

a.必 要 な記事を迅速,か つ,正 確に検索提 供がで きること。 当 り前の ことであるが,分 類技術,

キ ー ワ ー ド作成技術,デ ータ ・ベース作成技術な どに大 きく関連す る。

b.操 作 が簡単で,判 か りやすい こと。 この条件は,利 用者層 を広 めるよい方法であ る。

c.出 力 の表現が容易に正確 に解読 でき,ま た,不 明瞭な場合,再 問合せ,まtgは,用 語検索 がす

ぐで きること。 出力の表現については,漢 字印刷 のできることが 日本語の場合には望 ましい。

d.若F複 雑な条件 をつけて,検 索可能な こと。単 に,辞 書 的に出力す るのではな く,コ ンピュー

タの中で比較検 討,さ らに加工 して出力で きることが望ま しい。

.e.記 事 の内容が利 用者 の満足 できるものであ ること。再現性,正 確性が高い ものが望ま しい。 そ

のため,収 集段階か ら,維 持保守の段 階まで,常 に点検 し,水 準を向上 させ るよう努力しなけれ

ばな らない。

以上で述べたよ うに,提 供者側 と利用者側の両 方に受け入れ易 い体制を作 ることは システムを有効

に活かすために必要な条件であ る。 この他,利 用者 はきわめて要求に忠実であ り,た った数秒 出力が

遅いだけで も拒絶反応を示す ことす らある。 まして,情 報の内容についての要求は きびしい もの と考

えなければな らない。 この点に提供者側は十 分留 意す る必要があ る。

2.2記 事 情 報検 索 シス テ ム の在 り方

一般的に記事情報検索システムは,次 の図のような過程で示 される。
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データの収集か ら維持 にいた る間に 日常の表現形式 を電子的表現形式に転換 することによって
,有 効

にコンピュータを使 うことが このシステムの狙いであ る。 それだけに,こ の転換 は単 なるデータ処理 と

はちが ういろいろな問題 を解決 しなければな らない。 これ を広義に とらえれ ば,い わゆる情報検索

(IR;InformationRetrieval)の 問 題であるし,そ の中を細分化すれば,デ ータ構造

な り,シ ーンラスの問題にな る。 これ らはまだ開 発の途上であ り,ハ ー ド'ウエアの発展 とともに今後

大いに発展す ることが期待 されてい る分野である。従 って,こ の システムのあ り方は今後い ちじるし

く変 って行 くにちがいない。 ここでは現在の一般的な水準において論 じてみ よ う。

ここで問題に してい るのは,一 般的 なデータによる情報検索 システムで はな く,記 事 とい う特異な'

分野での情報検索 システムであ る。その大 きな特徴は,一 般のデータが確立 した形式構造で処理 され

るのに対 し,記 事情報はその範 囲 と量 とを深め,価 値あ らしめよ うとすれば,す るほ ど,確 立 した形

式や構造 の中に押 し込 むことがむつか しいことである。

た とえば,デ ータの収集につい て,記 事の源泉に新聞をとりあげてみよ う。一般大衆紙Aと 経済専

門紙Bと では同じニュース源か ら得た情報であ りなが ら扱い方,見 方が ちが う。質量 ともに大巾 な差

を生ず ることが多い。 これに対 して通常の販売データなどは,ど んなに複雑 で項 目が多 くなって も,

共通のパターンをと り易い。

記事情報についての,こ の特 異性 はその情報検索 システムのあ らゆ る過程で見 い出せ る ものであ り,

それ をふ まえて,記 事情 報検索 システムのあ り方 を考慮 しなければな らない。

2.2.1デ ー タの収集

記事情報デ ータの源泉 とな るもの は,た とえば,

① 新 聞

② 専 ・門 紙'

③ 論 文 紙

④ 文 献

⑤ 官 公 報'

⑥ 広 告 紙

⑦ 雑 誌

⑧ マニュアル

な どがあ る。

新聞 といって も国内国外の別,大 衆紙 と業界新聞 との別な ど各種 ある。上にあげたほ とん どは活字

であるが,ラ ジオ ・電話による音声 の ものやテレビ,映 画な どの視覚に訴え るもの もあろう。記事情

報 データの源泉は限 りな く広大な領域に存在する。
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これ らの源泉か らとりうる記事情報は どんな分野の もので もま さし く洪水 のよ うに彪大な量 にな る。

この中か ら必要 な記事情 報を入手 しよ うとすれば,ハ ー ドウエアが無限でないか ぎり,制 限せ ざるを

えない。 このためには,情 報源 とそれか らとり出され る記事情報データの両 方の選定 に,明 確 な基準

を設定す ることが不可欠であ る。

第1に,情 報検索 システム一般 にっいて もい えることであるが,シ ステムの目的が明確 でなければ,

検 索その ものが十分 目的を果せない ものになって しま う。記事情報検索 システムは,MEDLARS

の よ うな医学専門の情報検索 システムに較べ,白その対象が多次元多種類多量の情報検索 システムなρ

で,目 的 も単一でない ことが多い。 この 目的を明 らかにしない と,情 報源の選択基準を設定す ること

がで きない。

第2に,シ ステムの目的に合致 した情報源 の範囲が決まると,情 報 源自体の価値 を考察 しなければ

な らない。 これは客観的基準 による情報源の格付けで整理 する。.

第3に,収 集の経済性 も問題であ る。情報検索 を行な う価値のないデータを格納 する必要はない。

収集活動 はハー ドウエアおよびソフ トウモア上の経済性 とデータの価値性 との関連か ら決定 され よ う。

第4に,維 持 ・保全 とい うメンテナンス上の面か ら収集が限定 されて くる。収集活動はメンテナン

ス も含めて,容 易に経済的に行 なえる ものが望ましい。

2.2.2デ ー タの整理 ・

ここでい うデータの整 理 とは情報源の素材 をコンピュータの処理 に便利 なよ うに加工 ・転換 するこ

とである。た とえば,新 聞の記事 を所定のカー ド・ファイルに納 め ることが これであ る。原 データと

い って も記事情報検索 システムは単な る数値表現 の情報ばか りでな く,言 語表現の情報 も含まれてお

り整 理の段 階では主観的 な要 素が入 って くるので,相 当むつか しい。

第1に,言 語選定の基準 を設定 しなければな らない。 とくに,キ ー ワー ド〆抄録にな るものは明確

にしておく。 しかし,将 来,格 納 されてい る記事その ものの中か ら,キ ーワー ドでない言語 をキーワ

ー ドの代わ りに使 うことも考 え られ るので
,こ のよ うな場合の取扱いに とくに厳格 な基準の設定を必

要 とす る。

第2に,整 理 して行 く過程で,情 報源のデータは選定 され,取 捨選択 され る。 それ は将来の価値 も

考 えて,選 別 されて行 く。 この選別の基準 も明確にすることが望ましい。

第3に,デ ータの整理は機械操作的にで きることが望ま しい。人によって,情 報 の原始 データの加

工法が違 っては困 る。'

.第4に,こ の過程の作業はハー ドウエアおよびソフ トウエアと深 く関係 す る。それに よって,情 報

の入力データの形式 は変 って こよ う。

データの収集 と整理で述べて きた,情 報源か ら記事情報の原始 データを作成す るまでの作業は人手

に よる。 この段 階ではコンピュータ特有の性質や性格 は表面 にでて きていない。

しかし,コ ンピュータで情報検 索す る以上,そ れに必要な考 え方やデ ータの構造な どは無視で きな

い。その制約の中で,開 発 されたい くつかの手法が記事情報検索 システムのあ り方 として選択 される。

うちの とくに重要な項 目 として,次 の ものがあげ られ る。
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第1に,シ ーンラス とキーワー ド`

第2に,デ ータ構造

第3に,シ ステ ム全体のマネジメン ト

以下,こ れ らについ て触れてみ よ う。

2.2.3シ ー ンラスとキー ワー ド

必要な情報を検索 するためには,予 め必要 とす るデータを収集 し,必 要 とする どきに,迅 速,正 確に

取 り出せ るよ うに加工 じた上で,蓄 積 しておかなければな らない。 その中には普通,見 出し語(キ ー

ワ]ド)の 集 ま りと抄録(ア ブス トラク ト),そ れ に目録 とが含まれてい る。

検索の さいには,同 義語辞典 といわれ るシーンラス と照合 しない と完全な検索 はで きない。 シー ン

ラスには同意語 ばか りでなく,反 意義,類 似語,上 位 ・下位語,関 連語な どが体系的に整理 されてい

る。'、 .r『'

検 索の効率は このキーワー ドとシーンラスの作成 にかかってい る。 キーワー ドとシーンラ スの作成

は通常の情報検 索 システムで さえ,か な り困難な作業である。 これが記事情報検索 システムになる と,.

記事 の多様性,量 の多 さ,次 元の差の大 きさ,情 報価値の変化の激 しさな どのため,一 層困難である

といわなければな らない。記事情報検索 システムでのキーワー ドとシーンラス作成については,次 の

諸点 を考慮に入れ る必要 があ る。

第1に,新 し く発生す る記事情報やそのデータな どの変化 に十分即応できること。

第2に,ハ ー ドウエアや関連 ソフ トウエアの発展に順応できること。'

第3に,将 来 のあ り方に正 しい予測 を行なえ るようにすること。

このよ うな観 点か ら;シ ーンラスとキーワー ドの作成には十分時間をかけて完全 な もの にすること

が望 ましい。そのために,

第1に ・ シー ンラス とキーワー ドの論理構造を安定 した,強 固な ものにす ること。

第2に,コ ンピュータが人間面の不完全性 をカバ〒す ること。

第3に,コ ンピューダに意味づけの機能 を付加す ること。

などが考 えられ る。 また,現 在の意 味中心の考 え方か ら,「 パター ン認識」による新 しい検索方法に

すすむことも考 えられ る。

2.2.4デ ー タ構造

検索の正確性 と効率化 とを保証す るために,デ ータを蓄積 す る形式 とデータの関連づけの方法 とを

確 立 し て お か な け れ ば な ら な い 。

前 者 の 場 合 の フ ァ イ ル 形 式 に は次 の よ うな もの が あ る。

1)順 次 編 成 フ ァ イ ル(シ ー ク エ ン シ ャ ル ・フ ァ イ ル)

2)分 割 編 成 フ ァ イ ル(パ ー テ ィ シ ョ ン ド ・フ ァ イ ル)

3)索 引 順 次 編 成 フ ァ イル(イ ンデ ッ ク ス ド ・シ ー ク エ ン シ ャ ル ・フ ァ イ ル)

4)直 接 編 成 フ ァ イ ル(ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イル)

これ ら の 各 々 は 特 徴 を も っ て お り,ハ ー ドウ エ ア の 特 性 と使 用 法 と を考 え て ,最 も適 合 す る フ ァ イ
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ルを とるのがよい。`

ま た,デ ータ構造 も代表的な4つ の構造 を示す ことがで きる。

1)線 型 構造(リ ニア ・ス トラクチャ)

2)樹 木 構造(ト リー ・ス トラクチャ)

3)階 層 構造(ハ イラキー ・ス トラクチャ)

4)ネ ソ トワーク構造(ネ ッ トワーク ・ス トラクチ ャ)

各 構造は各々使用方法に よって特徴 も違 うし,効 果 も違 う。 この うち,情 報検索 でよく使 われ るの

は階層 構造 と樹木構造,そ れにこの2っ の組み合せ型で ある。技術的にはネッ トワーク構造 をは じめ

難iかしい,高 度な手法 が開 発されてい る。

一般的に
,デ ータ量 が膨 大な規模の 処 理に は,階 層構造 としてとらえれば検 索処理時間が短か くて

済む。反面,メ ンテナンスやデータの ローデ ィングに時間がかか る欠点があ る。

どの構造 を採用す るかは使用 目的 とシステムの難易 によって決まろ うが,そ の他 に使 うコンピュー

タのハー ドウエアや ソフ トウエアによって も異 なる。 これを整理す ると,

1)検 索 機能 の範囲 ・

2)デ ー タのボリュ ウム

3)O/S,ハ ー ドウエアの性能

4)ユ ーザの利用形態

などを考慮 した上でデ ータの構造やファ イル編成 を決め ることが最適であろ う。

情 報検索 システムでのデータ量は当然膨大な ものであ る。最適のデータ量 は使用目的 やデータ構造

やファイルの蓄積形式,さ らに,ハ ー ドウエアの容量,と くにメモリ容量な どか ら.決め られよ う。記

事情報 のデータ量 は膨大なので,場 合 によっては文脈の解釈ルーチンを設けたパ ンク変換な ども考慮

に入れ てお く必要 があ る。 データ量 は検索の迅 速性,正 確性に関連があ り,強 いては経済性に も関連

がある。 うらを返せば経済性 もデータの選択基準 になる。

2.2.5シ ステム全体のマ ネジメン ト

システム全体のマネジメ ントには,コ ンピュ・Lタの運 用上の問題 とシステムの維持運用上の問題が

あ る。

第1の コンピュータ運用上の問題 とは入力か ら出力にいた る間での処理を指 し,,広 義 のシステムの

維持運 用の部分であ る。

入出力か らみ ると,通 常 のバ ッチ処 理では記事情報検索 システムのサー ビス形態か らいって間に合

わないであろ う。オ ンライン ・リアルタイム処 理でなければ,情 報の新鮮 さは失われよ う。場合 によ

っては,会 話型問合せ の可能なTSS処 理,さ らにディスープ レイなどを使 った図形表示 も有効 となろ

う。 日本語の取扱いで はとくに,漢 字やひ らがなの使用が可能でない と,効 果が薄れ る。音声表示は

実用的価値 を当分 もたない と思 うが,研 究課題にはなろう。

注)デ ータの構造,フ ァイル編成 処理方式にっいては,45S-001「 経 営予測 のためのデ

ータマネージメント」第5章 を参照の こと
。
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情報提供 サー ビスのあ り方としては経済性実用性の観点か ら決め られよう。経済的価値か らみ ると,

デ ィスプ レイ付TSSの よ うな ものが果して引合 うのかど うか疑問である。 しかし,情 報提供 サービ

スを行 な う場 合 には次のよ うな作動方式 が不可欠であろ う。

1)大 容量の メモ リを必要 とす る。'

2)問 合せ方式を とる場合,コ ンカレン トなオAeレ ィ ションが可能であ る。

3)記 事 情報検索用な どペ ージライタなどの機能が完備 してい る。

4)デ ー タ収集,加 工,編 集,レ ポー ト出力,更 新な どの機能 はバ ッチ処理 で十分 であ るが,記

事情報の レポー ト出力 として 日本語 を取扱 う場合 には,漢 字用プ リンタの必要性が高い。

データ処理において は,パ フォーマ ンスを無視で きない。 アクセス方式 としては,直 接 アクセス方

式,シ ーケ ンシャル ・アクセス方式があ り,フ アィル編成 と関連 させて適当な処理方式が選択 されよ

う。

とくに,記 事情報検索 システムではある属性 をもった項 目を関係づけるために,イ ンバーデッ ド・

インデ ックスを付加す ることによ り,目 的用途 を拡張 した システムを形成 す るとい う特徴 があ る。 こ

の方式は,デ ータ量の節約,お よび検索のス ピー ド向上には効果的 であるが,記 録の追加 ・削除 の頻

度が多いシステムに はあまb向 いていない。

記事情報検索 システムでは削除は少 ないが,追 加は常 に行なわれ るので,上 の長短か らみて,イ ン

バーデ ッド ・インデックスは特定の項 目だけに限定 しておいた方がよい。

ホス ト言語 については,誰 で も容易に使 えることが前提であ る。従 って,プ ログラマでなくとも簡

易に書 ける言語がよい。 しかし,汎 用性 を失ってはな らない。検索 システムには,シ ステム独 自の専

用言語 を もつこ ともで きるが,記 事情報検索 シス テムにどの言語が適してい るかは,利 用者,利 用機

能,ハ ー ドウエアおよびソフ トウエアによって うまく使い分け る必要があろ う。

第2の システムの維持運用上の問題点とは,よ り人間 サイ ドの範囲の問題 を指す。機密保護 はシステ

ム運 用上の最 も大 きな問題で ある。普通 ,機 密保護の上で考 え られ ること}ロま,他 のユーザに対 して機

密を保護 することと,ユ ーザの機 密をコンビ二一タ ・セ ンタに対 して保護す るこ と が あ る。一般 に

は,機 密 キーを設け ることに よ り,特 定のユーザのみに利 用させ るなどの工夫 で機密性 を守 って行 く。

この方法で は,各 レベルでパ スワー ドを付加す ることがで きる。 データ ・ベース,フ ァイル,エ リア,

プ ロパーティ,セ ッ トなど。

記事情報検索 システムは恐 らく,個 々の記事情報に機密価値 をお くのではな く,加 工し,綜 合 し,

検 索 された情報に価値 を もつ ことが多い。

機密保護 と並んで回復機能 も重要である。 システムの信頼性 を高め る条件 として,障 害対策 をどの

程度 サポ ー トす るかが重要である。回復機能では人間サイ ドで講ず る対策 とコンピュータ ・サイ ドで

解決する対策 とがある。後者 では システムの種類やファイルの編成 によってその方法 も異なる。前者

では,シ ステム間または システム内での機能 転換,た とえば,オ ンラインが使用不能 になれば,バ ッ

チ処理に切換 え るなどの方法があろ う。

システムの維持に は常 に最新の記事情報を収集 し,加 工し,蓄 積で きるようにす ることが必要 であ
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る。そのためには継続 的かつ権威あ る収集体制 と,定 期的にデータの更新を行な う努力が必要であ る。

また,シ ステムは常に拡大 し,他 の情報 との連繋が保たれていなければな らない。 このためファ イル

の交換 やデータなどの互換性が確立 されていなければな らない。

以上の諸点は,記 事情報検索 システムを設計す るさいに注意 しなければな らない ことが らであ る。

2.3記 事 情 報 検 索 シ ステ ム の 動 向

2.3.1情 報検索の歴史

情報検索 はコンピュータの初期の段 階頃か ら問題 に され,IBMのLuhnが 今 か ら15年 位 前にK

WICと い うキー ワー ドを中心 とした検索の考 え方 を明 らかにして一躍 そめ基礎 が固 まったのは衆知

の とお りである。 その後のハー ドウエアの発展に伴 い,キ ーワー ドか ら,シ ーンラスへ と発展し,規

模 の上 で もデータ ・リンケージの取扱い は大 きくな っていった。

当時は試験的段階にす ぎなかった ものが,今 日で は単 な る試験か ら発展 して実用的段 階に達 した も

の も数多 くみ られ る。

最近 はデータ ・ベースの確立 とともに,検 索 も含 む汎用データ ・マネ ジメン ト・システムが数 多 く

つ くられ,MISの 確 立に尽 してい る。 内容的に も単な る情報か ら,抄 録へ,さ らに記事内容その も

のへ と当然関心が向け られて行 こう。

2.3.2情 報検索サー ビスの実状

世界 的に もっ とも有名なのは,医 学雑誌 ・文献`t'情報 を蓄積 ・検索す るMEDLARSで あ り,す

でに提 供サービス も行 なわれてい る。

この他 に,化 学の分野ではCASな ど学術研究的な情報検索提 供サービスが行 なわれてい る。

日本で も最近 よ うや く,官 公庁,公 益 団体 な どを中心 に情 報サービスのための検索 システムの研究

が行なわれ始めた。そのい くつか を概観 してみよ う。,

① 労働省 の 「職業紹介 システム」

労働省 では リアルタイム方式で全国の職 業安定所 と・オンラインで結んでいる。

求人側 と求職側の両方の要求 を蓄積 情報に もとついて照合 し,適 合す るもの を選 び出す ものであ

る。全国的な リアルタイム方式であ るところに大 きな特徴がある。

② 日本特許情 報センターの 「特許情報 システム」

技術の発展 とともに特許の情報は彪大な量に達 してい る。特許は一つの法律 によ る権利であ り,

権 利保護 のた め,公 告 日とか請求範囲 とか,外 国での特許 とか貴重 な情報が沢山織 り込 まれてい る。

一つの特許 を開発す るに彪大な時間 と費用 とがかか るので,重 複投資や埋没特許の再利用のため

に も,特 許情報サー ビスは必要 である。,

日本特許情報セ ンターの検索サー ビスは特許公報 に もとづ き,書 誌事項の第1検 索サー ビスと技

術 詳細の第2検 索サー ビスとを行 な うことになってい る。

処理 はパ ンチ方式に よる。特徴 は単 なる数値や記号の処理でな く,文 章 を加工し,コ ンピュータ

の処理のし易い ように してい る点記事情報検索 システムの参考になる。
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③ 日本科学技術情報セ ンターの 「技術文献検索 システム」

日本科学技術情報 センターは,内 外の科学技術文献で工学および理学にいたる領域 を中心 に経営

管理 も含めた文献データを収集 し,重 要な論文や記事 を抽出 し,索 引 を行ない易いよ うに加工 して

い る。 ここのサー ビスの特徴は漢字 を始 め,各 種文字による出力,さ らに一過程おいたマイクロン

ステムに結 びつけてい る点であ る。'

サ ービスの形態 は文献の コピーと磁気 テープの貸 し出しである。

④ 総理府統計局の研究

総理府統計局では統計デ ータ ・サービスを供給 する目的で統計データ ・バンクの設立 を考えてい

る。その研究の一環 として,米 国セ ンサス局のセ ンサス ・ユース ・スタディを中心 に研究 してい る

が,こ れ は情報検索の意欲 的な発展 の方向を暗示 してい る。

このセンサス・・ユース ・スタデ ィの内容 を要約すれば,都 市 の小地域についてのいろいろなしか

も彪大 な情報 をコ、ンピュータ向に加工 ・蓄積 し,必 要に応 じ検索 しよ うとす るものである。 この特

徴の一つは地理的な2次 元表現 をコ ンピュータの情報 として蓄積 す ることであ る。出力す るさいに

はグラフィ学ク化 も必要 となる。 もう一つの特徴は,こ の情報 を他 の機関の情報 データと関連 させ,

加 工しよ うとす るものであ る。

第3に は,こ れ らの計画との関連で都市計画のような新しU〈創造的な情報へと発展する可能性が開

かれてい るとい うことであ る。 レ

記事情報検索 システム も,こ のよ うな発展的構想 を参考にして検討することによって一段 と現実的

な方向に進むであろ う。

2.3.3情 報 検索の基本的技術 の動向

情報検索 の有効な使い方は,そ の基本的な技法の開発によって,飛 躍的に発展 して行 くものである。

その動向 をと らえるために,2,3の 例 をあげてみよ う。

第1に,KWIC(KeyWordInContext),KWOC(KeyWordOutof

Context)が あ る。この有名な検索技法は文章中の語その ものをキー ワー ドとして,索 引言語 とす

る。 このキーワー ドをアルファベッ ト順 に配列すれ ば,索 引表 が作成 できる。 キーワー ドを中心に整

理し,そ の側に前後の文 を示す ことによ り,文 脈(Context)の 中 で占めてい るキーワー ドの役割

が解か るよ うになっている。KWICを 使 った索引は,原 文献 抄録,標 題 のいつ れか らで もで きる

が,一 般には標題のみを対 象に してい る。現在 ,随 所でみ られ る索引分類や情報検索は,キ ーワー ド

の管理が比較的容易 にできることか らKWOC方 式が圧倒的に多い
。 また,コ ンピュータを用いて行

な うKWIC検 索 は,人 手でや るのに くらべ適合率は低いが,現 在 実用的にはまず まずの段 階である。

記事情報のよ うな場 合に は,文 章 の自動索引は有効であるが,問 題 は日本語のKWICが ない点で

ある。 日本語は漢字 ・平仮名 ・カタ仮名が あ り,ま た専門分野 とくに,コ ンピュータの分野では外来

語が多 く用語が乱れてい るので,自 動索引は容易でない。 これ らの点については,将 来解決すべ き問

題であろ う。

第2に,SDI(SelectiveDisseminationofInformation)が あ る。SD
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1は 有 効な情報 を各部門および関連部門へ,新 鮮 な情報 としてサー ビスす るシステムであ る。 これ自

体 は情報検索ではな く,情 報検索 と並行 して有効 な効果 を生みだす ものであ る。 これ には3つ の情報

として,通 知用,抄 録用,応 答用がある。 その利用の程度によって,抄 録で済 む場合 は抄録 で,原 文

が必要 なときはコピーまたは マイクロ ・フィルムで提供す ることがで きる。肝心な ことは,利 用者の

関心の度合を常に管理 して,フ ァイルを取捨選択 で きるところにあ る。 この システムはかな り実用化

されてお り,NASAやASCAやIBMで 稼動中であ る。

SDIサ ー ビスを本格 的に行な うためには,彪 大な作業量 と巨額の コス トがかかるので,商 業 ベー

スですすめることはむつかしい。 しかし,SDIで の情 報のサ イクリングや重要度に よる利用方法の

考え方は記事情報検索 システムに も取 り入れ られ るべ きであろう。

2.3.4記 事情報検索システムの今後

文章による記録 を中心 とす る記事情 報検索 システムの今後の発展を展望す るために,利 用者の動向

な り要求な りをみて行 くことに しよ う。'

第1に,オ ンライン処理が容易 にできること。情報には2種 類あって,過 去の記録 に価値を見つけ

るものと,最 新の情報に価値 を もつ ものとがあ る。ほ とん どの ものはバッチ処理で間に合 うはつであ

るが,人 間はよ り便利な もの を志 向す る欲望があ るので,オ ンラインリアルタイム処 理を目指すよ う

になろ う。

第2に,TSSの よ5.に 他 方面 か ら多 くの人が利用で きること。記事情報 を利用す る層 と数 に もよ

るが,問 い合せ方式や マイクロ ・フィルム索引な ども含めた,情 報の段 階的利用のためにTSSは 当

然志向 され よう。

第3に,漢 字や ひらがな,そ れ に文字の大小の よ うな一般の コンピュータ出力にない ものが求 め ら

れ る。 とくに,日 本語の場合,漢 字変換 は検索の効果 を一段高め るが,変 換の技術 が,問 い合せ方式

やマイクロ ・フィルムによる索引技術な ど も含めた精密な情報 を索引で きるよ うな段階へ と進むであ

ろ う。 とくに,記 事情報 とい う以上,日 本語が中心の特殊な ものであ り,漢 字変換 は検索の効果を一

段 と高める。難点 は処理 に コス トに負担がかか ることで,果 して採算 に合 うか どうかであ る。

第4に,図 形処理がで きること。

利用する情報 として,今 後 ます ます視覚に訴え るものが多 くなる。設計図,絵 画 図形な ど情報 と

して,文 章よ りも,綜 合 的で,か つ,正 確に表現 できるものの処理 も考慮 しなければな らない。 これ

らの導入は運営 コス トおよび技術 との関係 で決定 され よ う。

第5に,便 利な言語 を使用 で きること。

言語は少 くともCOBOL程 度 の理解で十分使い こなせ るものが要求 され る。

TSSを 使 えば,会 話型の言語 も必要であるし,特 殊装置 をつければ,専 用言語 との結 びつ きも考

えなければな らない。他の機械および将来の ことも配慮 して,互 換性お よび継続性 の高い言語 で,し

か も,や さしい言語が望 ま しい。

第6に,上 記 と関連 して,次 のよ うな周辺機器に簡単に接続 できること。

1)マ イ クロ ・フィシュ
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2)EVR

3)キ ャ ラクタ ・デ ィスプレイ

4)音 声 入 出力装置

などである。 これ らの周辺装置はす ぐ必要 といえないが,今 後 ともその性能 を充実 して行 く傾向にあ

るので,常 に,こ れ らの システムと継続性お よび互 換性 がきくよ うに準備してお くことが必要である。

一方,提 供側 の方か ら,そ の動向な り,要 求 な りを探 ってみ ると,

第1に,ハ ー ドウエアお よびソフ トウエアの使い方が容易であ ること。

た とえば,バ ッチ処理 はで きるが,オ ンライン ・リアル ・タイム処理はできないとい う'ソフ トウエ

アよ り,両 方で きるソフ トウエアの方が評価 は高い。また,機 械 によって限界があ るよ りも,拡 張 ・

転換 が可能であ る方 が望ましい。

第2に,分 析 ・抽出が容易 にで きること。

KWICの よ うに一部 自動 化の実例 もあ るが,そ こまですすまなくて も,論 理構造が堅固で正 しい

分析 ・抽出が容易にで き,し か も情報検索の理に も適 う方法があればよい。当然,こ うい う面に今後

の研究が向け られ て行 こう。'

第3に,す ぐれ たライブラリアンの確保 ・養成 を行なえること。

情報検索 システムは結局,人 間が索引方法 を決定 し,そ の シーンラス作成能力を駆使 して,つ くり

上げ るものであ る。従 って,そ の作業 を効率的に行なえるライブラリアンの確保 とその養成 とは緊急

事の重要な問題で ある。 まして,記 事情報の ように,多 元的で,複 雑で,情 報量の多い分野では,と

くにその良 し悪 しは ライブラリアンにかかってい る。

第4に,情 報の収集が容易 で,コ ス トが低廉で あ り,し か も,権 威 ある情報を大量に管理で きるこ

と。各機関が協力 して,重 複のない収集 ・維持体制を築 くことが肝要であ る。 さらに個別の収集機関

だけではな く,い くつかの機関が将来結合で きるように体制づ くりしてお くことも必要 である。

以上,利 用者側お よび提供者側の動向な り,要 求 な りをみて きた。今後の記事情報検索 システムは,

こ うした双 方の要求 を汲み入れなが ら,発 展 して行 く もの と思 われ る。

その中で,と くに記事情報検索 システムとして整 え るべ き条件 を若干あげてみ ることにす る。

① 文章分析の発展

文献な どの情報 の主体は文章であ り,こ れを分析 し,評 価 を行 ない,分 類 や抽出を行なって抄録

化 して行 く作業が記事情報検索 システムの最初に して,最 大の重要課題であ る。'

これ を支障な く行 うためには,優 れ たライブラリアンを確保 しているか,あ るいはすでに一連 の

作業基準が確立 してい るか,い つれかであろ う。後者の場合にはその一環 として,シ=ソ ラス作成

の自動化 も日程にのぼってこよ う。しか し,現 状 では まだ人間作業に頼 るところが大 きい。文章分

析 を高めるためには,言 語学,記 号学,論 理学な どの基礎的な専門分野での発展の拡が りに侯 つ と

ころ大である。

② 漢字 印刷な ど周辺装 置の発展'

記 事情 報検索 システムでは文章 を中心 とす る以上,日 本の特殊性 として,漢 字に よる入出力 は当
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然必要になって くる。 この研究で もそれ を実験 的に試みてい る。記 事情報検索 システムでは漢字印

刷,さ らには近い将来,漢 字 のパ ター ン認 識 も含 めて,欠 くことのできない もの となろ う。

通常の検索結果は印刷出力であるが,将 来 は単な る印刷では済 まな くな り,前 に も述べたよ うに,

グ ラフィソク化,ま たは,場 合に よっては音声 による入 出力機器 を使 って検索す る必要 も起 こって

こよ う。方式 もバ ッチ方式か ら,リ アル ・タイム方式,次 いで応答可能な会話型TSS方 式 が使わ

れ るよ うになろ う。記事情報検索 システムが実用化され る段階で欠 くことので きない条件 として・

このよ うな ものがあろう。

③ メモ リの大容量化 とハー ドウエアの進歩

情報検索の基本的前提条件は大容量のメモ リが必要であろ う。記事情報検索 システムは単 なるデ

ータの情報検索 システムよ りも,構 造的に も複雑であるし,文 章的 にも長い。集録 され る情報の量

は尾大なので,当 然大容量 のメモ リが必要 である。単に,大 容量ばか りではな く,経 済的に も割安

で技術的に も簡単でなければな らない。 このよ うな容量 の拡大 と,そ れに伴 うハー ドウエアお よび

ソフ トウエア上 の発展 は蓄積 され利用 され る情報の量を拡張 して行 くことにな る。 これは前 に述べ

たよ うに長文の記事情報検索 システムに とって,大 きな価値を もつ。 また,処 理の上 で も,加 工や

チェック機能な ど,利 用面 を充実す る各種 機能 も付加され ることになろう。 これ らは,記 事情報検

索 システムにとって基本的条件 とい えよ う。

④ 他 システムとの関連(国 際化 も含む)

セ ンサス ・ユース ・スタデ ィにみ られ るよ うに,他 の機関;ま たは,、他 の情報の利用が今 後ます

ます生 じて こよ う。すでに,日 本科学情報技術 セ ンター と米国のMEDLARSと の情報交換協定

計画のよ うな実例 も生 れてい る。 このよ うなテープ交換 による国際的情報交換 サービスは今 後ます

ますふえよ う。そして,蓄 積 された情報 データが総合的に利用され,創 造的な計画策 定の方面 に も

大いに活用 され て行 こ う。 こうした傾向を助成す る基本的な条件 は,標 準化,互 換性 な どであろ う。

記事情報検索 システムを整 えるべ き基本 的条件の一つ として他 システムとの関連 は,そ れ だけ情報

検索の価値 を高 めることになろう。

記事情報検索 システムの今後の発展の動 向を握 る鍵 は,利 用者および提供者 の動向や整 え るべ き条

件 で述べた ものにつ きる。 しか し,最 も大事 なことは,記 事情報の価値感 とい う問題であろ う。現在

は,記 事情報検索に対す る要求は大 きいが,と い って記事情報の中 か ら有効な価値 を見出す ことはむ

つかしい状態であ る。 これは初期的現象で新聞 が近代 価値 をもって きた と同様,や がて記事情報検索

システムは誰か らもその重要性 を認識 され,そ の価値を認 め られるよ うになるであろ う。記事情報検

索 システムが発展するか どうかの最大の鍵 は,以 下の ような項 目に集約できよう。

第1に,記 事情報の価値の増大。

第2に,情 報検索技術 の向上。

第3に,編 集 ライブラリアンの能力向上。

第4に,権 威 ある情報を大量に廉価 に収集維持 で きる体制の確立。

第5に,国 際的記事情報 との結合。
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現在の ところコ ンピュータに関す る記事情 報提供 サービスは,そ れほ ど市場価値を もってい るとは

思えない。記事情報に価値があ るかど うかは,記 事情報検索 システムの発展の最大の鍵 である。政治

的,経 済的,社 会的,環 境の変化に対す る利用者 の必要性 と記事情報検索 システムの内容 自体が充実

され ていった とき,記 事情報検 索提供 サー ビスは重要な位置を占めるであろう。

事実,環 境 は情報化社会 として,次 第 に,記 事情 報検索 システムの発展 を促す方角 に向 って行 きつ

つあ る。記事情報検索 システム自体 も質量 と もに充実する方向に向 ってい るので,そ れが提 供者側か

らみて,買 手市場か ら売手市場に変わって行 く機運 に乗 った とき,記 事情 報検索 システムの真価が発

揮で きるにちがいない。 その利用分野 は情報 の価値か らみて,専 門的な分野か ら徐 々に拡がって行 く

であろ う。 たとえば,権 利義務 を明確にす る判例 ・特許,公 共的な行政 ・経済 ・犯罪,学 問的 ・技術

的なものでは生 物学 ・医学 ・考古学 ・歴史,商 業取引の不動産取引 ・信用取引な どがあろ う。 ここで,

コ ンピュータを中心 とした記事情報検索 システムがす ぐにこれ らを受入れ られ るかど うか断定 しがた

いが,こ の研究で試みた実験 は,記 事情 報提供サー ビスを行な うために必要な,検 索お よび管理 シス

テムの有効性を検討す るうえで重要 な資料 となろ う。
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3.記 事 情 報 検索 に おけ る汎 用 デ ー タ ・マ ネジ

メ ン ト・システ ムの活用 法

3.1情 報 検 索 シ ス テ ム の 問 題 点

大量に蓄積 され たデ ータか ら,必 要なデータを,必 要 な時 に,必 要な形で選 び出して利用 しよ うと

い う情報検索 システム(InformationRetrievalSystem)の 概 念が発表 されてか らす

でに十数年 の年月が経 ってい るので,多 少のニュア ンスの違いがあ るにせよ,そ の考 え方が どんな も

のであ るか とい うことは,一 般に理解 されている。

情報検索 は,そ の概念が多 くの利 用分野に普及 してお り,コ ンピュータを利用 した情 報検索 システ

ムの必要性が叫ばれていなが ら,あ まり実用化 されていない ことも事実である。

なぜ情報検索 システムは,そ の必要性が要求 されていなが ら,実 用的なシステムがで きないのであ

ろ うか。 これには,い ろいろな原因があげ られ るが,そ れ らを下記の5つ に要約す ることがで きる。

1)情 報 検索の システムとしての本質 的な難し さ。

2)シ ソ ー ラス作成の難 しさ。

3)ハ ー ドウエアの問題。

4)ソ フ トウエア(特 にデータ ・ペース)の 問題。

5)デ ー タ通信活用の問題。

3.1.1情 報検索 シ ス テ ムとしての本質的な難 しさ

情報検索 システムには,他 のアプ リケーション ・システム と異なった難 しさがあ る。 それは情報検

索 システムが,シ ステムを作成 し維持 する側 とシステムを利用す る側 とで,シ ステムに対す る考 え方

で合意をみ るこ とは難 しく,往 々に してシステムの作成者 は,利 用者 と無関係に システムを作成 して

しまうことが多い。 また情報検索 システムは,シ ステムを利用する対象者が不特定 であるため,利 用

者の範囲 もまちま ちであ り,シ ステムを設計す る場合の対象や レベルが不明確 にな りやすい。 この他

システムの利用頻度,デ ータの更新や メンテナ ンス費用
,情 報 の検索コス トの決定,検 索 コス トとメ

ンテナンス'コ ス トのバ ランスの調整などわか りに くい問題が多い。 これは情報検索 システムが,他

のアプリ'ケー ション ・システムと異な る本質 的な特徴であ り,こ のため他の アプ リケー ション ・シス

テムにない難 しさ があ る。`

3.1.2シ ソー ラス作成の難 しさ

情報検 索 システムの中で も特に記事情報検索 システムは,利 用者 が不特定多数 であるため検索情報

の問い合せに使 用す る言 葉を統一 す ることが難 しい。 また システムとしては,フ ァイルに同一データ

をいろいろな形 で蓄積 す ることは ファイルや検索の効率 を低下 させ ることにな るので避 けなければな

らない。 このため蓄積 され るデータは唯一種類であ り,こ れ を検 索す る言葉(キ ーワー ド)も 唯一で'

あ ることが要求 され る。 この ようなシステムの設計者 と利用者の相反す る条件 を解決す るために,利
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用者か らのいろいろな形の問い合せ を整 理 し,唯 一の言葉に翻訳 して システムに渡すためには辞書が

必要 となって くる。設計者 と利用者の間の インタ ・フェースをはか るものとして辞書 を作成す るが,

これがシソー ラス(見 出し語辞典)で ある。 よ り良い システムの活用を計 るためには,良 い辞書(シ

ソーラス)を 作成しなければな らない。 それでは良いシソー ラスとは,ど のよ うな ものであろ うか。

この問題 は,利 用者 の立場で考えるな らば,

1)イ ンプソ トが簡単であること。

2)日 常会話に利用してい るよ うな 自然言語であ ること。

3)問 い合せの順序やキー ワ≡ ドの長 さが自由であること。

とい った ことであるし,シ ステム設計者 の立場で考えるな らば,

1)コ ン ピュータが取 り扱 える言語や記号 であること。

2)同 一 の事象を表示す る言語 は,一 通 りしかないこと。

3)問 い合せの順序 やキー ワー ドの個数,組 み合せの方式な どが決まってい るこ と。

4)キ ー ワー ドの長さが限定 してい ること。

などがあげ られる。、このよ うに システムの設計者 と利用者 とでは全 く異なった要求が起 こって くる。

このためよい シソーラスを作成す ることは,こ の両者のギャップをいかに少な く,効 率良 く連結する

か とい うことにな り,言 語形態 として自然言語 にす るか,索 引言語 にす るか,キ ーワー ドの構造をど

うす るかな ど難 しい問題があ り,検 索 システムの実用化を遅 らせてい る原因 とな ってい る。

3.1.3ハ ー ドウエアの問題

情報検索 とい う言葉が発表 された当時の コンピュータ ・システムは,紙 テープや磁気 テープを中心

としたシステムであ り,コ ンピュータのア クセス ・タイムも2～10msと 云 う遅 い ものであった。

当時は必要なデータを検索 しよ うとすると,人 意的なファイルの選択やファイル間の照合 などの作業

に手間がかか り,検 索時間 も数十分～数時間必要 となるため,検 索 システムの必要性が要求 されなが ら

実用化がで きない状態にあった。 しかし,今 日ではコンピュータの検索時間 も速 く,大 容量の記憶装

置の開発 とランダム ・ア クセス方式の採用,端 末機器や通信回線の発達 な どによ り,十 分 とい えない

まで も,ハ ー ドウエアの問題が,い くつか解決で きるようになって きた。 このため最近になって各分

野において実用化 をめざした情報検索 システムの開発が着手 されてい る。

3.1.4ソ フ トウエアの問題

ここ数年来問題 となってい るMIS(経 営 情報 システム)の 実現 をはか るために最近 データ ・ベー

ス ・システムとか,デ ータ ・マネ ジメン ト・システムの開発が行 なわれてい る。 この思想は従来のフ

ァイリング ・システムと異な り,多 目的な システムに対応できるよ うにプログラムとデータを独立 さ

せ ることによ りシステム環境 の変化への追従 を容易に させ るものであ る。また,デ ータの更新やプロ

グ ラムのメンテナンスも簡単 に行 なえ るよ うにな り,メ ンテナンス ・コストを引 き下 げ られ ると考 え

られてい る。 このため多目的なデータ ・マネジメン ト・システムは,コ ンピュータ ・メーカを中心 と

して開発が進 め られ,着 々とその成果が発表 されてきてい る。 この考 え方は,大 量のデータを取 り扱

う情報検索 システムにとって も,シ ステム効率を向上 させ るうえに要求 され ることであ り,MISを
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実現す るために必要なニーズとなってい る。 さらに,従 来の情報検索 システムの実用化に対す るソフ

トウエア上のネックとされていたファイ リングの問題 を解決す るための糸 口となる ものである。 しか

しハー ドウエアに比べ新しいデータ ・マネジメン ト・システムは,よ り多 くの解決 しなければな らな

い問題(技 術的な問題 や使用制限に関す る問題 など)を 含んでお り,そ の活用法の研究 もい まだ不慣

れなため,1日 も早 くデータ ・マネ ジメン ト・システムにおけ るファイリングの応 用法 に対す る研究

がな され なければな らない。

3.1.5デ ー タ通信活用の問題

通信回線や端末機器の発達 は,コ ンピュータのオンライン化 を可能 とし端末 を通 してコンピュータ

と自由に会話 を行 な うことがで きるよ うになった。 オンライン処理 は,従 来のパ ッチ処 理に比べて応

答速度が速 く,し か も,複 数 の仕事 を同時に処理 してしまうとい う点で便利になった とい うことがで

きるし,情 報検索 システムを活用 した情報提供 サービスの分野において も要求す る情報 を即時に提供

す ることがで きるため,利 用者の システムに対す る期待を増大 させ,よ り広い需要者 の獲得 を可能 に

した。 しか しデータ通信を利用 した検索 システムが開発 されたのは,こ こ数年前であ り,通 信回線の

認可 の制度や範囲,費 用などにも問題があったため,い まだ特定の専用 システムを除いては,あ ま り

実用化 されていない。'

この問題 は,情 報提供 サービスの分野の発展 を阻害 する原因 と もなり,開 発 された ものの多 くは,

バ ッチ処理 によるものであったた め
,情 報提供の タイ ミング,提 供の仕方な どで利用者 を満足 させ る

ことがで きなかった。 しか し,最 近の通信回線の開放 や端末機器の発達は
,人 間 とコンピュータ との

間において直接 コ ミュニケーション(マ ン ・マシン ・コ ミュニケーション)を 可能 にしたので,情 報

検索 を主体 とした情報提供 サービスにおけ る通信 回線の利用度 は極めて大 きい こ乏か ら,今 後 ますま

す情報検 索の利用分野は拡大 され て行 くであろ う。

また,情 報検索では大量のデータ作成 を行 な うが,最 近の傾向 としてパ ンチ ・カー ドや紙 テープな

どの入力媒体 を使用 してインプッ トす る方法 か ら,キ ーツー磁気テープやデ ィスプレイ装置な どのよ

うに直接入力する方法に進みつつあ り,そ のために手軽に使用で きて,安 価 な装置の開発 も進 んでお

り,ま す ますデータの取扱いは便利 になって きた と思われ る。

3.2記 事 情 報 検 索 と デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

前述のよ うに情報検索 システムは,他 の アプ リケ ーション ・システムと異 なった問題を含んでい る

が,な かで も記事情 報検索 システムでは,

1)大 量 のデータの作成。

2)必 要 なデ ータの選択 と取 り出 し。

3)情 報 の分析 と加工。

4)そ の結果 の表示。

5)デ ー タやシソーラスの更新。

6)フ ァ イルの保守。
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などの処理 を行なってゆかなければな らない。

また,現 代 のよ うな伸展のめ ざましい情報化社会におけ る検索 システムは,デ ータの変化や環境 ・

ニーズの変化に追従 して行かなければ利用価値のない ものになってしま う。 このためシステムを常 に

活用できる状態に保守 しなければな らないが,磁 気 テープ ・ベースのシステムのように,デ ータの更

新のたびにファイルを作 り直 した り,環 境 変化に と もなってその都度関連するプログラムを訂正 した

のでは,メ ンテナンス ・コス トが彪大な もの とな り,シ ステムの運用が成 り立たな くなってしま う。

このよ うな不合理を解消するため,こ れ らのデータや環境 の変化に対 し最小限の変更 で済ませ ること

ので きるデータ ・マネジメン ト ・システムが要求 され,同 時にデータ ・ベースと端末装置 をよ り効率

良 く利用す るた めに,よ り良い オペ レーディング ・システムの開発が要求 され る。また記事情報 サー

ビスを効果的に運 営するためには,記 事情報の とらえ方,環 境 変化に ともな う体系づけの変更 な ど弾

力的な処理の可能な システムに していかなけれ ばな らない。 このようなわけで記事情報 システムを運

用するためには,従 来 の磁気 テープを利用したファイリング ・システムのような融通性 の乏 しい もの

でな く,多 能性 のあ るデータ ・マネジメン ト・システムが要求 され る。

,

ヴ

3.3汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 現 状

記事情報検索 システムに要求 され るよ うなデータ ・マネジメン ト・システムやオペ レーテ ィング ・

システムを開発す ることは,情 報検索 システムを製作す るうえで不可欠 な要素であ る。 しかし,こ れ

らのソフ トウエアをユーザの手 で開発す ることは,容 易な ことではない。 コンピュータ ・メーカやソ

フ ト・ウエア会社 でない応用分野において これ らのソフ トウエアを開発す ることは,能 力 ・工数 ・費

用の点か らも非常にむっかしいので,一 般には,コ ンピュータ ・メーカやソフ トウエア会社 で開発 し

た,汎 用 システムをそのまま利用して応 用分野の検 索 システムを製作す るか,あ るいはメー カの保有

する汎用マネジメン ト・システムを検索システムにあわせて改良す るか を考 える必要 があ る。

現在発表 され てい る汎用データ ・マネ ジメン ト・システムは,オ ペ レーテ ィング ・システムの もと

で,フ ァイリン グす るデ ータ ・ベースの管理,デ ータや入出力に関す るデータの管理,オ ンラインで

の対話を可能 にす るための コマン ド・プログラムや機密保護な ど,い ろいろな機能 を持 っ て い る。

これ らの機能を遂行 させ るためには システムとしての多 くの制約条件 があるのて㌧ ユーザが,汎 用デ

ータ ・マネジメン ト・システムを利 用したシステムを設計す る場合には,適 用範囲の制限や機能上の

問題 でその制限にぶっか ることが多い。(SDC杜 のTDMSは,シ ステムの中にオペ レーティング

・システムを持 ってい る。)

このように活 用面では,現 行 の汎用データ ・マネ ジメン ト・システムはまだまだ不完全であ り,こ

れ を利用 してデ ータ ・ベースを設計 した り,ア プ リケー ション ・システムを設計す る場合は,従 来 の

ファイル設計以上に十分な検討 と研究が必要 とな り,こ の検討が不十分であったために,設 計 できな

かった り,設 計で きて も効率 を極端 に低下 させて しまい実用に供 さない例が少な くない。

貫
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3.4汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 活 用 法

現在開発 されている汎用データ ・マネ ジメン ト・システムは,適 用範囲や機能上の制限が多いので,

これを活用す るためには,今 迄 のシステム設計以上 に十分な研究が必要 である こどは前節 で述べ たが
,

こ の他,従 来取扱われてきたよ うな単一目的の ファイル設 計と異 な り,多 目的 ファイル としての デー

タ ・ベースを使用す るので,デ ータ ・ベース設 計の良 し,悪 しがシステム全体の効率 を左右す ること

になる。 このよ うに,汎 用 データ ・マネジメン ト・システムを利用 したシステム設計におい ては
,フ

ァイル をどう設計 するか とい うことが,一 番大切な問題 となる。

汎用データ ・マネジメン ト・システムを活用 してファイルを設計する場合には,つ ぎの点 を考慮 し

なければな らない。

1)デ ー タの構造を どうするか。

2)デ ー タ ・ベースにレコー ドをどう定義す るか(1っ の レコー ドの うち,キ ーを何 にす るか,レ

コー ド中の フィール ドのレベル分けをど うするか)
。

3)フ ァイルの編成 と処理方式 をど うす るか(シ ークエンシャルか,ラ ンダムか)。

4)バ ソファ ・サイズを どの位 にす るか。

これ らの問題 は,フ ァイル中のデータの性質,処 理の タイ ミング,使 用の され方によって決 め られ

る。 すなわ ち従来のファイル ・システムと異な り,単 一の目的のためにファイルを作成す るのではな

く,多 くの目的に共通に使用で きるファイルとして,デ ータ ・ベースを作成す ることにな る。 システ

ムを効果 的に運 用するためには,そ れに関連 す る各 システムの利用頻度や検索のされ方,デ ータ ・ベ

ースの大 きさ(フ ァイル・・サイズ) ,フ ァ イルへの レコー ドの追加 ・修正の頻度 などを考慮 した上 で

設計 され なけれ ばな らない。一般には,デ ータ ・ベースを取 り巻 くシステムの うち,使 用頻度 や更新

頻度 の高い ものに合わせて レコー ドの レイアウ トやファイルの編成 を考 え,使 用頻度の低い もめにつ

いては,そ の レコー ドの レイアウ トとどう接続す るか を考 えることによ り設計 を行 な う
。汎用 データ

・Lマネジメン ト、・システムを活用 した具体例 としては,9章 で富士通提供のRAPID(Retri-

evalAndProductionforIntegratedData)を 利 用した コンピュータ情報 ・検

索 システム(MASCOT・rm・ ・g・m・nt・ndret・i・valSy・t・mf・rCOmp。 .

Ter'sinformation)に つ いてその」8i用実験 の結 果を述べ る
。'
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4.デ ー タ 収 集 の 方 法

4.1記 事 情 報 の 収 集 法

記事情 報検索システムの設計を成功 させ る第1歩 は,記 事情報 の収集 をいかに うま く行な うかとい

うことである。 この段階でい くつかの考慮すべき点があるが,そ れ らについて以下に述べ てみ よ う。

第1に,情 報の利用 目的であ る。無尽蔵にある情報 を加工 し,蓄 積 し,検 索す るにはそれに価す る

利用目的があって,そ れ に基づ く選定基準 を明確にしなければな らない。次元 のちが う情報 に対す る

選定基準 を設定 することは容易でない。 ある程度,実 際の収集 の過程 で個々につ くられた基準 を蓄積

して決め られ ることになろ う。

この利 用には,過 去の記録の うち現在高い価値 をもってい る情報ばか りではなく,将 来 の質問に応

えて,今 後価値を もつか も知れない情報の芽 も配慮 しなければな らない。

第2に,情 報 の利用者 である。情報の利用者が誰であ るかが,情 報 の収集源お よび収集方法 を限定

す る。利 用者 が高度の専門家であ るときは,学 術的領域 か ら情報が収集 されよ う。利用者が一般大衆

であれば,学 術的領域 か らの情報 は不要であ る。記事情報の特徴 は利用範囲がきわめて広 く,利 用す

る層 もそれに従 って広 いこ とにあ る。 この中で,ど の層 に焦点をあて るか,ま ず その利用 レベルを決

定しなければな らない。 その選択 を疎かにす ると,検 索 システムその ものの存在価値が問われ ること

になる。利用者 は大 きく分けて,学 術研究家,メ ,一力,ユ ーザ,関 係者,一 般大衆などに分け ること

がで きる。

利用者 の範囲が決まれ ば,情 報源が自動的に定 まって くる。情報源 としては内容的にみて,論 文,

説 明,発 表,議 事録,論 評,公 報,カ タログ,写 真,設 計図,談 話,予 想記事,・統計,辞 書,電 信文

などがある。形式的にみれば,学 術研究書,新 聞雑誌 官公 報,文 献,辞 典 などが代表的な ものであ

ろ う。

これ らの情報源の中 か ら,各 々ちがう選定基準 によ り,蓄 積すべ き情報が選定 され る。ここで 情報

の評価が問題 となって くる。類似の情報であって も,記 事情報は必ず しも同一の表現 をとってい ない

ことが多い。 たとえば,同 一 の対象の情報 であって も,実 際に記事 として表現 された ものの内容は ち

が うことがある。その中の どれ を選定す るか判断がっかない場合 もあ る。情報源 については,コ ンピ

ュータや システム理論な どの発展分野では,当 初予想 もされ ない ものが記事情報 として価値を もつこ

とがある。たと幻ま,言 語学 な どもコンピュータの関連学問 となって きたし,グ ラフの理論 も情報検索

で実用的価値 を もってきてい る。今後 ともこのよ うな記事情報の対象範囲は拡大 して行 こ うが,利 用

目的は逆に限定 されて行 こう。ただ,い くっかの 目的を満足す るた めに,目 的別 ファイル間にはデー

タ ・リンケージが もた らされ るであろ う。

情報検索におけるメンテナンスの重要性は衆知の とお りであ るが,そ れに関連 して,シ ステムを運

用して行 くためには情報源,そ れに もとつ く情報選定,情 報の加工方法な どの譜面で継続性 をもたな

一29一



ければな らない。

第3に,情 報の収集方法であ る。情 報収集には,論 文や雑誌のよ うに一 方的 な伝達 による場合 と問

合せや調査のように,交 互伝達 による場合 とがあ る。 そのいつれの情報か,ま たは両方の情報かによ

って収集結果は異 なって くる。 とくに,収 集の体制に大 きく関係 す る。普通は前者 の一方的伝達 の情

報に限定 され る。

収集の方法はハー ドウエアの発展に よって地域 的に拡大す る。通信回線 の利用が可能になれば,情

報の収集範囲 も変わって くる。 それに伴 って,利 用方法 も,情 報源 も変って こよ う。一方的伝達方法

による情報ばか りではな く,調 査の よ うな能動的な交互伝達 の情報 も技術的 ・経済的に導入可能にな

る。

第4に,情 報の形態による収集方法の相違があ る。情報には文字,記 号,数 値,図 形;音 声 などが

あ り,図 形には,写 真,設 計図,絵 画な どもあ る。文字に もカタカナ,ひ らがな,漢 字,英 字,そ の

他特殊文字,外 国文字な どがあ り,文 字 を使 った単語,語 句,文 章など もあ る。 これ らの使い方はハ

ー ドウエアの在 り方に も関連 す る。 と くに,周 辺装置の,た とえば,XYプ ロ ッタ,デ ィスプレイ,

漢 字プ リンタ,カ ナ文字 プ リンタ,な どの どれが どの ような働 きをするかに よって,情 報の収集す る

範囲が限定 されて くる。 これは記事情 報が利用者および利 用方法に深い関連 を もつためであ る。

4

L

4.2記 事 情 報 の 加 工 法

記事情報は記事 をつ くる人によって,そ の表現方法が異 なるので,定 形的表現 をとらない。 ほ とん

どが不定形情報であ る。 これ をコンピュータ処理に向 く定形情報にするのが情報 の加工である。必要

とする定形情報は コンビ.ユ一夕の機能 に合 せて,設 計 しなければな らない。

第1に,定 形情報 として,標 準形式 を決めてお く必要がある。文章 にはいわゆる5WIHの 要素,

す なわ ち,What(何 が),Where(ど こで),Who(誰 が),When(何 時),Why(何 故),

How(ど の よ うに)が あ る。文章の中で これ らの要素 を見出し,抽 出し要約 して定形化 を行な う必

要 がある。

ファイルの大 きさや形式は,情 報のボリュウムやハー ドウエアお よびソフ トウエアの もつ技術 によ

って決め られ るが,さ きの5WIHの 要 素が欠 けていれば,完 壁な情報の蓄積 とはい えないであろう。

記事情報 を情 報検索 システムとして,完 成す るためには,5WIHの 要 素 を含んだ標準 形を設定し,

それ に向って記事情報 を加工す ることが望 ましい。

この標準形はコンピュータによる情報検索の規則に適合す るのが条件 である。普通,情 報検索では,

そ の抽出の度合に よって,文 章→ 主題→ 抄録(Abstract)→ 標 題(Title)→ キ ーワー ド→索

引(Tag)の 順 にすすめ,られ る。

この過程で文章 を分析 し主題発見,主 題 抽出,索 引作成が行なわれ る。 この各 々を行 な うためにい

くっかの手法がある。

手法の一つは,分 類方法であ る。5WIHも この一種であ る。記事情報 を作成す るには この方法が

最 も良い と考 えられ る。また,学 術 的分類 もあ る。図書館分類法 も有益であ ろう。その他,属 性 とその
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属性のウエイトづけによる分類 もあ る。 あるいはまた,特 殊な学問分類 もある。記事情報の サー ビスの

目的が何であ るかによって有益 な方法がどれか決め られよ う。

記事情報の特性か ら,発 行者名,著 者名,引 用文献,引 用個所 ,引 用 日時な どは共通の項 目 として,

主題 と並んで重要 な ものであ る。主題分析 で明 らかに された部分か ら
,コ ンヒ。ユ一夕処理 に必要な主

題が抽出され る。主題の抽出は,主 題の数に も関連す るが,そ の もつ意味が後にのべ るシーンラスに

位置づけ られ,そ れが文章全体の内容 を表現 することにな る。主題の もつ意味の豊か さによって
,検

索効果 に差がでて くる。 さらに,主 題の選び方に よって他の情報 との関連がでて くる。 ここにデータ

・リンケージの重要性がある
。

今 までのべた ことは,ほ とん ど人間が行 な うものであ るが,こ れを自動的に行な うことが実験 的に

試み られてい る。論理および言語の厳密な科学技術の分野では適 してい るが,複 雑かつ不安定 なデー

タ ・リンケージを もつ記事情報では厳密な表現が確立 していないだけに
,自 動化はむつかしいのでは

なか ろうか。

第2に,索 引作成 とシーンラス編成の問題 であ る。情報の中か ら主題 を分析 し,主 題 を抽 出 し,こ

れ を検索 しやすいよ うに,キ ー ワー ドや索引(Tag)を 作 る過程である。

索引作成 は正確 には情報収集 とは別に取扱かわれ るべ きであるか も知れないが,デ ータ収集方法 を

広 く解釈すれば,こ の範鴫に含 めて考 えて も問題はないであろ う。一般 には シーンラス作成 も含めて,

この段 階の作業 は人間が行 な うので,こ こに扱 った方がよい と思 われ る。

索引作成は3つ の点に留意 しなければならない。一つは,は っ きりした概念を主題の中か ら求 めて

記号に変換 し,索 引やキー ワードを作成す ることである。 その場合 には,概 念その もの を他の情報 と

区別で きるよう明確かつ厳密に抽 出しなければな らない。

次に・ 同意語 や反対語 などの体系 をつ くることが必要であ る。 これについてはシーンラスの説明 と

して後で述べ る。さ らに,シ ーンラスに関連 するが
,キ ーワー ドの上位 ・下位および同位の関係 を明

らかにす る必要 があ る。 この階層化および位置づけによって,検 索 システムでの索引効果は倍増 され

る。

これ らの索引作成 とシーンラス作成 は実務的にむつかしい作業である。記事情報では高度 な専門技

術書か らデータ を収集 で きるとは限 らないので,上 にのべた3っ の点を どの資料 か らも判然す ること

は困難 であ る。

しかし,こ れ らの索引編成が記事情報検索 システムで もっと もお くれてお り
,そ の使命 を制 するポ

イン トとなってい る。 ここで シーンラスをみてみよ う。

シーンラスとはいわゆ る見出し語辞典 ともいわれてお り
,キ ーワー ド(見 出し語)の 位置づけ を体

系化 した ものであ る。見出 し語 を同意語,類 語,反 対語,上 位語,下 位語,関 連語,語 源 などの面 か

ら体系的に明 らかに した ものであ る。

シーンラスの作成 は専門的知識 を必要 とする彪大 な作業 なくしてはできない
。 しか し,一 度で きあ

がれば,コ ンピュータの利用によって,飛 躍的にその検索効果を発揮す る。 シーンラスを正確迅 速に

つ くるためには,完 成 された,権 威の高い辞典類が必要である
。 この研究で問題 としてい るコンヒ。ユ
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一夕の記事情 報では この ような辞典がいまだ作 られていない とい う面 か ら他の情報検索 システムにお

け るシーンラス作 りよ りむつ かしい といえる。た とえば,用 語一っ をとって もメーカによって,表 現

が違 うし,し か も,コ ンピュータはハー ドウエアおよびソフ トウエアともに加速度的に発展 をつづ け

てお り,そ れに従 って シーンラス も変 えて行かなけれ ばな らないためメンテナンスの繁雑 さが問題 に

なって くる。

一部では
,シ ーンラス作成 の自動化 も試み られているが,ま だ実用にまでは至っていない。

シーンラスをつ くるさいのアプローチには2っ の方法が考 え られ る。一つは語 源的なアプ ローチで,

他 は利用上のアプ ローチである。

記事情 報検索 システムのシーンラスは厳密性に欠け るので,利 用上のアプローチによるシーンラス

の方がよいのではなかろ うか。

索引作成およびシーンラス作成の内容の決 め方 は,デ ータ構造に深い関連 を もつ。 データ構造 は他

の情報 のデータ構造 とリンケージす ることによって,大 きくその情報 のネソトワークを拡げて行 くこ.

とがで きる。.

そ こで注意 しなけれ ばな らないのは,ソ フ トウエア技術によって,使 えるデ ータ構造 も変 って くる

し,そ れに伴 い,索 引作成 やシー ンラス作成 も修正 しなければな らな くなって くる。 これ らの索引編

成 はソフ トウエアによって,と くに,プ ログラムによって制限 され る。 また,処 理能率 もシステムの

編成によって変ってくるが,情 報 をいかに加工す るか は,日 常言語 と機械処理 との接点の問題 といえ

よ う。

4

e

4.3収 集 上 の 問 題 点.

デ ータ収集方法 の方法についてこれ まで述べて きたが,そ ζにはい ろい ろな問題点があ る。 そのい

くっかをあげてみ る。

第1に,コ ス トの問題であ る。彪大 な記事情報 を収集す るには,彪 大な作業量 と技術力 を必要 とす

る。文献 を集 めるだけで も容易ではない。それ を加工 し,蓄 積す ることはさ らに,コ ス トを増加 させ

ることにな る。記事情 報の検索利用価値 との相対的関係で コス トの評価がされよ うが,い つれ にせよ,

収集 の コス トだけで も相 当の費用を要 する。 これ をどう考 えるかが第1の 問題 であ る。

第2に,技 術力がφる。単な る収集 な らそれほ どむつかしくはないが,収 集 した資料 を死蔵 化する

ことな く,情 報検索 システムの中で使 えるよ うに加工す ることは実は大へ んむずかしい作業であ る。

すなわ ち,'言 語 表現 を転換 す る技術,情 報検索 システムへ加工す る技術,ソ フ トウエアを適用す る技

術の3位 一体 の綜合的技術 が必要 であ る。 しか し,主 題分析や シーンラス作成でみ られ るよ うに ここ

で も技 術力の画一化を示す ことができないのが現状 であ る。 さ らに,デ ータ収集の 自動化 も含めて,

これ らの技術の問題は今後の大 きな課題であろ う。

第3に,対 象外 の情報 との関連性であ る。 システム化が社会 ・科学 のすべての分野 において今後 す

すんでこよ うし,別 に国際化の要請 もある。 そ うい う面でデータ ・リンケージを解決す るためには,

デ ータとしての記事情報の収集 と,デ ・」タ構造の面 で他のデータ構造 との共通化,標 準化 をすすめて
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行 くことが必要であろう。

情報収集活動に もはっき りした システム化がで きれば,情 報源 を分散 して,メ ーカはメーカか ら,

,官 公庁 は官公庁か ら分担 してデータを収集 す る体制 もで きようし,多 角的な活用 も可能 になろ う。

,

や
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5.デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 方 法

5.1デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 重 要 性

利用者の要求す る情報 と,コ ンピュータを通 してデータ ・ファイルの中に蓄積 されてい る情報 とを

結 びつ けるデータ'リ ンケージの問題は,情 報検索 システムの活用面や処理面 において非常に重要 な

問題であ る。すなわち情報検索 システムの設計 に際 して一番頭 をいため るのは,こ れ ら検索要求 と蓄

積 され たデータをいかに結 びつ けるか とい うデータ ・リンケージの問題であ り,こ の良 し悪 しによっ

て システム全体の評価がな され ると考 えて も過言でない。 このため,デ ータ ・リンケージは,デ ータ

の蓄積面か らも検索面 か らも,一 番適 した ものにしなけれ ばならない。

この場合,人 間同志 であれば,常 識 的な概念で簡単に判断す る情報 も,コ ンピュータを使用 した情

報処理の分野 では,コ ンビ。ユータが直感的な判 断が下せないために,プ ログラムによる論理的な方法

をとって行なわれなければな らない。 このため,コ ンピュータの処 理で きる判断機能(照 合 ・比較 ・

論理演算な ど)を 使用 して,コ ンピュータが理解できる言語で記述 した処理方法が必要 になる。デー

タ の リ ン ケ ー ジ は 簡 単 で.間 違 い に くいものでなければな らない。蓄積や検索 に用い られ る

情報は,そ の内容 をよく分析 した うえで情報の特性 を表わす言葉(キ ー ワー ド)を 選択 し,コ ンビ。ユ

ータ処理に適 した索引 コー ドに変換 され る
。一般に処理方法や効率の面か ら,索 引 コー ドと情報内容

とは,各 々の連結 をつけなが ら別 々にファイルに記憶 ・蓄積 され る。 この様 なキー ワー ドと索引 コー

ドの関係やキーワー ドと標準 的なキ ーワー ドとの関係 を示 した ファイルをシソーラス ・ファイルとよ

び,蓄 積 や検索処理におけ る辞書 の役割 をはたしている。 ・

シソーラス ・ファイルは,辞 書 の役割 を果さなければな らないので,そ の構成 は体系的な分類に も

とず く階層的な構成か,あ るいはキーワー ドをアルファベッ トや五十音のようなルールに従 って順序

付けたキーワー ド・タイプの構成 を とるこ とにな り,下 記に示すよ うな機能が要求 され る。

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

一般的な ものか ら特殊 な ものにいた る幅広い組織的な構成であること
。

情報検索 システムの範囲内にある全 ての分野 を完全に包括 してい ること。

い ろいろな観点か ら分類で きる柔軟性 を もつ こと。

思想の連続を示す論理性を有す るこ と。

一般的な表示法(普 遍 的な表示法)が 可能であ ること
。

明示性があること。

便宜性があること。

簡単な表 示法がで きること。

システムの拡 張に ともな う表示法の柔軟性 があること。

標準的な項 目の規定 と,そ の項 目に関連す る項目の連結が可能なこと。

コンヒ。ユ一夕の取扱い易 い索引形式であ ること
。
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12)利 用 面か ら扱い易 く検索効率が高い索引形式であ るこ と。

これ らの要求 され る機能 を全 て備 えた シソーラス ・ファイルを作成 す ることは,現 実にはかな りむ

ずか しい。 そのためには,こ れ らの機能 をできるだけ多 く活かせ るようなファイルを設計す る必要が

あるし,こ の機能 の選択の方法や重点の置 き方によって,シ ソーラス ・ファイルの構成 を活用面 か ら

の体系的な分類 タイプにす るか,語 源的なキーワー ド構成 タイプにす るかを選ぶ ことがで きる。

シソーラス ・ファイルは,い ずれ のファイル構成 をとるにせよ,そ の基礎 となっている分類の概念

や形態が は っき りしてお り論理的に体系化できるものであるな らば,少 々の環境変化に対して も追従

してい くことがで きるが,分 類の概念や形態が,表 面 的かっ不 安定な ものでは,多 少の環境 の変化に

も常に注意 を払い シソーラス ・ファ イルを修正 しな くてはな らない。 しかし,シ ソー ラス ・ファイル

におけ る分類の概念 や形態は,理 論 だけで組立 て られ る ものではな く,情 報検索 システムをよ り効率

的に運営す るた めの手段であることか ら,実 用上の可能が高 く利用し易い ものであ り,情 報検索 システ

ム全体か らみて有益性 のあ る ものでなければな らない。

,

σ

5.2デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 作 成 法

新 しく発生 し,収 集 されたデータを分析 してファイルに蓄積 した り,フ ァイルか ら検索す るために

データ とコンピュータ ・ファイルとの リンケージをはか るデ ータ ・リンケージは,ど んな方法で行 っ

たな らばよいであろ うか。 この問題 は,シ ソーラス ・ファイルの構造やキーワー ドの取扱い方な どに

よっていろいろと変化 するので断定 的な表現はで きないが,一 般的 なデ ータ ・リンケージの手順 を述

べ ると次のよ うにな る。

1)新 し く発生 したデ"タ を収集す る。

2)収 集 したデ ータを分析 し,そ の情報内容 を代表す るキーワー ド(見 出し語)を 選択す る。

3)選 択 されたキー ワー ドを分類体系に もとず く索引 ファイルの標準用語(標 準 的なキーワー.ド)と

照合し,そ の キー ワー ドと標準用語 との関係 をはっき りさせ る。

4)イ ン プッ トされたキーワー ドを索引 ファイルの標準用語に変換す る。

5)変 換 した標準用語 にキ ーワー ドのデ ータ内容が入ってい るデータ ・プアィルのア ドレス情報 を登

録 し,索 引 ファイル とデータ ・ファイルを作成 する。

この うら最 も難かしいのは,2)の キ ーワー ドの選択 と3)の 標 準的な用語 との関連 づけであろ う。

これは,キ ー ワー ドをどう分類 し,整 理すればよいか とい うことが,は っきりさせに くい点に起因 し

てい る。そ こでキーワー ドを分類す る場合には,次 のような事項 に注意する必要があ る。

1)大 項 目か ら中項 目,小 項 目 と細分化 して行 く場合,体 系的な視野に立 って整理 して行かなければ

ならない。

2)細 分 化の過程や細 分化 された項 目の重複 がお きないよ うに,各 レベルにおけ るグループ化 を常に

検討 していかなければな らない。

3)将 来,分 類項目や レベルの拡張が起 こって も,吸 収で きるよ うなカテゴ リの決定 と表示法の研究

をしておかなければな らない。

貢

●
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4)分 類 方法が理論的な面 か らだけでな く;実 際的な面 か らも実行可能な ものであ るこ とを確めてお

く必要がある。

このよ うに,デ ータ ・リンケージを考 えるうえには,キ ー ワー ドの分類 とシソーラスの作成が最 も

重要な点であ る。次節では この シソー ラスにっいて,も う少 し掘 り下げて考 えて行 く。

寓

●

5.3シ ソ ー ラ ス の 方 法

シソー ラスは,情 報検索 システムにおけ る辞書であ ることは前 に も述べたが
,こ の 他 情 報 検 索

システムにお ける用 語 の 内 容 を管理す る上 で も重要であ る。すなわちいろいろな表現 を取 るキーワ

ー ドとシソーラス ・ファイルの標準的なキーワー ドの結 びつけを通 して
,標 準的 な用語の表現 を知 る

ことや,用 語 とそれに関連す る内容 を知 ることができる。このよ うに標準的な用語 と他の用語 との関

係 を関係子 とい う記号 を用いて同義語,関 連語,上 位語,下 位語 な どの 形 で 表現 す ることもで きる。

このようにシソー ラスでは情報検索 システムを効率よ く活用す るために
,索 引 ファイルや検索式に

用い られ る用語の管理 を行 なってお り,デ ータ ・リンケージやデータの ファイリング,検 索処理 の各

段 階において有効な手段 である。

また,シ ソーラス ・ファイルの構成 は,前 に も述べたように活用面か ら体 系的に分類 した タイプの

もの と語源的に体系づ(オたキーワー ド ・タイプの ものがある。

活 用面か ら体系的に分類 した タイプの ものの構成は,十 進分類法にみ られ るよ うに上位概念か ら下

位概念に段 々と細分化 して行 く"木 構造"の タイプであ り,こ の長所は,利 用者が知 りたい概念 を探

す時に上位 または下位の概念か ら手がか りを得 ることができることにあ る。 しか し情報の正確な位置

付け(分 類体系の どのレベルの どこに位置付 けるか)が 難 しく,新 しい環境の変化に対応す ることが

弱 いとい う欠点 を持 ってい る。 これに対 レて語源的に体系づけたキーワー ド ・タ イプの ものの構成は,

個 々の情報の特性 を代 表す るキー とな る言葉 を選択 し,そ の情 報の キー ワー ドとして検索の手 がか り

としa'る 。これにより複数個のキ ーワー ドの選択やその組合せによ り概念の組合せが可能 とな るので多

元的な観点 に もとず く検索がで きるとい う長所 を もっている。 しか しこのための用語の整理および統

合がむずかしく,1っ の概念 にい くっかの概念 があった り,1っ の言葉がい くっかの意味に取 られた

りして混乱 を招 くこともあ る。 この問題 を解決す るためには用語 の範囲,限 定句,関 連語 な どを規定

しなければな らない。

また,1つ の 用語 をい くつかの用語 の合成 と考え,個 々の用語 に分解 し(1つ の 体系 でなく,種 々

の面 に対 してそれぞれ異 なった体系で分解 する),こ れ ら1っ1つ の用語にそれぞれの特徴を表わ し

たキーワードを与 える方法があ る。 この方法によ り,1っ の 用語 をその特性 を表わす別の用語で表現

するこ とが可能 にな る。 このよ うな分類方法 をファセッ ト(面)分 類 と呼ぶが,9.2コ ン ピュータ

ニュース'検 索 システム(MASCOA)の 事 例研究において
,こ の形をみ ることがで きる。
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6. フ ァ イ リ ン グ の 方 法

6.1デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン トの 機 能

二 股にコンピュータを使用して検索システムを設計す る場合 には,デ ー タを蓄積 している ファイル

としての外部記憶装置(主 として磁気 ディスク,磁 気 ドラム)に,い かに効率よくデータを蓄積 し,

修 正し,検 索 できるかが問題 となる。よ り良 いデータ ・マネジメン ト・システムを設計す る場合 には,

そ のシステムの用途や範囲によって最 も適合 したフ ァイ リング ・システムを採用す ることが大切であ

る。しか し,フ ァイル とどのよ うな形 でデータの リンケー ジをと りなが ら蓄積 ・修正 ・検索 を行なえ

ば良いか ということは,シ ステムの利用者に情報を提供す る方法 として,即 時処理によるリアル ・タ

イム方式にす るか,一 括処理に よるバ ッチ方式にす るか とい う処理方法に よって異なる。すなわ ち,

デ ータの利 用のされ方 に適合した形 にフ ァイル中の データを登録 ・編成 ・配置 ・管理 して行かなけれ

ばな らない。

そこで,こ の章では,デ ータを効率良 くファイルす るために要求 され る要素 や機能について考ゆ く。

外部記憶装置 としてのフ ァイルにデータを記憶 させ る場合,ま ず要求 され る事項は,イ ンプ ットとし

て入力 されたデータをフ ァイルに どう記憶 す るか,そ のため に必要なデータの構造 はどうあるべ きか

ということであろ う。

一 般的なデー タ構造 の種類には
,

線 型構造

階層構造

木 構 造

階層木構造

グラフ(ネ ッ ト・ワーク)構 造

な どがあ り,こ のデータ構造 に対 して

シークエ ンシャルなフ ァイル処理

ラングムな フ ァイル処理

の組合せが考え られる。

最 も簡単 な組合せの例 としては,磁 気テープ ・フ ァイルに見 られ るよ うな線型構造の フ ァイルをシ

ークエ ンシャルに処理す る方法であ り
,複 雑な例 としては,グ ラフ構造 のファイルをシークエ ンシャ

ル とランダムの両方 の処理がで きるような方法であ る。 ・

この ように,デ ー タの構造 とフ ァイル処理方式を任意 に組 み合わせると幾通 りかのフ ァイリング ・

システムが形成で きる。現在 コンピュータ ・メーカや ソフ ト ・ウエ ア会社で発表されてい る汎用マネ

ジメ ン ト・システムは,こ のよ うな幾通 りかのデータ構造 とフ ァイル処理方式 を組合わせたフ ァイ リ

ング ・システムを採用 してい る。 この他 フ ァイ リングに関連 して,単 な るフ ァイル編成や処理方式だ
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けでなく,シ ステムへの適用性 ・プ ログラムの簡易 性 ・インプッ トの簡易性,言 語の汎用性,リ カバ

リ(修 復)の 機能な どについて も同時 に考 慮しなければな らない。

現在発表 され てい る汎用 データ ・マネジメン ト・シス テムの多 くは,デ ー タ構造や フ ァイル処理方

式の他

(1)デ ー タを記憶 ・蓄積す る機 能 －STORE-

(2)デ ー タを検索する機能 －RETRIEVE-

(3)デ ー タを更新す る機能 －UPDATE－

な どデータ ・マネジシン トとしての基本的な機能 について簡単な パラメー タや言語(ホ ス ト言語)を

用いて,直 接処理で きる工夫がなされている。また これ ら基本的機 能の他 デー タ ・マネジメ ン.ト ・

システムをよ り実用的な もの とす るために下記 に示 す付加機能のい くっかが準備 され てい る。

(4)デ ータ ・チ ェック,エ ンコー ド,デ コー ドの機能

⑤ ガーべージ ・コレクションの機能

,⑥ 端末機か らのオンラ イン問合せの機能

(7)セ キ ュリテ!や 機密保護の機能.

(8)フ ァイル構造の ディス クリプタ

(9)フ ァイルの リカバ リ(修 復)機 能L

⑳ チェック ・ポイ ン ト,リ ス ター トの機能

ODデ ー タの加工機能

⑫ 作表の機能

圃 アカ ウンティングの機能

,

6.2デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 形 態

フ ァイルの形 態をデータ ・マネジメン トの立場 で分類す ると表6.2.1の よ うにな る。

表6.2.1 デ ー タ ・マ ネ ジメ ン トの 分 類

第1分 類 少 種 類 多 ・ 種 類

第2分 類

第3分 類
単 能 的 多 能 的 単 能 的 多 能 的

小 量 ケ ー ス1 ケ ー ス2 ケ ー ス5 ケ ー ス6

大 量 ケ ー ス3 ケ ー ス4 ケ ー ス7 ケ ー ス8

・ 第1分 類:デ ータ ・マネジメン ト ・システムで取扱 うことので きるデータの種類(少 種類,多 種類)

第2分 類:デ ータの使用形能(単 能的,多 能的)

第3分 類:デ ータの量(小 量,大 量)

表6.2.1で もわか るように,フ ァイルの形態 は,8つ のケ ースに分類 され,ケ ース1か らケース8に

移 るに したがってデータ ・マネジメ ン トは複雑な機能を要求 される。
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図6.2.1簡 単 な フ ァイ ル ・シ ス テ ム

ケース1は,少 種類の データを小量 かっ単能的に使う場合の データ ・マネジメン ト・システムであ

り,従 来のテープ ・システムに代表され るよ うな線型 構造で シー クエンシャルな処理 を取扱 う場合で

ある。ケース8は,多 種類 のデー タを大量かっ多能的に使用 する場合のデータ ・マネジメン ト・シス

テムであ り,シ ステム論的には設計で きて も,実 用化 の段階でかな りの制約や技術的問題が残 る可能

性が大 きい。 このよ うな複雑なケー スでは,次 のよ うな問題が解決 されなければな らない。

(1)多 種 類のデータを多能的 に使用で きるような デー タ構造 を もたなければな らない(グ ラフ構

造 の採用)

② 多能的に使用するため,シ ークエンシャル処理や ランダム処理が 任意に指定 で きなければな

らな い。

(3)平 均 検索時間 をで きるだけ短かくす るよ うにデータ構造 ・記憶 ・処理方式 を考慮 しなけれ ば

な らない。(右 回 りの検索,左 回 りの検索,順 序関係,逆 順序関係 ペ ージングな ど)

(4)大 容 量のディスク ・フ ァイル装置 を必要 とす る。

㈲ ファイルの保護,、デー タの機密性 を考慮しなけ ればな らない。

現在これ らの問題について,メ ーカを中心に開発が進め られ てお'り,序 々にではあ るが解 決の方向

へ と向 っている。
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6.3フ ァ イ リ ン グ と シ ソー ラ ス

記事情報 システムは,他 の アプ リケーション ・システ ムと異 な り,シ ソーラス をどうす るかが重要

なシステム設計上の問題で ある。 シソー ラスの作成 は,

(1)記 事 情報の内容 を分析し,そ れを代表す るキー ワー ド(見 出し語)の 選択

② キーワー ドの表現方法や構成の決定

(3)キ ー ワー ドをコンピュータ ・ファイルに登録するための索引言語(標 準的な キーワー ド)へ の

変換

(4)索 引 言語 をラ ァイルに記憶す る時 の形態の決定

(5)索 引言語 とデータの連結方法の決定

などの問題 を解決 しなければな らない。

この ため起事情報の シソーラスをコン ピュー タに記憶 させ るためには,

a)記 事 情報を代表す るキ ーワー ド(見 出し語)は,1つ で 良いのか,2っ 以 上必要なのか。

b)2っ 以 上必要な場合は,そ の組合せ をどうす るか。

c)キ ー ワー ドは,単 一語 で表現で きるか,そ れと も複合語 を含めて表現するか。

d)キ ー ワー ドを標準的なキーワー ドにお き変 えられるか。

e)キ ー ワー ドと標準的なキー ワー ドのカテゴ リを どう設定す るか。

f)カ テ ゴ リの分類体系をど うす るか。

9)標 準 的キー ワ・一ドを索引 コー ドにす るのか,別 に考 えるか,そ の場 合の標準的 なキー ワー ド

か ら索引 コー ドへの変換 をど う行 なうか。

h)索 引 コー ドをフ ァイルに記憶 するのに どんな方法 を選 択するか。(テ ーブル ・ル ックアップ

方式にす るか,イ ンデックス方式にするか,そ れ と も索引コー ドその ものを特殊コー ドにして

記憶 す るか)

i)索 引 コー ドと.データとの接続方法(.ポ イ ン トの順序づけ)を ど うす るか。

などの事項 にっ いて検討 を行 なわな けれ ばな らない。

このよ うに記事情報検索システムを設計す る場合 には,記 事情報のデー タ本体のフ ァイ リングの方

法とデータを蓄積 した り,検 索 した りするのに必要 なシソーラスの フ ァイリングとを考慮 して,シ ス

テム を設計す る必要がある。
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7.フ ァ イル ・メ ン テ ナ ン ス の 方 法

7.1記 事 情 報 検 索 シ ス テ ム に お け る フ ァイ ル ・メ ン テ ナ ン ス の 考 え 方

情搬 索 システ・噸 らず,・ ンピー タを禾旧 した・プ リケー・。 ン … テ・齢 ・・て
,フ ァ

イル ・メ ンテナンスの問題は,シ ステムの良否を決定す る上に重要な要 素となってい る。 記事情 報検

索 システムにおい ても,新 し く発生 した記事情 報をフ ァイルに蓄積す る場合 情報の フ ァイルへ の挿

入や情報 と検索 キーを連結するためのシソーラスの追加
,シ ソーラスやデータのフ ァイル中 での アド

レスの変換など,新 しく発生 した情報 をコン ピュー タ ・ファイルに蓄積す るための一連の オペレー シ

ョンが なされる。 この他データ ・フ ァイル中の情報の変更 ・削除な ど
,フ ァイルを正 しく保持 してい

くためには,頻 繁 にフ ァイルの更新がなされなけれ ばな らない。また検索 ・蓄積な どオペ レーション

の途中でフ ァイルや コン ピュータに欠陥が生じて,そ れ 以降の オペ レー ションができな くなるこ とも

ある。 このような場合 もで きるだけ速 くフ ァイルを修復 し
,以 降のオペ レーションを可能にするよ う

にしなければな らない。 このよ うにシステムに とって,メ ンテナンスの 問題 を度外視 して設計を行 な

うことはで きないので,メ ンテ ナンス効率 を上げることが重要な問題 となっ てくる
。

また,ケ ースによっては,検 索効率 を上げるよりもメ ンテナンス効率 を良 くし
,メ ンテナンス ・コ

ス トを低減す るこ とに重点 を置 いてシステ ムを設計す る場合 もあ る。 このよ うに ファイル ・メ ンテナ

ンスは;シ ステム設計上の重容 な要素 であるが,次 にどのような時にフ ァ、イル ・メ ンテナンスが必要

になるかを整理 してみ よ う。

フ ァイル ・メンテナンスは,大 きくデー タの更新 と,コ ン ビュタや フ ァイルの故 障に ともな うファ

イルの修復 とに別 け られ る。 デー タの更新は,

(1)新 し く発生 した情報 をフ ァイルに蓄積す るための レコ・一ドの追加

② 不要な情報 をファイルか ら削除す るための レコー ドの削除

(3)蓄 積 された情報の値を変 更す るためのレコー ド中 のアイテムの値の変更

(4)蓄 積 され てい る情報の レコー ド構造 の変更

(5)蓄 積 され てい る情報の接続の変更"

(6)蓄 積 され ている情報 ファイル媒体の変更

などがあげ られ る。

また,フ ァイルの修復は,下 記のよ うな場合に 必要 とな ってくる。

α)ハ ー ド・ウエ アとしてのフ ァイル媒体(磁 気 テープ,磁 気ディスク,磁 気 ドラムな ど)そ の

ものの欠陥 によ るフ ァイルの故障

② コン ピュー タ本体や ファイル装置 入出力装置な ど,コ ンピュータやフ ァイルを動 かす機構

の.故障 によるフ ァイルの破壊

(3)デ ー タ処理 の方法(プ ログラムやオペレーション)の 間違いによるフ ァイル の破壊
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これ らの問題 にどう対処 していけば常に フ ァイル を完全 な状態に保持す ることができるか,ま た,

それを保証 できるかとい うことが,フ ァイル ・メンテナンスの重要な点であ り,こ れ らの処理 をいか

に効率良 く行な うこ とがでさるかが ファイル ・メンテナンスの設計目的 であ る。

7.2フ ァ イ ル 編 成 と デ ー タ の 更 新

新 しく発生 した情報を追加(挿 入)し た り,不 要な情報を削除した り,デ ー タの内容を修正す るな

どデータの更新処理は,環 境やニーズの変 化 時間的な状況の変化にともな って頻繁に発生する。 こ

のためにデータの更新 をいかに効 率良 く処理す るか とい うことが問題 となるが,こ れは情報 を蓄積す

るファイルの編成方式によ り大 きな相違が ある。そこで,こ れ らのフ ァfル 編成方式 によ りデータの

更新がどう異な るか を次に考えてみよ う。

(1)シ ー クエ ンシャル ・フ ァイルにおけ るデータの更新

シークエ ンシャル ・フ ァイルにおけ るデー タの更新 を考えた場合,レ コー ドに追加 ・削除 がない

場合 とある場合の2通 りが考え られる。

外部記憶装置 として磁気 テープ を使用 してい る場合 は,い ずれの場合で も更新 に ともなって全 く

別のフ ァイルを新製しなければな らないが磁気 ディスクを使用 してい る場合は,追 加 ・削除のない

場合 と追加 ・削除のあ る場合 とでは処理の方 法が異な る。 前者 の場合は,更 新 データをファイルの

シークエンスにあわせてあ らかじめ分類 してお き,前 者のマッチキー(照 合 キー)に よ りデー タの

抽 出を行なって該当す るレコー ドだけを修正する。また,後 者の場合には,新 しい レコー ドが追加

され るために フ ァイル自身 も新製 しな ぐてはな らない。 これをさけ るため に,オ ーバー ごフロー ・

エ リアを準備 して置 くことも考え られ るが,純 粋 な意味でのシークエ ンシャル処理では通常オーバ

・フローの処理機能は もたない。

② インデックス ド・シークエン シャル ・フ ァイルにおけ るデー タの更新

インデックス ド ・シークエン シャル ・フ ァイルにおけるデータの更新 は,オ ーバ'フ ロー ・エ リ

アをフ ァイルの中に持 っているので,シ ークエ ンシャル ・ファイルのよ うに レコードの追加 ・削除

によるフ ァイルの書 き替え(新 製)は 行なわない。

この場合は,更 新データのキーとフ ァイルのインデックス ・エリアのキー をシークエンスまたは

ランダムに照合す ることによ り,直 接プライム ・エ リアの該 当レコー ドを取 り出 し,デ ータの更新

が 行 な わ れ る。 もし 更 新 デー タ に レ コ ー ドの 追 加 が あ る場 合 は,プ ライ ム ・エ リ アや オ ー バ ・フ ロ

ー ・エ リ ア に追 加 され る 。

(3)ダ イ レ ク ト ・フ ァイ ル に お け る デ ー タの 更 新

ダ イ レ ク ト ・フ 。・fル{こ お け る デ ー タ の 更 新 は,更 新 デ ー タの キ ー とDASD(Direct

AccessSt。rag,D,vi・e)上 の レ ・ 一 ドの ア ドレ ス を ラ ン ダ マ イ ジ ン グfこよ っ て 関 連 づ

け て い る の で 更 新 デ_タ の レ コ ー ドを ダ イ レ ク トに 取 り出 し て 処 理 す る。 こ の た め レ コ ー ドの 追 加

・削 除 に っ い て もフ ァイ ル を 書 き直 す 必 要 は な く,直 接 行 な わ れ るの で 処 理 時 間 は 速 い 。 し か し,

ア ドレ ス の 関 連 づ け を ラ ン ダ ム イ ジ ン グ ・テ ク ニ ッ クな ど を 用 い て行 な っ て い る の で,シ ノニ ムの
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取 り扱 いや レコー ドの更新にと もな うア ドレス変更な ど,全 てプログラム上で補わなけれ ばな らな

いので,プ ログラ ミング作業がむつかしい とい う欠点があ る。

このよ うにデー タの更新の場合,デ ータが記憶 され てい るフ ァイルの編成方式に より更新の仕 方が

異な って くる。 そこで,フ ァイル編成の選択を行 な う場合には,次 の点 を考えて選択す るとよい。

(1)シ ー クエンシ ャル ・ファイル

シークエン シャル ・フ ァイルの更新は,フ ァイルに対す るレコー ドの追加 ・削除の頻度が少 な く,

フ ァイル全体 のデー タ量に対 して更新 レコー ドの量が多 いものに適 し,逆 の場合には,不 適であ る。

(2)イ ン デックス ド 。シークエ ンシャル ・ファィル

インデッ クス ド・シークエ ンシャル ・フ ァイルの更新は,レ コー ドの追加 ・削除の頻度 更新 レ

コー ドの量の大 小はそれほ ど問題 とな らないが,更 新 デー タを探 り出す場合に インデッ,クス ・エ リ

アとデータ ・エ リアの2回 の アクセスを必要 とす るので,即 時性の強いシステムでは問 題である。

しかし,フ ァイルの大 きさが大 きい,即 時性の弱 いオン ライン ・システムには,ダ イ レク ト ・フ ァ

イルの場合の シノニ ムの処理などがな いの で適 してい る。

(3)ダ イ レク ト・フ ァイル

ダイレク ト・フ ァイルにおけるファイルの更新は,ラ ンダム処理の利点を用 いて,1回 の オAO・レ

ー ションにおけ る更新データの量 が
,フ ァイルの全体量 に対 して少ない場合や特定の レコー ドに頻

繁に起 こる場 合に適す る。 また該当す るレコー ドを取 り出す場 合 ランダマイジング ・テクニ ック

などを用 いるので,あ ま り大 きな ファイルでは シノニ ム処理 が大変 にな ることか ら比較的小 さい,

即 答性の強い リ アルタイム ・システムに適す る。 また,ダ イ レクト・フ ァイルでは,シ ノニムの取

扱いな どが発生す るので,フ ァイル ・スペースを100%利 用 す ることはほ とん ど不 可能であ り,

通常 は70～80%位 利 用 される。 これは ランダム処理においては フ ァイル ・スペースよりもアク

セス ・タイムに重 点がおかれていることを示 している。

このように フ ァイル更新に対 しては,フ ァイルの性質 ・フ ァイルの編成方式,フ ァイルの処理方

式(オ ンラインか,バ ッチか)な どを十分考慮 した うえで,シ ステムを考 えなければな らない。

この他 ランダム処理の ファイルでは,レ コー ドの追加 く削除が直接行なわれる ものの更新が度重 な

ると・ フ ァイル上に使用 されないエ リアやレコー ド間の ギャップが生 じた り
,頻 繁に検索され るレコ

ー ドが オーバ ・フロー ・エ リアに記入されていた りして
,フ ァイルや検索効率 を落すこ とがあ る。 こ

のため定期的にガーベー ジ ・コ レクションを行ないファイルの中味を効率 よく管理 できるよ うに整 理

をしておく必要が ある。

7.3デ ー タの 正 当 性 と信 頼 性

情報検 索においては,デ ータ処理の迅速性 と正 確性は重要な要素である。 そこでこの正確性につ い

て考えてみる。

正確性 を論ず る前提 としては,イ ンプッ ト・デー タ,デ ータを処理するためのプログラムおよびオ

ペ レーション,そ れにハ ー ド ・ウエアな ど,全 てが正 しく保持 されてな くてはな らない。 このた めに
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は,

a)エ ラーを発生 させない。

b)エ ラー を迅速に発見する。

c)発 見 され たエラーをメンテナンスす る。

な どの対策がな されなければな らない。 このため具体的な方策 として,デ ータのチ ェック,・プログラ

ムのテバックやテス ト,オ ペ レーション ・マニ アルの整備,教 育,コ ンピュー タの定期検査な どが必

要 とな るが,こ こでは インプッ ト・デー タのチ ェックに的をしぼって述べ ることにす る。

デー タ ・チ ェックの方法には,

(1)人 間 の目やモニ タによる方法。(読 み合せ,パ ンチ ・ベ リファイの併用な ど)

② プpグ ラムによる方法。(シ ークエンス ・チ ェック,マ ッチ ング ・チ ェック,フ ォーーマ ット

・チ ェック
,ト ータル ・チ ェック,検 証 コー ドによ るチ ェック)

(3)ハ ー ド・ウエアによる方法(1/O命 令 やチ ャネルによ る再試行)

な どが考え られ る。チ ェックを行 な う段階 も,イ ンプッ ト作成段 階 キー ・パ ンチの段 階 コンビュ

ー タへ投入時の段階な ど種 々の段 階が考え られ る。

また,オ ンラインで データ処理 を行 な う場合,通 信回線が回線雑音 や瞬断などによ り誤 りが発生す

る場合があ る。 このためデー タの正 当性を確保するために誤 りを検 出し訂正しなけれ ばな らな い。 こ

の誤 りを検 出す る方法 として最 も一般 的に用い られる もの として,パ リティチ ェ ックがあ る。 これに

は,垂 直パ リティチ ェックと水平 ・垂直パ リテ ィチ ェックがあ り,前 者に比べる と後者 は検 出能力が

高い。

なお,チ ェック方式については,表7.3.1に 示 す。

表7.3.1誤 り 制 御 方 式

伝を
送も

情た

報せ
にる

記方

号法

ハ ミング符号

サイク リック符 号

誤 り 検 出

符号を使用

垂 直 パ リテ ィチ ェ ッ ク

水 平 パ リテ ィチ ェ ッ ク

垂 直 ・水 平 パ リテ ィチ ェ ッ ク

群 計 数 パ リ テ ィ チ ェ ッ ク

定 マ ー ク ・定 ス ペ ー ス 方 式

伝に

送よる

方方

式法

返 送 方式
返送照合方式

チ ェック符号返送方式

連 送 方 式
並列伝送方式

反復伝送方式
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8. 検 索 の 方 法

8.1検 索 シ ス テ ム設計 上 の考 え方

これ までコンピュータを利用した記事情報検索 システムの設計 に関す る種々の機能 の うち

データの収集

デ ータ ・リンケー ジ

フ ァイ リン グ

フ ァイル'メ ンテナンス

にっ いて述べてきた。 そこで本章では,検 索についての考 え方 や方法 について述べ ることにす る
。

ここで もう一度"検 索"と い う言葉にっいて考 えてみたい。今 までわれわれは
,検 索 とい う言葉 を

"探 しだす"と い う行為 として と らえて きた
。 この"探 し出す"と い う行為は,'情 報 の所在 を探す

(明 らかにす る)"と い う行為 と"探 した情報を再び取 り出す"と い う行為が含まれているので ・探す ・

行為 と"再 び取 り出す"行 為の間 に実行 され る必要な過程が検索 であ るとい うこ とにな る。 しかし,

システムによっては単に質問に従 って情報を ファイルか ら抽 出す るとい うだけに とどま らず
,利 用者

の要求によって取 り出した情報 を加工 ・編 集 して提供した り,さ らに,利 用者の要求に関連する と思

われ る情報まで含め て積極的に提供しよ うとす る一連のサー ビス活動 をい う場合 もあ る。

このよ うな状況か ら総合的に判断すると,利 用者に少 しで も多 く役立 っ情報 を提供するためには,

どのよ うにした ら良いか とい うことが情報検索の究極 の目的であ るといえ る。'

この検 索 システムの設計 には,シ ステムの用途,範 囲 蓄積や検索の処理方法な どを決定 しなけれ

ばな らないが,具 体的には,

α)誰 れが(シ ステム側の人間)

"② どんな種類の情報 を(情 報の選択)

(3)ど の位の量(情 報量)

(4)ど んな方法で(蓄 積の方法)

⑤ ど うい う分析 を行 なっ て(情 報の分析深度)

体 系的に蓄積す るかとい うことであ り,き らに検索のために

⑥ どんな質 問を(質 問の様式)

(7)ど ん な方法で(検 索処理の方法)

行な うかによって,シ ステムが 決まる。

システム設計上,蓄 積 され る情報 と検索される情報が,照 合 し易 いようにす ることも重 要であ り,

蓄積 と検索の情報を索引ず ける場合の概念 やレベルに食違 いがないか十分検討 を要する。とくに記事情

報検索 システムは,こ のような シソーラス作成 に関する索引言語の 体系化や複合語 ・同義語 ・同音異

語 ・異音同語の取 り扱い方が検索システムの良 し悪 しを決 めることになる。
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この他,検 索上の問題 としては,質 問者 の レベルや質 問の方 法に もとず く質 問の分析 をど うす るか,

質 問情報の キ ー ワ ー ド(見 出 し語)を ファイルの索引コー ド(標 準的なキー ワー ド)に 変換す るに

は どの ような方法をとるかな どがあ る。

8.2検 索 シ ス テ ム の 運 用 方 法

情報検索 システムは,そ の目的 や環 境に応 じて,い ろいろな検索形態が考え られるが,そ の 中で も

際立 った例 として前節で も述べたよ うに蓄積 された データ ・ベースか ら,要 求 された情報だけ を取 り

出す受動的な もの と,シ ステム側か ら積極 的に利用者が必 要 と思われ る関係情報 を提供す る もの とで

は,そ の検索の方法 も異なって くる。

受動的検索は,利 用者か らの問い合わせ のあった情報に対 してのみそのキ ー.ワ ー ドをシソーラス

・ファイルか らとりだ して,必 要な索 引コー ドを選択し,そ れに基ず きデータ ・フ ァイルか ら該当す

る情報 を抽出す る方法であ る。

一方
,能 動的検索は,利 用者1人1人 の関心分野 や要求情報に関するフ ァイルを備えてお り,そ れ

を活用して新情報 を入手す るこ とに,シ ステムの利用 者に垂流 し的に配布 しよ うとす るもので,情 報

の選択提供 －SDI(SelectiveDisseminationofInformation)一 とよ

ばれてい る。

また,一 般的な情報検索 システムにお ける検 索の処理方式にっいて述べ ると,利 用者(質 問者)か

らの問い合わせ示指 として,端 末器や入力装置 か らシステムに対し,必 要情報の キ ー ワ ー ド 検索

条件,出 力の形式,エ ラーの場合の処理 などの指定 を行ない,さ らに検 索実 行指令 を与え る。検 索指

令に従 って システムは,ま ずインプッ トした キ ー ワ ー ドに ついて論理的 な組 合わせを行 ない,そ

の結果 とシソーラス ・ファイルとの突 き合 わせをする。 つぎに シソーラス ・フ ァイルか ら索引 コー ド

(標 準的なキ ー ワ ー ド)を 選択し て該当す る索引 コー ドをみつけ,そ れをキーにしてデー タ ・ファ

イルか ら必要な情報 を求める。 求 め た 情 報 は,シ ステム内でキ ー ワ ー ドと統合 ・編 集 し た う

えで,指 定された出力形式 によ り質問者に回 答 す る。また質問のイ ンプッ ト・ミスや,未 登録のキ

ー ワ ー ドな どがインプッ トされる と,シ ステムはい くつかの照合過程において常に異常をチ ェック

し,そ の都度その状況 を出力装置にア ウ トプ ッ トする。

この関係を図8.2.1に 示 す。

この他,キ ーワー ドに該当項 目がなかった り,用 語の使い方が不明な場合には,キ ーワー ドを分析

・解 釈して
、 利用者 とシステム との会話 を通 して利用者に標準的なキー ワー ドをサポー トで きるよ う

にシソー ラス ・ファイルを整備 しておけば,よ り良い情報検索 システムが設計で きる。 このよ うなサ

ー ビスので きるシソーラス ・ファイルを設計 する場合の標準的なキー ワー ドは 同位語 や同義語 だけで

な く,そ のキーワー ドの上位 のレベルの ものや下位の レベルの もの,関 連用語な どに つい ても含 めた

デ_タ ・ リ ン ケ ー ジ を 考 え,他 のキー ワー ドとの関係について も表現で きるようにま とめ て

お く必要があ る。

一48一

●

■

●



4

禽

蓄積 す べ き記 事 情報

検
索
条
件

質

問

6ミ 検

突1査合
ワ
わ1指

⇔ 示

フ シ

膓了
ル ラ
ス

キ ー ワー ドの 突 合 わせr 　 一

.`

}

`

質

問

者

の キ

突1

合 ウ
わ1
せ ド

　 デ ー タ ・ ベ ー ス.

て
タ
の
抽
出

、

選択された

記 事 情報

1

図8.2.1情 報検 索システムの形態

と くにオ ンラインを利用 した情報検索 システムにおいては,端 末器を通した利用者 とシステムの直

接的な会話が不 可欠であるので,利 用者の不慣れな面 を少 しで も補 えるように工夫や,代 替用語 の提

供,用 語の解説な どの機能 を付加す ることが必要である。

以上,本 報告書 では,こ れまでに記事情報検索のためのデータ ・マネジメ ン ト・システムのあ り方 と

その活用法 にっいて検討 してきたが,こ れ らの具体的なモデル としては,コ ンピュータ関係の記事情

報検索を とりあげ,第9章 の事例研究で解説 している。

■

々
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事例研究:コ ンピュー タ情報 ・検索 シ

ステム(MASCOT)
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9.事 例 研 究:コ ン ピ ュ ー タ 情 報 ・

検 索 シ ス テ ム(MASCOT)

(1)研 究 開発への背景

コン ピュータを使用 した情報検索 システムは,情 報処理 シス テムの重要な機能の一部分 として早

くか ら研究開発がな されて きた。その技法 も,PCSの 時代か ら今 日にみるオンライ ン多重処理 の

可能な時代に至 るまで,多 くの方式が生みだされ,実 用 化 さ れ て き た 。すなわ ち,分 類 コー ド

をキーワー ドとした検索か ら,シ ソーラスの不 要な連想記憶 によ る自然語の検索 に至 るまで,学 門

の分野か らも応用技術 の分野か らも,多 角的に研 究が進め られ てい る。

また,情 報検索 を利用面から見た場合には,経 営情報 システム(MI・s)を 支 援す る重 要な機能 と

して,そ の果す役割は極 め て大 きく,意 思決定のための情報 をデータ ・バンクか ら即時 に,し か も

必要な加工 を施 して効 果的に提供す ることを可能にしてい る。

しかし,情 報検索 といっ ても,そ の取扱 う情報の種類によって,ま た,利 用目的によっていろい

ろな検索方法が考 え られ る。 情報 には数値情報,語 句情 報 文章情報 図形情報 音声情 報 ……

・・フ などの種類 があるが
,今 日までのコンビ。ユ一夕によ る検索 システムは,主 として数値デ ータを

取扱 う統計情報検索 システム,語 句データを取扱 う文献情報検索 システムが,一 般的に考 えられて

きた。情報の蓄積 には,磁 気テー プ,磁 気ディスクが主 に使われ,シ ークエン シャル処理 ランダ

ム ・アクセス処理によ り情報 の検索が行なわれて きた。'

検 索機能の必要性は当初 入 出力処理 ルーチンの一機能 として要求 され,そ れ が コンパイラ,あ

るいは専用言語 などの高水準 言語の中で機能することが要求 された。 その後,単 一 目的だけではな

く,多 くの目的のために使用 で きるように,共 用 ファイルをもった検索 システムの必要 に迫 られ,

デ三 夕 ・ベー スを基盤 とする汎用 データ ・マネジメン ト ・システム(GDBMS)が 作 られ るに至

った。 この段 階に至 って,検 索システムは,デ ータ ・マネジメン ト ・システムの一機能 として取扱

われ るようにな り,デ ータの管理 と密接な関連 を持つよ うになった。

これに最近 では,バ ッチ処理だけでな く,オ ンライン ・リアル タイム処理,TSS処 理 の機能が

追加 され,ONLINE-DMSや,ONLINE-FMSが 主 流を占 るよ うになった。 汎用 デー

汐 ・マネジメ ン ト・システムは,ホ ス ト言語形式ま たは専用言語形式によ り記述が容 易で便利にな

ってい るばか りか,運 用面か らも多 くの効果的な機能 を持 っているが,実 際的な活用 面か ら見 ると,

いまだ十分使い こな してい るとこ・ろは少なく,今 後に多 くの問題点 をかか えている。

注(1)GDBMS:GeneralizedDataBaseManagementSystem

(2)FMS:FileManagement.System

(3)GDBMSの 種 類,言 語 形 式 な ど に っ い て は45-SOO1「 経 営 予 測 の た め の デ ー タ ・

マ ネ ー ジ メ ン ト」 を参 照
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われわれの周囲に存在す る情報の うち,そ の80%は 不 定形な情報であ り,こ れ らをで きるだけ

定形化 規範化 して記 録し,そ れ を管理 す ることの重要性が最近強 く認識 され てきてい る。情報検

索の分野 で も,文 章情報,図 形情報の取扱 い方が重要 視され っっあ る。 人間が記憶 したり,人 間が

管理 していた これ ら不定形な 情報 を機械の管理に置換 えよ うとす る試 みが行 なわれてい る。それ ら

のい くつかの方法の中で も,マ イ クロフィルム記録,ホ ログラフィ記 録な どによる情報検索技術 の

開発はわれわれの注 目するところであ る。しかし,こ の分野の多角的利用 に対 しては,い まだ,実

験研究段 階であ り,実 用 化までにはまだ数年 を要す ると思われ る。 マイクロフィル ムやホ ログラィ

記録によ るデータを,コ ン ピュータで管理す る情 報 検 索システムでは,デ ータ群 を～つのパター

ンとして,取 扱 うことがで きるため,イ ンデックス ・テーブル を完全 に もてば,大 容量 のしか も不

定形な,新 聞記事や文献などの文章情 報や,製 図やカラー写真 などの図 形情報 も適時検索す ること

が 可能になる。 この ような検 索システムが可能 になれば,コ ンピュータは,イ ンデ ックス ・テー ブ

ルの管理 と不定形な大量情 報の入出力管理において,'重 要 な役割 を果たす こ とになるであろ う。

しかし,こ のよ うな大容量記憶 の ための便利な情報管理システムが多 くの利用分野で 実施 され利

用 され るまでの過渡的な段階として,不 定 形な情報の うち,と くに文章で表 わされ た情報 た とえ

ば新聞記事 雑誌,文 献などの記事情 報が,現 在 使用 され ているコン ヒ。ユー タと周辺機器を使って,

ど のよ うに管理で き,検 索で きるか を究明す ることも重要であろう。

最近では,フ ァクシ ミリ,マ イグロデータ伝送 の技術進歩 もめざまし く,こ れ らを総合した記事

情報サ」 ビスが注 目されっ?あ る。ま た,通 信回線の民間への開放 もあ り,通 信と コン ピュータを

直結した新しい情報提供サー ビスが可能になった。 しか し,一 概1こ情報提供サー ビス といっても,

そ の目的や対象 方法などによ り,い ろいろな システム構成が考え られ,そ れを支援す る情報検索

も目的 とす るシス テムの状況 に応 じて,さ まぎまな形態をとることにな る。

一般 に
,ど のよ うな システ ム開発に もいえることであるが,そ の システムの利用価値 を計る尺度

の規準 をどの ように置 くかによって,そ の システムの価値評価 は変 って くる。処理能力の向上,管

理水準 の向上,省 力化 経済性 将来性な どの面か ら,こ れ らの全 てを満足す るシステムを作 りあ

げ ることは,お そ らく希であろ う。処理能 力の向上を図れ ば,通 常,経 済性はある程度犠牲にせ ざ

るを得 なくなる。

そこで,検 索 システム を作る うえに も,そ の利用 目的を限定 して,ど この メ リッ トを上げなけれ

ばな らないかを検討 し,そ の重点部分 を中心に総合的にシステムの価値評価 を行な った上で,開 発

にとり組まなけれ ばな らない。 どのよ うな種類 ・内容の情報が,ど のよ うな対象 ・範囲 の利用者に,

どのような方式,形 式 で提供され,そ れが どのような分野の 目的に使用され るかによって,検 索 シ

ステムは彩れそれ特徴をもった 「何々のための何々 システム」 といったよ うな専用 システム とな る。

とくに,情 報提供 サー ビスを営利で行な う場合には,こ のよ うな検討は非常に重要であ り,目 的に

合 った情報 を適時に選択し検索 して,見 易い形 式で安価に提供できるシステムにす るための十分な

調査研究 をしなければな らない。 そのよ うな利用 サー ビスを行な うには,デ ータ ・バンクを常に有

効 な利 用価値の高い情報 で満しておかなければな らず,そ のためのメンテナン スが非常に重要にな
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り,運 用管理にはかな りの労力 と時間を要す ることにな る。また,検 索 された報告 のサー ビス効果

を高めるために,そ の表示にはタイプライタ,ラ インプ リンタ,デ ィスプレイな どを,緊 急度に応

じて十 二分 に駆 使したシステム編成 を考 える必要が ある。 もちろん,バ ッチ処理サー ビスにするか,

オン ライン処理 サー ビスにするかは,情 報の緊急性 形 態,量 な どによ り決め られ ることになろう。

このような背景の もとに,わ れわれはここで記事情報提供サー ビスのための記事情報検索 システ

ムとして,コ ン ピュータ関連の記事情報 をとりあげ,こ れ らの大容 量情報をカナ文字情 報として整

理 し,各 々の情報 を限定した長さに要約 して,コ ン ピュータで効率よ く管理す るとと もに,必 要 に

応 じて即時に出力で きるよ うな システムMASCOTを 想 定し,実 用化のための研究 を行な うこと

によ り,記 事情報提供サービスのための コン ピュータシステム としての管理技法,検 索技法 を実験

的に考 察す るこ とにした。

以後,コ ン ピュー タ記事情報 ・検索 システムMASCOTの 概 要にっいて述べることにす る。

② シス テムの概要

コンピュータ情報 ・検索 システム(MASCOT:MAnagementandretrieval

SystemforCOmputer'sinformation)は,日 々発生す るコン ピュータに関す

る政策,運 営 技術開発 サー ビスな どの一連の記事情報を,コ ンピュータとその周辺機器を使用

して効果的に管理 し,そ れ らの情報の中か ら利用者のニースに合 った ものを選 択し検索 して,タ イ

ム リー報告するための システムであ る。 すなわち,新 聞 雑誌 文献,辞 典な どに記載 され るコン

teユ ー タee関 す る,ハ ー ド面あるいは ソフト面の文章情報 を,カ ナ文字,英 数字で66文 字 以内に

整理してデータを作 り,そ れ らのデータを使用してサー ビスの 目的毎に フ ァイルを編成し,さ らに

それ らを統括管理するデータ ・ベースを確立 し,デ ータ ・マネジメン ト・システムを造 りあげてい

る。 フ ァイルは,イ ンデックス ド ・シークエン シャルまたはランダム ・アクセ ス ・ファイルで編成

している。 これ らの ファイルで管理できるデー タ件数は,お よそ35万 で ある。検 索は,会 話形 式

で行ない,必 要な情報 を選 択し,適 時抽 出できる簡単な専用言語 を保有 している。検索に必要なキ

ー ワー ドは
,記 事 内容 を最 も良 く表わす語句 を数個 その文章の中か ら選び出すKWOC方 式 を と

ってい る。KWOC方 式 をとったのは,自 然語 をキーワー ドとして文頭か ら順次検索 して行 く

KWICに よる方 法では,異 音同語,同 音意語,関 連語な どの取扱 いをコン ピュータ側にまかせ る

こ とにな り,プ ロ グラムが複雑な割には処理効率が悪 く,実 用的でない と判断 したためであ る。現

在'研 究を行 なってい るよ うな タイプの システムでは,入 力時に多少の労力がかか って も,キ ーワ

ー ドの基本 的な管理は人手 で行な う方がよい
。 それは,キ ー ワー ドとデータの結 びっe〕をデータ収

集段 階で明確にしておくことによ り,検 索結果の利用効率 を高 めることにな るか らである。検索結

果の「vesは 賜 くす るナ・め咄 力項 目の配　IJを考 え簡潔噸 領 よ くまとめ るよ うに配慮 した
.報 告

に緊急性を用 しな・場 合 は・麟 の理解度 編 めるため自動辮 締 ・・テム鞭 用して辮 繍

の出力 も可能 にした。

これ ら一連 の処理 を行 な うコンピュー タ ・プログラムは,汎 用データ ・マネジメ ン ト・システム

(RAPID:RetrievalAndProductionforIntegratedData)一 富
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=ヒ通 提供)を ベースに したコボル語によ るプログラムとアセンブラ(FASP)に よ る独 自のイン

バ ーデッ ド・フ ァイル をもった専用 プログラムの2つ の面 か ら作成 し,こ れ らを比較検討してシス

テムの運用 面での効率テス トを行な った。

MASCOTは,FACOM230-60TSSモ ニ タVの 下で稼動す るデ ィスク ・ベースのマ

ネジメン ト・システムである。現段階においては,ONLINE-DBMSが 富 士通か ら提供され

ていないので,バ ッチ用のDBMS-RAPIDを 使用 し,記 事情報検索を行 な うことに した。

MASCOTに おけ る記事情 報サー ビスの主旨は,必 要 とするコンピュータ情報の所在 を・明 らか

にし,そ の概要 を知 らせ ることであ り,ま た,情 報源およびその詳細 を知 りたい向 きには,出 所,

掲載頁な どを提示 して,そ の足掛 りを教 え ることにある。MASCOTが 将 来 自動 検索 サー ビス ・

システムとして巾広 く利用 されてゆ くためには,当 然 マイクロンステム との同期,サ ブシステム間

の有機性が必要 となろう。 ・

本来,こ のよ うな情報提供サー ビスのたあ のシステム を開発する場合には,利 用面の制約条件を

はっ きりさせてからと りか かるべ きであ るが,わ れわれは,こ の際,利 用価値,利 用効果を全 く無

視 してシステム設計に当 らざるを得なかった。 なぜな ら,記 事情報の オンライン検索 とその提供サ

ー ビスの実施例はいまだ無 く,全 く未開 の分野であ ったか らであ る。利用価値 を高 めるためには,

やは り一 定期間そのシステムを活用 し,幾 度か改良 を行なっ て試行 錯誤的に最 も好 ましい利用のパ

ター ンを見出して行 くのが賢明であ ると思 われ る。 このような観点か ら,本 システムの研究 開発は,

あ くまで コンピュータ ・サイ ドに立っ て記事情報 をどのように管理 し,検 索 した ら効果的か,記 憶

の効率化,管 理 の仕易 さ,検 索の迅速性 とい った3点 か らその技法を究明することにした。

MASCOTは,サ ブシステムとして① コンピュータ用語 ・検索システム(MASCOG:

MAnagemehtand.retrievalSystemforCOmputer'sGlossary),

② コ ンピュータニュース ・検索 システム(MASCOA:MAnagementandritrieval

SystemforCOmputer'sArticle),③ コ ンピ ュータ文献 ・検索システム(MASC

OL:MAnagementandretrievalSystemforCOmputersLitera-

ture)か ら構成 されている。

MASCOGは,コ ンピュータに関連す る各用語 とその意 味を記録 し,必 要 に応 じて用語の意味

を検索サー ビスする システムであ り,出 典,記 載頁,関 連用語 なども含めてタイプ ライタまたはデ

ィスプ レイに表示し報告す ることが で きる。

MASCOAは,主 要新聞あるいは専門分野の新聞に記載 されたコンピュータに関連す るニ ュー

スの要点 を,カ ナ文字情報 として記録管理 してお くことによ り,必 要 に応じて指定 された条件

(AND,ORの 機 能 を有 し,そ の組合せ検索が 可能)の ニュースを会話形式で選択 しなが ら検索

し,タ イプライタ,ラ インプ リンタ,漢 字 プリンタに 印刷 し報告す るシステムであ る。 ・

MASCOLは,内 外 の雑誌 または文 献の名称,発 行年月,記 載内容(題 目),所 属 分野などを

英字,カ ナ文字,記 号な どで整理 し,管 理す ることによって必要な分野 の必要な内容が盛込れた雑

誌や文献 を適時検索 し,サ ー ビスす るシス テムで ある。検索方式および出力様式は,MASCOA
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と同様であ る.こ れ らのサブシスtム につし'ては後の節で詳 しく説明す る・

0

竜

コンピュータ情報 ・検索システム

MASCOT

サブシステム サ ブシステム

コンピュータ用 語 ・検 索 システム コンピュータニ ュース ・検 索 システム

MASCOG .MASCOA

図9.0.1MASCOTの 構 成

サブシステム

コンピュータ文献 ・検索 システム

MASCOL

`

●
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9.1サ ブ シ ス テ ム:コ ン ピュ ー タ 用 語 ・検 索 シ ス テ ム(MASCOG)

(1)MASCOGの 概要

pン ピュ一夕用語 ・検索 システム:MASCOGは,コ ンピュータに関連す る用語とその情報 を

記録し,必 要に応 じて指定 された用語の意味や出所 を検索し,提 供サー ビスす るシステムであ る。

コンピュータの分野で使われ る用語 は,

① ハー ドウエア設計 上,製 作上の用 語

② プログラミング上 の用語"

③EDP運 用 管理上の用語

④ ユーザにおけ る利用分野 の用語

⑤ 数学,経 営工学などの周辺科学の用語

⑥ 電気,機 械などの関連産業の用語

な どがあ る。

MASCOGで は,こ れ らの用語 を整理 し,フ ァイルに50,000語 程 度管理で きるよ う設計 し

ている。 しか し,現 在は実験段階 で もあ るので 使用 データは23,000語 に止 め研究 を行なって

い る。用 語は8種 類の用語辞典か ら引用 してお り,こ れ ら23,000語 の中か ら同意語 を整理 して

その うちのおよそ15,000語 を用いてデータ ・ベースを作成 しでい る。用語は,辞 典の用語 をそ

のままキー ワー ドとして使用 してい る。用語 間に シソ・一ラスを もっことは,非 常に大切な ことでは

あ るが,こ の分野 の用語がいまだ定着していない現段階におい ては,整 理が難 しいので今回はそれ

を考えずにデtタ ・ベー スを作成 した。1件 当 りのデータは,用 語,用 語 の意 味 出所(辞 典名,

掲載頁)tt整 理 番号な どの項 目で構成 してお り,英 数字 ・カナ文字で集団磁気 ディスクFACOM

471Kに 記 録して.いる。 検索は,コ ンピュータ用語 をキ ーワー ドとし,英 数字 ・カナ文字 を使用

した語 または句 によ る自然語 で行な う。用語の意味は,初 心者用,専 門家用 の区別な く特定の8種

類の辞典か らその内容 を整理 し,66文 字 以内に要約 して入力 デー タとした もので,意 味の難易や

その内容が十分表現 し切れないところがある。 そこで,こ のよ うな不足の情報 を補 うために,デ ー

タの中 に出所,掲 載頁 を盛込 んでさらに詳 しいデータが欲 しい向きには,適 当な辞典が選べ るよう

な足掛 りを提供している。

MASCOGは,MASCOTモ ニ タの下で働 く検索用 サブシステムであ り,将 来は他のサブシ

ステム:MASCOA,MAscbLと 関 連を もたせ,自 由に組 合せ検索がで きるようにする予定

である。データ ・ベースは,汎 用 デー タ ・マネ ジメン ト・システム:RAPIDを 使用 して運用し

てい る。検索した結果は,問 合せ後数秒で タイヲライタまたはCRTデ ィスプ レイに報告で きる。

また,漢 字文の出力が必要 な場合 には,電 算写 植編集 システムを用意 している。

一57一



L

検索 システム

力
読取装置

フ ン ●プ

リンタ

ア　

プ装置

ざ 絞 紙
⊂ 〉 一 一　

端末 タイプ
ライタ

入力 項 目

田力麹

菌
レ

用
報
度

利
庸
弔

用語 テーブル

質

MASCOG

蓄 積

入力データ

語の整理 データ収集

露ρ8
0
ρ
ρ

O
o
㊨

の㌃

更 新

ターデ}
加
正
妻

追
修
消

等

電 算 写 植
編集 システム

e∈ 〕0

0E〕 〔〕[⊃

集団ディス ク装置

(情報の発
生度)

管理システム

図9.1.1コ ン ピ ュー タ 用 語 ・検 索 シ ス テ ム=MASCOG

－58一

、

■



'

㎡

■

メンテナンス

データ

MT,CRT)

用 語
マスタ

テープ

用
メンテナンス

メンテナンス

デ 一夕 リス ト

用語マスタ
テープ

語意
・加テープ

バック

アンプ 用

COPY
- 一プ

冨
べ

質 問用語
インブント

■

図9.1.2 MASCOGに お け る シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

(2)デ ー タの収集方法

入力 データと して,コ ンピュータ関係の辞典か ら,用 語,用 語の意味 辞典名,掲 載頁な どを収

集 した。利用 面を考え ると用語 は,デ ータ収集段階で初級者用 とか技術者用とか,あ るいは専門分'

野 用 とか区別して整 理 しておいた方 が好ましい。 データは,数 種類 の辞典か ら収集 するため同語
,

同意語 関連語 を整理 し,同 語 は一つに,同 意語 ・関連語 は参照用語 として一 グループにまとめた。

たとえば,「 グラフィシク ・デ ィスプレイ」 とい う用 語には,同 語 として,グ ラフィック デ ィ ス

プレイ,グ ラフィック ・デ ィスプレーな どをまとめ,同 意語 として,デ ィスプレイ,図 形処理装 置

ブラウン管デ ィスプレイ装置,さ らに関連語 として,デ ィスプ レイ ・システム,コ ンピュータ ・グ

一59一



ラ フ ィ ッ ク,図 形 処理 シ ス テム,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ー タ ・プ ロ セ ッ シ ン φ 図 形 処 理 プ ロ グ ラ ム な 、

どをまとめた。これ らをと りま とめ る作業 には,多 くの労働 と時間それに専 門の知識 を必要 とした。

実験 シス テムは,次 の8種 類の辞典か ら用語 を引 用し入力データとした。

① 図解 ・電子計算機用語辞典(日 刊工業)

② 基 準 コンピュータ用語辞典(日 本事務能率 協会)

③ 総合 コンピュータ辞典(日 本経 営出版会)

④JIS情 報 処理用語(日 本規格協会)

⑤ 電子計算機ハン ドブック(オ ーム社)

⑥ 電 子計算機ハン ドブック(コ ロナ社)

⑦'情 報処理ハン ドブ ック(光 淋書院)

⑧IF'IP-ICCVocabularyoflnformationProcessing

整 理 されたデータは,コ ンピュー タ ・シス テムの入力データとしてカー ド(用 語 マスタ,用 語意

味データの2種 類)に 穿孔 した。入力データ ・フ ォーマッ トは次の通りであ る。

、

〉

用語 マスタ

整理番号

(5桁)

用 語

(32桁)

出 所1 出 所2 出 所3

辞典

略

号

(2)

掲載頁

・

(5) (5)

用語意味デーダ

整理番号

(5桁)

用 語 の 意 味

(66桁)

◆

'(3)デ
ー タ ・リンケ ージの方法

当初,コ ンピュー タ用語の シソー ラスを作成するために体系化を企 てたが,情 報処理はいろいろ

な分野の集合であ るため,一 つの用語 が何個所 の分野 とも関係を もっこ とが多 く,特 定 のマ・スタに

帰着 させ ることはむずかしい。たと幻ま,「 キャラクタ・ディスプレイ」という用語 をとりみずた場合,ソ フトウエア

の分野,ハ ードウエアの分野,ユ ーザ利用の分野,プ ログラム言語の分野など,い ろいろな分 野のマスタと関

連 をもつため,取 扱い易い木構造にデータ編成することができず 複雑なネットワーク構造を とらざるをえ

ない。 また,「 キャラクタ ・ディスプレイ」は,見 方 を変えれ ばオ ンライ.ン ・サービスの端末機と

して使用され,オ フ ラインのデー タ ・コレクタとして も使われ る,さ らに,MISに 不 可欠な周辺

装置で もあるなど,さ まざまな分野 との関連 をもってお り,さ らにそれ らの結びつ きが強くなった

り弱 くなった り複雑な様相 を呈してい る。現段 階では,こ のよ うな関係を全 て満足 するよ うな複雑

■
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、

.

,

.

な シソー ラスを組みあげることはむずかし く,メ ンテナ ンスの問題 と合せ て考 えるとその実用化は

不可能に近 いと思 われ る。 以上の ような状況か ら,こ の研究 では無 理に体系化 は行 なわず,特 定 の

用語に対 する参照用語 として同意語 関連語 を同一 グル ープに集め る程度に止 め,シ ソ ーラスは強

収集 した用語全 てをEBCDICコ ー ドで分類 し,リいて考えないことにした。 データの整理は,

整 理 した索引用 語 とその意味の・一覧表の一部を次に掲載す る。ストしたものを用いて行 なった。
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(4)フ ァ イ リ ン グ の 方 法

〔デ ー タ ・ベ ー ス の 定 義 〕 デ ー タ ・ベ ー ス は汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シ ス テ ムRAPID

の 定 義 ユ ー テ ィ リ テ ィPRDDESPの フ ォー マ ッ ト指 定 に よ り行 な う。

ρ

◆

デ ー タ ベ ー ス

定 義 カ ー ド

一一タベース

(MASCOO)

DISCRIPTION

メ ソ セ ー ジ

デ ー タ ベ ー ス

定 義 リ ス ト

●

禽

図9.1.3 MASCOGに お け るデータ ・ベースの定義

〔 デ ー タ ・ベ ー ス の構 造 〕MASCOGは,デ ー タ の 階 層 を 持 た な い1レ ベ ル の レ コ ー ドで あ

るが,RAPIDの 規 定 に よ り,2レ ベ ル 以 上 の レ コ ー ド ・タ イ プ を持 た な け れ ば な らな い 。 ま た,

ソー ト され た マ ス タ ・レ コ ー ドを リ ン グ結 合 す る な ど の た め に,レ ベ ル1を ダ ミー ・レ コ ー ドと し

て レ コ ー ド タ イ プ名DUMMYKEYを 設 け,デ ー タ"1971"を 格 給 した 。 レ ベ ル2に は,コ

ンteユ ・一夕 用 語 に 関 す る一 連 の 情 報 を 格 納 す る マ ス タ ・レ コ ー ド(レ コ ー ド ・タ イ プ名:WORD

REC)を 設 け,レ ベ ル1と レベ ル2の 間 を リ フ ァ レ ン ス ・ti-F(ア ドレ ス情 報)と リ ン グ

(DUMRING)で 結 合 し た 。

DUMRINGはNEXT,PRIOR,MASTERの 機 能 を 持 ち,正 順 逆 順 マ ス タ と連

結 す る リ ン グ構 造 で あ る。
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「 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 二 ー ー 一 一 ー ー 一 －l

i。 ベル1ダ ・一… ・l
lDUMMYKEYl
ll

ll
ll

iマ スタ。。一 ドl
lレ ベル21
1WORDREC;

1___一__」

図9.1.4MASCOGに お け る デ ー タ ベ ー ス め 構 造

}
1レ コ ー ド ・タ イ プ名:DUMMYKEY

l

↓1971

　

1レ ベ ル1(・ 桁)

i
・ 、 レコ ー ド ・タ イ プ名:WORDREC

l

lレ ベル2

:
1(2)(5)(5)
L_____________________________________一 〒 一 ー ー 一 一,

図9.1.5MASCOGに お け る フ ァイ ル の 構 成

a1

.

整理番号

(5桁)

用 語

(32桁)

意 味

・

(66桁)

出 所1 出 所2 出 所3

辞典

番
号

ページ

1 2

」

「
1

ー

 「一一一一一

3所

NEXTタ イ プ(正 順)

-PRIOR〃(逆 順)

一ーー ーー －MASTER〃(マ スタ)

図9.1.6リ ン グ構 造

〔データの格納 〕 用語 マスタと用 語の意味デ「タは 各々磁気 テープに記録され てお り・用語

マスタはEBCDICコ ード順,意 味データは整理番号順 に分類 してあ る。データ1レ コー ドのデー タ

ー66－

b

ら

白



ベ ー ス へ の 格 納 は,各 々 の 整 理 番 号 の マ ッチ ン グに よ り 行 な わ れ る。 格 納 は ,ま ず レ コ ー ド ・タ

イ プ のRTCSに リ フ ァ'レ ン ス ・コ ー ドを 入 れ る た め,PUTRANDOMに よ っ てDUMM

YKEYを 格 納 す る 。 マ ッ チ し た デ ー タは フ ィー ル ドに セ ッ トし,キ ー ワ ー ド とな る用 語 を ラ ン ダ

マ イ ズ ・ル ー チ ン を通 し て 格 納 ア ド レ ス を 決 定 す れ ば,デ ー タ は リフ ァ レ ン ス コ ー ドに よ る 関 連 を

も ち な が ら デ ー タ ・ベ ー ス の指 定 さ れ たWOROECec順 次 格 納 され て ゆ く。 これ らの 一 連 の 処 理

の う ち に,各 レ コー ドは リン グ に よ っ て 結 合 さ れ,キ ー ワー ドで あ る用 語 は シ ー クエ ン シ ャ ル に ポ

イ ン タ で 結 ばれ る。

4

■

バック

アップ 用

COPY
テープ

用 語
マスタ

テープ 寳

◎

図9.L7 デ ー タ の 格 納

次にデータ ・ベースへの格納 に おけるプログラムの一部を掲載す る。
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MOVEWDTOR-WORD.
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MOVEHITOR-B1.
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MOVEH310RrB3`

WHENヒRRORGOTO
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MOVENO-1TOCD:

MOVEWDTOWじ ■p・

MOVE600KSTOHON・

...f.MOVE、BO.OK婁 一_T、Q.」→Oh4∈i旦

白

MOVE

MOVE.
WR!TE

MQVE

WR!TE
GOTO

MEANsTOトAN・

FM-】..TO...PrFM・....一_.一.._.t.-

PR†.BEFOREADvANClN6⊂1`

Fトd-? .、..TρP}Fトfi..._..."1di

PRTBEFOREADvAN⊂lNG

R-MT2.

◆

(5)検 索 の方法

検索は,語 または句の 自然語のキー ワー ドで行 なう。問合せお よび応答 は端末タイプライタを用

いるが,CRTデ ィ スプレイの使用 も可能である。 また,緊 急 を要 さない場合は,漢 字 出力 もで き

る。 システムの レベル ・ア ップとして,関 連語検索やオン ライン ・サー ビスが 当面の問題であ り,

用語 の体系 化とMASCOG専 用 のオペ レーティングシステ ムを考えて行 きたい。MASCOGに

おけ るキー ワー ドとデ ータとの関係を次に示 す。

一68－

L



●

亀

用

(32桁)

,例 → ア キ ュ ム

レ ー タ

キ ー ワ ー ド

用 の 愚 昧 出 所

(66桁)(36桁)

累 算 器 ・演算装置にあるレジスタで,

四側演算 ・論理演算の結果 を記憶する もの

図9.1.8 MASCOGに お けるキーワー ドとデータとの関係

検索は,ま ず用語をキー ボー ドか ら入力 し,ラ ンダマイズ ・フィール ドにセ ッ トす る。 ランダ マ

イズ ・ルーチンに よってア ドレス情報が得 られ ると,そ こに格納 されている レコードがアウトプット'

エ リアにセ ッ トされ出力 され る。 検索 レコー ドが質問 した用語 と異なる場合に起 るシノニムは
,

RAPIDが 保 有するユー ティリテ ィのランダマィズ リストecそ の 内容が提示され る。検索用語 の

タイプイン ・ミスおよび検索用語 の未登録のメ ッセージは,そ の都度エ ラー表示 され る。 ここで,

MASCOGの 検 索プロセ スを図9.1.9に 示 す。

ト
語用
方壁

イるジ
,掌適 理

ダイレク ト検索

格納 されて
い ない こと

を表示

図9.1.9

納 されているか.

MASCOGに ーお け る検 索 プ ロ セ ス
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検索要求の手順と表示形式は次の通りである。

①

②

③

④

⑤

READY表 示

KEYWORD指 定

出力TYPE指 定

ジ ュ ン ビ ・カ ン リョ ウ

ケ ン サ ク ヨ ウ ゴ:(32文 字 以 内 で 指 定)

REQUEST命 令

ERROR表 示

タイプ:(出 力 形式の指定)

RQ

ERROR:』(そ の原因)

@-MASCOG用 プ ログラムのローディン グされると準備完了が表示され る。

② 「ケンサクヨウゴ:」 とシステムか ら問合せが きた ら32・ 文字以内の英 数字,カ ナ文 字で検索

用語 を指定する。

③ タイプライタ,CRTデ ィスプ レイ,漢 字出力な どの指定 を記号で行 な う。

④ キーボー ド上のREQUESTボ タンを押 し,検 索の実行指示 を行な う。

⑤ タイプイン ・ミス,未 定義用語 などが リス トされ る。

検索結果は,図9.1.10の よ.うな出力様式で報告 され る。

① 端末 タイ'プライタに よる出力様 式例

祈升祈祈祷畳畳祈祷畳畳祈祷提督骨畳畳祈祷畳畳畳祈祷養畳畳曼祈祷畳祈祷書畳畳曼祈特任祷善管畳善管奇骨祈祷蒼蒼祈祷祷祈祷祈祷畳祈祷祈曼祈祷祈祷祷誉祈祷誉畳畳祈

ケンサク ヨうコ⑨

ヨウコ・ ノ イミ

アト●レス

ハWチ;シ ≠ヨうホうオ テンソう スル ハ・アイノ テ.卜 ・コロ?タ ハ イ千り亨オ アうワス ヒヨうシ'ノ コト

シ ユ ツ テ ン JISシ.ヨ ウホう シヨリ (ニ ホン 千力ク 苧ヨウカイ》 P.0801

ツ⑨カイ テ.ン シ勺イサン千 三ウコ.シ ・テン(ニ ツカン コウVヨ ウ シンフ⑨ンシヤ)P・10

テ・ンシケイサン宇 ハント.フ.ツ ク α 一ム シヤ) P.10-8

祈祷骨幹畳祈祷昔昔脊誉曇祈誓衡量祈祷祷餐祷誉昏祈祷畳昏餐升祈祷祈祈祷蒼蒼骨弁善管祈祈祷畳骨畳畳祷祈祷骨粉各畳畳祈祷憂苦養祈祷祈祷祈祷祷畳畳骨折祷祈祷誉書債

② 電算写植編集システムJEM3850に よる出力様式例

検 索 用 語:線 型計 画法

用語 の意味:互 に関連 し合 ってい る活動 の集を,最 適にするための計算方法。

混合物 を作 る問題,人 員配置の問題 輸送問題 は好例。

出 典:電 子計算機 用語辞典(日 刊工業)頁0138

電 子計算機 ハ ン ドブック(コ ロナ社)頁0089

総 合 コン ピュータ辞典(ユ ニパ ック総研)頁0154

図9.1.10MASCOGに おけ る出力様式

検索におけるプログラム の一部 を次に掲載す る。
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(6)メ ンテナンスの方法

ファイル ・メンテナンスには,デ ー タの追加処理 修正処理 消去処理があ る。追加処 理は,新

造語や新生語のデー タをつけ加えた り,未 登録のデ ータを格納 した りす る場合に行 なうものであ る。

修正処理 は,す で に格納 され てい る用語,意 味 出所 などの データの全部または一部 を新 しい デー

タと置換 える変更や更新 の作業であ る。消去処理は,格 納 され てい るデータが不要になった場合

あ るいは間違って格納 した場合に,そ のデータを削除するために行な うものであ る。

〔追加処理 〕メメ ンテナンス ・データが,用 語マスタにない ことをチ ェックした後 データの格

納(AO1)の 場合 と同様,コ マン ドPUTRANDOMを 使o.て 格納す る。追加 デー タが小量

の場合は,キ ーボー ドから入 力し格納す る。

℃

,

図9.1.11

メンテナンス

データ

(MT,CRT)

デ ー タ

去or修 正

用 語
マスタ

テープ

MASCOGeこ お け る フ ・ イ ・レ ・メ ン テ ナ ン スの プ ロ セ3
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〔修正 処理 〕 用語の意味 出所(辞 典略号,掲 載頁)の 修正 を行な う。用語 の修正 は,追 加 ま

たは消去の方法で処理す る。 これは,用 語 その ものがキー ワー ドであ り,ラ ンダ マイズ ・フィール

ドであ るため制約 上修正 処理が行なえないためであ る。修正 コマ ン ド(MODIFY)の 実行は,

GETRANDOMで,修 正 すべ き項 目の リフ ァレンス ・コー ドをRTCSエ リアにセ ットして

か ら行な う。 その際 修正 デー タは意 味フィール ドまたは出所フィール ドに移 されていなけれ ばな

らない。

、修正の結果その レコー ドは,旧 レコー ドの格納

され ていたエ リアに記録 され る。

修正 レコー ドのア ドレス情報 格納情報は,プ

リン ト・アウ トしてその状況 を確認す る必要があ

る。

〔消去処理 〕 消去処理は,削 除すべ きレコー

ドの リフ ァレンス ・コー ドをRTCSエ リアにセ

ットし,消 去 コマ ンド(DELETE)に よ り実

行す る。

消去結果 データ ・ベ ース内の消去されたエ リ

アはスペースに なり,後 に追加 され るデー タのた

めの空領域 とな る。

消 去した レコー ドの状況は,RAPIDユ ー テ

ィ リティを利用 し,プ リン ト・ア ウ トしてその結 図9
.1.12修 正 プ ロ セ ス

果を確認す る必要があ る。

↓

C－ 夕入り

C－ 夕 ・セ ・0

ト

GETRANDOM

RTCS`こ リファレンスコー ドを セ ッ ト

↓

ピ 正データ ・セ・δ

↓

MODIFY一

,

(修 正紗)

ぜ

亀

(デ ータ入D

l

(デ7タ ・・ ヅ ト)

1

GETRANDON

RTCSに リファレンス ・コー ドを セ ッ ト

..

(消 去データ… ト)

`

lDELETE一

1

(消 去 終 り

図9.1.13 消去 プ ロ セ ス

、
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9.2サ ブ シ ス テ ム;コ ン ピ ュ ー タ ・ニ ュ ー ス ・検 索 シ ス テム(MASCOA)

9.2.1汎 用データ ・マネジメン ト・システムRAPlDを ベー スにしたMASCOA

(1)シ ステムの概要

コ ンピュータニュース ・検索システム(MASCOA)は,コ ン ピュー タに関連する内外の ニュ

ース記事を英数字 ・カナ文字で1件 当 り66文 字以内に要約 し
,デ ータ ・ベースで管理す ることに

よって,必 要に応 じて適時該当するニュースを検索 し提供サ ービスす るシステムであ る。

MASCOAで 管理す るコンピュー タ ・ニュースは,コ ンピュータ産業全般か らみた場合 およそ

次の分野の記事情報である。

① 政策 ・経営

② 技術開発

③ 関連産業の動向

④ 生産 ・販売

⑤ サービス

⑥ 管理 ・運用

⑦ 利用動 向

MASCOAは,MASCOTモ ニ タの下で稼動するサブシステムであ る。 デー タ ・ベース作成

には,汎 用 デ・一夕 ・マネジメ ン ト・シス テムRATPIDの 保 有する機能 を活用 してお り,デ ータ

はその管理によって集団磁気デ ィスクまたは磁気 テープに格納 してい る。MASCOAに 収 容 でき

るデータはおよそ1,000,000件 であ り,そ の うち利用度 の高いあ るいは新 しいニ ュースにっい

ては,1次 情報として200,000件 を集団磁気デ ィスクに,比 較的利用度の低いあ るいは古 くな

ったニ ュースについては2次 情 報 として800,000件 を磁気テープに,各 々記 録できるよう設計

している。 ファイル編成は,1次 情 報が ランダム ・アクセス ・フ ァイル,2次 情 報が シー クエ ンシ

ャル ・フ ァイルである。

これ らのデータのア ップ ・デー トは,別 に用意するデー タ発生統計,利 用統計などの状況 を検討

しなが ら行 なう。検索は,語 または句か らな る自然語 をキーワー ドとして行な う。用語 シソーラ ス

は,十 分利用者の要求 を満す ことはで きないが,.と りあえず このよ うな体系化が で きるのではない

かとい う程度 の ものを作成 してい る。 シソーラスの階層は,レ ベル0か らレベル3ま での4段 階で

あり,これこレベル3の 同意語 を取扱 うレベル3'という補足レベルを設 けてい る。シソーラスをもつことは,マ クロ

的な面か らも ミクロ的な面か らも検索で き,さ らに,違 った分野の違 った レベルのキー ワー ドとも

・組合せて情報検索が で きるな ど巾広い利用が可能にな ることか ら便利であ る
。 どのニュースに も.

記事情報 であれば必 らず,そ の文章の主題 部分,目 的部分,そ れを補足す る部分が存在するが,

MASCOAに お いてはこれ らを,情 報の発生源 を示す事業体名,ニ ュースの目的 を示す主要用語,

ニ ュースの内容 をよ り十分表現 す るための補足用語 とい う形で文章の中の3つ の部分か らキ ーワー

ドを抽出 してい る。検索 は,AND(*)機 能 とOR(+)機 能 をキー ワー ド(8個 まで使用可能)と

自由に組合せて指定で きる。
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たとえば,46年 以後のICの 開 発状況 を知 りたければ,(46.+47)*(IC)*(カ イ ハツ)

と検索指定す ることに よ り,ニ ュースの件数や記事 内容が即時にタイプライタまたはラインプ リン

タに報告で きる。また,緊 急 を要 しない場合 はよ り見易 くするために電算写植 編集 システムの利用

も可 能で,JEM3850に よ るコンピュータ ・ニュー スの漢字出力がで きる。 こ の場合,MAS

COAに お け る出力情報はカタ カナが中心であるので,1こ れ らのニ ュース をカ ナ漢字交換ルーチ ン

を通し,文 章中の用語 をカナ文字 コー ドか ら漢字 コー ドに換え てテープに と り,そ のデータを

JEM3850の システムに引 き渡す とい う手続 きが必要ectSiる 。

② デー タ収集の方法

コンピュー タに関す るニ ュニス記事 は 日本工業新聞,日 刊工業新聞,電 波新聞,電 気新聞,日

本経済新聞などの新聞,お よびDATANETNEWS,コ ン ピュー タ ・メーカ発行 のニ ュー

ス誌な どの機関紙か ら収集 した。 ニ ュース記事 は各紙 が同時に掲載した り,発 行 日を異に して掲 載

するな ど重複す るものが多々あるので,ま ず これ らを整理した。

それ らの整理を終えたニ ュース記事 は,'事 業 件名,主 要用語,補 足用語などのキーワー ドを考慮

しなが ら英数字,カ ナ文字 で66文 字 以内に まとめ資料表に転記 した。出所,発 行年月 日,.整 理 番

号など も,こ の とき同時に 記入 した。

次 に,転 記したデータの中か ら3個 以内でキーワー ドを抽 出した。MASCOAに お け るキー ワ

ー ドは
,い わゆるKWOC方 式 を とり,語 または句か らなる自然語である。たとえば,「 日立は,

HITAC84』50用 磁 気 ディスク装置 を開発 した。」とい うニ ュー スがあ る場合,・事業体名 とし

て 「日立」,主 要 用語 と して 「磁気 ディス ク装 置」,補 足語 と して 「開発」がキー ワー ドとなる。

キーワー ドは,事 業体名,主 要用語 補足用語,各 々1個 つつ とは限 らず その数が2:1:0,

1:0:1,013:0な ど, ,ど の ような割合で もかまわない。キ ーワー ドを抽 出するにあたって

は,そ のキーワーこドが シソー ラス ・テーブルに登録 されているか否 かの照合が必要 である。キーワ

ー ドが登録されていない場合は
,デ ータを格納 する以常に,そ れ らのキーワー ドを一括 して追加処

理のた めのメ ンテナンス ・ルーチンを通し,テ ー ブルに登録 しておかなけ ればな らない。

データの収集段 階では,コ ン ピュータに関する巾広い知識 を もった専 門家が 必要 で,と くにデー

タの整理 とキーワー ドの抽 出舌とおいては,シ ソーラスをよりよいものに作 りかえなが らデー タを作

成 してゆく高い技術 と老大な労力 が必要である。

資料表 に転 記した データは,入 力データとして次のよ うなフォーマッ トでカー ドに記 録する。

用語デー タ

整理番号

(5桁)

キ ー ワ ー ド

1

(20桁)
.

キーワニ ド

2

(23桁)

キ ー ワー ド

3'

(32桁)

一77一



ニ ュ ー ス ・デ ー タ

整理番号

(5桁)

出所 コー ド

(3桁)

発行年月日

(6桁)

ニ ュ ー ス 内 容

(66桁)
●

(3)デ ー タ ・リンケー ジの方法

コンピュー タ用語のデータ ・リンケージは,現 在の ところ体系化 され標準化 された ものがない。

コンピュータ分 野の歴史 は,い まだ浅 く発展途 上にあ るため,こ の ような成長段階におけるコンピ

ュータ ・ニュースの用語は,従 来か ら引 き続 き使われて きた用語,新 しく発生 した用語,他 の分野

か ら導入 された用語,省 略して使われ る用語,変 形 して使われ る用語,不 要 となった用語な どが入

乱れて使われ ている。

このよ うな状況にお いそ コンピュータ用語の体系 化を行な うことは非常にむずかしく,あ えてシ

ソーラスを造っても,リ ンケージの洩れや時間の経過にと もない間違 った関係を生ず る恐れがあ り,

十 分利用に供する ものにな らない と思われ る。 シソーラスを常に満足 のゆく状態に しておくための

メンテナンスは大変 な作業で,コ ンピュータ ・ニュースの分野の シソー ラス造 りのメ リットが十分

認識され,こ のために莫大 な労力 と費用 と時間をかけ ることが許 されなければ,已 の試みは達成で

きないであ ろう。

一般に用語 シソー ラスを造 るには
,語 源あ るいは語の構成か ら体 系化 を行な う場合と,活 用 面か

ら体系化を行な う場合 とがある。前者 においそ,PROGRAMMER"と い う用語 をとりあげて,

そ の周辺のシソーラスをみ てみ ると次の ようになってい る。

PA… … …PAGING,RARABOLAS,PALAMETER'

PC… … …PCMI.

PL・ ∴… …PI〃/1'

PN… … …PNEUMATIC

PO… … …POISSON,POLICY,POLLUTION

PRB… … …PRBS

PRI… … …PRINTER,PRIORITY

PROC… … …PROCESSING

PRPROD… … …PRODUCE,PRODUCTION

PROF・ ・… … ・PROFITS

PROGRAMMABLEPRO

/'PROGRAMMER

PROG<ニ ーー－PROGRAM
＼ PROGRAMMING

PRQGRAMS

〉

'

PU… ……PUNCH

、
＼

PROJ… … …PROJECT

・-78一



」

●

ま た,活 用 面 か らみ た 場 合 の コ ン ピ ュ ー タ用 語 の シ ソ ー ラ ス は,"キ ャ ラ ク タ ・デ ィ ス プ レ イ"

と い う用 語 を ど りあ げ て み る と,次 の よ う に な っ て い る。

通信機

電子機器………COM,

4

ハー ドウエア 周辺機器

通信回線,変 換機 送信機,受 信機 変復 調装 置

データ記録装置 タイ ミング装置 大気汚染監視装置

アナログ計算機 ハイブリッ ド計算機 ミニコン,電 卓

力装置………カー ド ・リーーダ,テ ープ ・リーダ,OCR,MICR

出力装置

一 く

記 憶 装 置 … … … 磁 気 ドラ ム,磁 気 デ ィ ス ク,

部 品 材 料 … … … コ ン デ ン サ,IC,LSI,

カー ド・パンチ,ラ インプリンタ,ス ラ イ ド,プ ロ ッ タ

マイクロフィシュ

音 声 装 置 グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ

㌶i;<;;三1:る 竺
磁 気 テ ー プ,レ ジ ス タ,CPU

カ ウ ン タ,リ レー

コンピュー タ ・ニ ュースで使われ る用語の シソーラスは
,こ れ らの方法で体系化してゆ くことが

できるが,こ の分野 に存在す る用語の全 てを シソー ラスで取扱 うのでは とりまとめ上,収 拾がつか

なくなる恐れがあ るので,実 用化す るためには用語 の選別または標準化 を行 なった うえで,こ れ ら

の方法 を利用す る心構えが必要である。

そこで,MASCOAで は,利 用面か らはまだ十分満足 ゆくものでは ないが,コ ンピュータ用語

の際立った分野 において,簡 単なシソーラスを後者の活用面か ら把える方法 で造 ることによ り
,で

きるだ け実際の利用に近づ けるための実験 を試みた。

階層は,レ ベル0か らレベル3ま での4段 階であ り,レ ベル3の 同意語を取扱 うレベル3'を 設

けた。MASCOAで は,コ ン ピュータ ・ニュースの記事情報 を,「 向は」(主 題部分),「 何 々

を」(目 的部分),「 何 々した」(動 作部分)の3っ の 部分か ら把え,そ れぞれに レベル0で 事業

件名,主 要用語,補 足用語 とい う総称 をつけることにした。

レベル0に おけるインデ ック ス

事

主

補

レベル1は,レ ベル0の 大分類で表9 .2.1に 示 すような,事 業体では生 産業,商 業 サー ビス業

計算機製造業,… …・・㌦ 主要用語では標準化 大型 プロジェク ト,優 遇措置 税制……… といった

キー ワー ドであ る。 なお,補 足用語については活用面か らの体系化が不可能であ るので,最 下位の

レベル3と そ の関連の レベル3に のみキ ーワー ドをもつ ことにした。

レベル2は 将来 レベル1と レベル3の 間の中分類 が必要になる可能性psあ るので設けた もの℃
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表9.2.1 レ ベ ル1に お け る イ ン デ ッ ク ス ・テ ー ブル

(事 業 体) 31 オ ー ト メ ー シ ョ ン

01 生 産 業 32 通 信

02 商 業 ・サ ー ビ ス業 33 シ ス テム開発

03 計算機製造販売 34 手法 処理方法

04 電子機器製造販売 35 汎 用 ソ フ トウ エ ア

05 ソ フ ト ウエ ア 会 社 ・計 算 セ ン タ ー 36 特 殊 問題向 プログラム

06
、

官 公 庁 37 言語 プロセ ッサ

07 団 体 38 管理 プログラム

08 学 校 39 周辺機器

09 病 院 40 部品,材 料

41 記憶装置

(主 要 用 語) 42 計 算 機

11 電子工業全般 43 電子機器

12 電子計算機全般 44 媒 体
」

・16 標 準 化 46 業務管理

17 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト

'
47 設立,合 併

「 、

18 優遇措置,税 制

19 技術者教育 51 価 格

20 情報処理の高度化 52 オ ノ ラ ィ シ ・リ ア ル タ イ ム

21 ソ フ トウエ アの流通 53 処理 サー ビス

22 情報産業の育成 54 展示 会,講 習会,講 演会

23 特許,権 利保護

24 資金対策 (補 足 用 語)

61 そ の 他

30 制 御
・

現在の ところ使用 してい ない。 ダ ミー レベルを設けることは,た とえばレベル1の 計算機製造販売

を,さ らに電子計算機製造販売,ミ ニコ ン製造販売,電 卓製造販売 会計機 製造販売などと再分化

したい場合に便利で ある。

レベル3は,用 語 を ミクロ的に把えた場合,そ の用語の性質を表 わす最小単位 であ る。た とえば,

日立製作所 磁気ディスク装置 パンチ カー ドなどが この レベルであ る。次に示す表は レベル3の

キー ワー ドの一部を事業体名,主 要用語,補 足用語に分け て リス トした ものである。
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事家体右
二糸ンCDC

GE

生 平 「吊言〉

03001012

0300102

03001021 GE.NERALELεCTRIC

0300103 シヤ・フ.

03001031 5HARP

4

03001032 ハ▼カワテ・ン亨

0300141 タ1〕fホコウ工亨

03001411 ,カチホ

・■ 0300142 ,イカ・一ケイリン千

0300143 ,「rs・v勺ン

0300151 チエルへ.ルシ・

0300161 DEC

0300171 トウシバ・

03001711 トう宇目うシバ・リラテ・ン干

03001712

0300191

TOsHIBA

:,チ.ン

03001911 ニホンテ・ン干

03001912 NEC

0300192 ニホンミニコン

0300193 二糸ンMDS

0300194 ニホンヒ・クター

0300195 二市ンコ0ンヒ・ア

0300196 ニツシヨウエレクトロニクス

0300197

0300198

ニホンシ・ム宇

ニホンケイリン千八二ノハ.イ

0300211 ハ率うエル

03002111

0300212

03002121

HONEYWELL

ハ.oう ス

ハ●O－ス

03002122 BURROUGHS

3300118

33001i9

3300120

3300131

3300151

3300152

3300161

3300181, ...

3300182

3300183

3300184

3300185

3300186

3300187

3300188

33001881

,3001882

3300201

3300202

33QO 、2.03_.

33eo204

3300251

3300252 .

3300261

3300271

3300272

3300213

3300274

3300281

3300291

ロ

シヨう,イ干シ.ヨう糸うシステム

シミンシ.ヨう糸うカンリシステム

シ・卜,ウア,うスコ・ウセイシステム

3テ・イメンシ.ヨンシステム

,イ 宇オセンカ旦シテじメータシステム .

,一 ミ,ルシステム

チイ手刀イハツ

テ.一夕シユウシユうシステ6

テ・一,カンリシステ`

テレメー,システム

DIPS

夕,一,ハ ・ンクeツ勺イ

テ・ンシ力トケイシステム

補
6100061

_...61qOO62

..6100063

6.100064

6iOOO65

貝 田 語

手セイ

モ〔シ.ユツテイ勺イ

苧ニシごユツト・うコう

辛ヨう力

亭・シ・ユヲ

.61000651

..61000.66

6100067

_._61ρ906β

..6100069

.一.61QO.O .6.91

61qoO .70

--61000.70.1

テツト:pエ イ予三ヨうちこヨう藁うき{ヨ.リシス重`∠[.一.一.-61ρ007ユ.

テニンシシヨクシニシステ6

テ!ンサンシヤシヨクシステ乙

シ†シヨ9シλテム

hrbt〔OEb

トツ亨ヨシ・9b糸 う「rンリクシステム

トシコウツうシステム

TPDS

VERSlON

ハ・ンク・三シ・ト,うヘンシユうシステム

ヒ・デ,フ「システ乙

ヒ.テ・π.テ.イ スフ・レイ.システム

フトニうサンシ:ヨう糸うシヨリ ....

フアクシミリシステム

フ・0ク,ラ ムカイハツ

マイクoブイ彫6シXf6

メテ・イカス

_6.100072

-.61.qOO73

6100091

6100092

..6100093.

._61.000931

.、.61qρp932

、610.OO94

_6100095

-,61qO.096

-610.0097

._6ユ.qoO98-...、 一_.

6100099

6100100

6100101

6100102

リクセィ辛・シ「ユツ

モ↓シ竺ユッコうカン

.,旦ヨ.ウテイ

亨●…ノ・ユツユシユツ

千三うリヨク

._一、手3うチョウ ..、_..

千日うト・うケン†ユう

..十 三うト,bηtハ ツ

、_..モ:ヨ ・〉セイ..

千ヨうイク千万ン

苧ヨウト・うリヨう

ケントウ

ケントうチユウ

ケイ刀ク

シご+1 .ヨウrrイカク.、..

十ホン7イカク

ケン干.

ケンシユつ

ケイサ1イセイ予ヨう

ケツテイ

ケン千ユウ

ケン苧ユうシヤ

7ン干ユうシ・ヨ

ユィエィシ〔ヨウ粛ウ

7イエイ

.

・

` `

◆
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レベル3'は,レ ベル3の 同意語 で異音同語 俗語,略 語などである。た とえば,レ ベル3の 磁気

ディス クにおけるレベル3'に はMD,デ ィスク装置 磁気 ディスク記憶装置な どがある。MASC

OAに おけるシソーラスとデータとの関係を図9.2.3に 示 す。

インデックス ・テーブル

レベル0レ ベル1レ ベル3レ ベル3'

記事情報

(同 意語)

》

(大 分類) (小 分類)

一 ← 一 ← …<

醜 く亘辺一 ぐ 気デ・ス・<

補朋 詰 開/研 究開発

ン
/　〔〆一

-

L

|

*

二二
/

一

で
*

二
'

/

/

カ

・

日 立

HITACHI養
、

日立中央研究所

デ ィスク

ディスク装置

磁気デ ィスク装置 ㍉

ノ
発
.＼ 技術開発/ク

/り/
///

記事情報 レコー ド

●

1

出所 コ ー ド 発行年月日 整 理 盃 キーワー ド① キーワード② キーワー ド③ ニ ュ ー ス 内 容

(3桁) (6桁) (5桁) (32桁) (32桁) (32桁)
.

(66桁)

磁 気ディスク .日立 はHITAC8450用
011 450530 00017 日 立 装 置 開 発 磁気デ ィス ク装置 を開 発 した。

.

1

1レ コ ー ド

図9.2.3 MASCOAecお け るシソーラスとデータとの関係

また,キ ーワー ドとニ ュース記事内容 の リス トの一部 を次に掲載する。

◆
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スうチセイ宇⑨ヨソうチ

スうリ勺イカクシスftＬMPS

スうリ勺イカクヨうフ・Oク.う ム

スコーフ・フ・リンタ

ススムコう千●ヨう

ススムコう苧●ヨう

スタンプ1-f.ケ ン宇ユうシ・ヨ ・

ス,ン レータ◆ン3F

ス,ン レーテ●ン亨

ス,ン レーデ.ン 予

スへ・一スレコー,⑨

スミトtシヨうシ・

ス!卜tシ ・ユb亨

スミトtテ・ンキ

ス!トt7・ ン苧コう十●ヨう

スEトtf● ンコう

スミトモ,.ン コう

ス三トモテ・ンコう

ス!卜tテ.ン コう ・

スミト¶三テ・ンコう

スミトモテ・ンコう

ス±卜tf・ ンコう

ス三トモトクシユ宇ンソ●ク

スワセイコーシヤ

セールス■エンシ⑨ニアリンク・
.

セイカツシ・ヨうホうセンター

セイ宇⑨ヨカイ0

セイ手⑨ヨソう,

セイ亭⑨ヨソう,

セイ亨●ヨヨうコンヒ.一,

セイキ⑨三日うコンヒ・ユータ

セイ亨・ヨヨうソフトう■ア

セイ宇⑨三三うテ・ンリン千

フシ・ツうハFACOH・Rマ タハ230-2う オ,イ ソ・うノスう,セ イ十・ヨソうチFANUC250才 力イハツ

ニヲテ・ン八 八ンヨうt■ カ.タ スうり勺イカクシステムMPSXカ イハツ

:ホ ンUNtVACハ スうリケイヵクヨうフ.0ク ・う6E柄PS－ 力⑨ンマ3×7]イ ハツ

イワツ今ハCR† テ・イスフ・レイノカ・ソ.ウ オtン シヨスル スコーフ・フ・リンS■ カイハツ

ススムコう苧・ヨうハ ブ・ラス⑨マシ・ユうコ・うハンノうコ「リヨうシタ ユう亨コうフ・ンシバクマクオ'ク セイ

スス乙コう宇.ヨ うハ ブ・うス⑨マオリヨうシタ ユう苧コうフ・ンシバクマクセイソ・う苧・シ"ユ ヲオ カイハヲ

スタンフオーb・ 勺ン十2bシ ・ヨハNASAノ エンシ・ヨテ・ シンセタ・イノIC卜tイ ワレルIVCオ カイハツ

スタンレーテ・ン苧ハ イリヨう宇宇ニシンシユツシ コシひンシ・ヨうホうケンサクシ亨へ・ツソうチ才 力イハツ'

ス,ン レーテ.ン 苧ハ シンク,ン ク ス,ン レー 亭・シ.ユ ツケン苧ユうシ・ヨオ セツリヲノ 勺イカク

ス,ン レー,◆ ン十八,⑨ ンサン宇ヨウタンマツ亭亭カンレンフ・ンヤへ 瓶ンカクテ苧ニ シンシツ

テイアツクハ シ.ン コうエイセイセ亨サイヨう スへ・一スレコー,● ノ コク'ン カ二 七イコう

ス夏トモシヨうシ.,二,,・ ンハ カコ.シ マシレクレーシヨンセン,一 二CATVシ セツオ セツ,ス ル

スミトtシ.ユ う十ハ メイアンヤ ヵ,,オ ニンシ宇,・ 亨ル シ・ンコう'ノ う口吊・ツトノ カイハツオ スル

スミトtテ.ン キハ,● ン:v千亨Xリ ヨうサンカスル,メ ニホン⑱ニツシンテ・ン宇`メ ゴチ・ント千三うリヨク

ス!卜tテ.ン 宇コウ亭・ヨう ハ アメリカう=ノ1シヨう:f.一 タヲうシン十◆シ・ユツノユシユヲニ セイコう

スミトセテ●ンコうハ チ.ン サン十三うテ.一,シ ュうシユう,ンマツソうヲオ ソレンニ ユシユツ

スミトef⑨ ンコう八 八イセンノソリツf⑨ ステートnトtイ エル フレ十シフ・ル・フ・リントカイO■ カイハツ

スt卜tf"ン コうハ:ツ シンテ・ン4「トテ⑨一夕シヨリソう,テ ・一夕ヒ⑨'テ ⑨セ・ンメン,イ ケイ

スZトtf・ ンコうハ フクオカシノ コうイ十ソウコ・うコうツうセイ十.ヨ シλ,ムオ カンセイ

スミトtテCン コう'、!リ'、 ト・う'、カンノリヨうりンカノ'、・イ0ツ トフ・うン■ カンセイ

ス芝.トモチ'ン コう'、チ'ン セン川 テ椀 うリヨクrtfS■ フ'0プ ラムオ 刀禰

ス三卜t,・ ンコうハ オフ・トエレクト0:ク スヨう 力・リユうムリンSVケ ツシヨう万 力イハツ

ス1トtfPシ ユ亨ンソ.ク八 十オクソシサ.イ コうタ・ンセイコ⑨う十ン ミスハ・ンEL4■ カイハツ

スワセイコ・シヤ ハ コ刀●,コ うソクフ・リンタ εPIO1ノ シヨうヒンヵ:セ イコう

ナコで㌣苧コうハ セールス輌エンシ■ニアリンク■チ●:ツ セイ・ン亭■ヨうト 苧・ヨうムテイケイ

マツシ,テ ・ンコう 八 八イソう 苧.ヨ う6ノ コうリヲカ:・ タユうフ・ヨヤクセンター,才 力イtrツ

フシ・ツうハlCtrイ 十⑨ヨカイOlntrヲ ト:オ リメタFUNUCIOXコ うカイ

シンf・V7◎ ンハROM糸bシ 宇:ヨktシ.ユ ール セイ率●3ソ うfシ ー今ンスフ・0セ ツ9■ntハ ッ

元亨●フシ.ツ うハ フイルコ・フオ・■・シャカう ■.ン 勺・ンセイ宇⑨ヨソう,ノ 十ヨうリヨクオtト メうレル

ニ,テ ・ンハ セイ辛・三三うコンヒ・ユ・タノシンシリ・ス・NEAC3200オ ハッヒ・ヨう

シヤーフ.ハ セイ宇・三三うコンヒ・ユ●タノ シ.シ ヤセイリン:ノ リ,・ス

ヒ,チ ハ セイ十.ヨ ヨうソフトうエア ヘンf・ンショ「rイサンヨうフ.0ク ・う6HISAPSオ カイハツ

ヒタチハ ストレワ,タ イフ・ノ セイ苧・三三うテ・ンサン宇HIDIC500オ ヵイハッ

◆ 、

ふ
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トスカNフ・リン,BC141SP

トツ宇ヨ

トツ宇ヨ

■ツ平日

トツ千三

トヲ亨ヨ

トツ苧ヨ

トツ亨ヨケン

トツ宇目ケン

トツ宇∋シ・ツシ「rン

トツ午ヨシ・ヨうホう「rンサクシステム
`

トツ宇ヨシ●ヨう糸うケンリクシステム

トツ牛ヨ,ヨ う

トツ十ヨチヨウ'

トツ宇ヨ,ヨ う

トツ千守リヨうシバライ シ・ユンヒ・ 宇ンセイト・

トツ千ヨリヨウシバライシ.ユ ンヒ・苧ンセイト寧

トツハ●ンインサツ

トツハ・ンインリツ

トヨタ'

トうイアツク

hう ツ辛ンク.● スへ・クトう6.ア,う イリ.

トうツクスケー,レ

トうンシ・スタ

トうンシ・ス,

トランシ⑨スタ

トランシ.ス タ

トうンシ.ス タ

トリマトメ.

トリマトメ

トリ?r,

トリマトメ'

トリ?hl

・

トうシバ・ハ うインフ・リン,シ 宇,・ ン,ク トスカルフ●リン,8C1415Pオ カイハツ

コう雫・インハ トツ宇ヨ⑱カ.ク シ●ユツケン苧3う ノ リヨうシ・ツタイノ,ヨ うり勺ヲ万万.ト リマトメ,

ヒ,,ハ トツ乎ヨオ シヨうヒントシ,コ うカイスルコトオ亭メ トヲ宇日工イ亨⑨ヨウセイト・方 南ツソク

イ,.竺 ツ・6ツ1?イPOハ トツ守ヨコう泉うノマイクOフ ィル6シ スf"カ イハツシ,カ クハンハ・イスP

トうシバ・ バ カ,イ ヨうVTRノ シ・■十〇ク糸うシ宇ノ トツ亭ゴオシハ.,・ ンカ◆ シンカ.イ トうツタエ
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(4)フ ァ イ リン グ の 方 法

〔デ ー タ いベ ー ス の 定 義 〕 デ ー タ ・ベ ー ス の 定 義 は,汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム:

RAPIDのRPDDESPlζ 基 づ い て 行 な う。

図9.2.4

デ ー タ ベ ー ス

定 義 カ ー ド

データ ベース

(MaSC(M)

DISCRIPTION

メ ツ セ ー ジ

ス

ト
ー
ス

ベ

リ

タ一
義

デ

定

MASCσAに おけ るデータ ・ベースの定義

〔データ ・ベースの構造 〕MASCOAに お けるデータ ・ベースの特徴は,4つ の 階層 をもっ

たキーワー ドをインデ ックス ・テーブルに登 録す ること,キ ーワー ドとニ ュース記事 内容 を1対 多

の関係で連結 してい るこ となどであ る。

図9.2.5に み るように,キ ー ワー ドのインデックス ・テー ブルでは,総 称(LEVO),大 分 類

(LEV1),小 分 類(LEV3),小 分 類の同意語(LEV3D),マ ス タ ・レ コー ドのア ドレ

ス情報 を格納す るレコー ド(PGKEY)の 各 レコー ド・タイプを階層的に リングで結合している。

レベル0か らレベル2ま での登録はア ドレス指定 によ り行 ない,・レベル3お よびレベル3'は ラン

ダマイズ ・ルーチ ンを通 して登録している。

また,デ ータ部分 では,ニ ュース記事 を発行年月日順に分 類して格納 するた めのダ ミーレコー ド

(SDUMMY),ニ ュース記事の内容を格納す るためのマスタ ・レコー ド(MRECORD)を

リングで結合 している。

〔データの格納 〕 ① キーワー ドの登録:レ ベル0か らレベル3ま でのシソーラス ・コー ド7桁

とレベル3'の 同 意語判別 コー ド1桁 を分類 し,コ ー ド順ee登 録 して木構造のインデックス ・テー

ブルを作成す る。 シソーラス ・コー ドを使って登録す ることは,下 位 レベルの レコー ドのポイ ンタ

を連続的に結合す る場 合に,上 位 レベルの マスタ ・ポ インタを利用で きるとい う点 で効果的であ る。

登録されたキーウー ドは,シ ソーラス ・テー ブルの リス トとして プ リンタに出力す る。

一86- ,

●

◎

◆

6



も

1

1

●

`

s

● ● ● ● ●

「 一 一 『 一ー
一 一 一 一 『 一 一 『 一 ー ー ー ー ー 一 一 「

L______ _______

エ

L.

回

■

「
■

`

`

`

1

1

-
」

レ コ ー ド ・タ イ プ 名

LEVO

LEVl

LEV2

LEV3

LEV3D

MRECORD

SDUMMY:MRECORDを 年度 別に並べ るためのダ ミーレコー ド

PGKEY:MRECORDの 格納 アドレス情報

レ ベ ル0の キ ー ワー ド(総 称)

レベ ル1の キ ー ワ ー ド(大 分 類)

レ ベ ル2の キ ー ワ ー ド(中 分 類)

レ ベ ル3の キ ー ワ ー ド(小 分 類)

レ ベ ル3の キ ー ワ ー ドの 同 意 語

:マ ス タ ・'レコ ー ド(ニ ュ ー ス 記 事 の 内 容)

令

図9.2.5 MASCOAに おけ るデー タ ・ベースの構造

9 ② ニ ュース記事内容の格納:デ ー タ格納 の前処理 として,ニ ューズ記事 のキーワー ドがイン デッ

クス ・テ ー ブ ル に 登 録 され て い る か ど うか を チ ェ ッ ク し な け れ ば な らな し,・。 ニ ュー ス 記 事 に あ るキ

ー ワ ー ドが イ ン デ ソ ク ス ・テ ー ブル に 登 録 さ れ て い な い 場 合,そ し て ニ ュ ー ス 記 事 に 一 つ も キ ー ワ

ー ドが つ い て い な い 場 合 は
,そ の 状 況 をエ ラ ー リ ス トに 出 力 し 修 正 処 理 を 施 す 。 テ ー ブル ・サ ーチ

は,ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス で 行 な う。 そ の順 序 は,ま ず レ ベ ル3を 最 初 に 検 索 し,引 き続 い て レベ ル

3',レ ベ ル1と 検 索 し て ゆ く。

デ ー タ の 格 納14,発 行 年 月 日 順 に 行 な うた め,最 初 に 年 度 判 定 を行 な い レ コ ー ド ・タ イ プSDU

MMYか ら年 度 ポ イ ン タ(リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ド)を セ ッ トす る。 次 に,マ ス タ ・レ コ ー ド

'-87一



登 録 キーワー ド

リ ス ト

図9.2.6

ド

ス
ー
ラ

プ

ワ
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テ

キ

シ

シソーラス

フ ア イ ル

用語 インデジクスの登録

●

●

(MRECORD)を 格 納 エ リ ア に セ ッ トし て ニ ュ ー ス 記 事 の 内 容 を 格 納 す る 。 さ ら に,イ ン デ ッ

ク ス ・テ ー ブル と チ ェ ッ ク して 得 られ た レベ ル3の キ ー ワ ー ドの ポ イ ン タ(PGKEY)へ,マ ス

タ ・レ コ ー ドの ア ド レ ス 情 報(リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ド)を セ ッ トし て リ ン グ結 合 を 行 な う。 格 納 し

た デ ー タ は,'リ ン グ した キ ー ワ ー ド と と も に ラ イ ン プ リ ンタ で 出 力 す る 。

次 にMASCOAに お け る デ ー タ の 格 納 プ ロ グ ラ ム の 一 部 を 掲 載 す る 。
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図9.2.7,デ ー タ の 格 納

㈲ 検索の方法

検索は,コ ンピュータ ・ニュース記事の中 で用 い られ る語 または句か らなる自然語 のキ ーワー ド

を使って,端 末 タイプライタか ら行 な う。

検索結果は,そ の件数の多少に応 じてラインプリンタまたは,端末タイプライタに出力す る。 また,見

易い結 果を得 るために電算写植編集 シス テムを利用 した 漢字出力 も可能であ る。検 索方法 は,簡 単

な専用言語 を用いキーワー ドと論 理記号(AND,OR)と を組合せた会話形式で,必 要な情報を

探 してゆ くや り方である。たとえば,「 日立および東芝 におけ る45年 度 か ら46年 度 の間のディ

スプレイ開発状況」 を知 りたい場合 には,次 のよ うな検索指示 と表示を行な う。

この例では,ま ず,ス テップ1で 検索情報の期間指定 を行 なってい る。指定 された期間 内の情報

は781件 あ るとの応答 があ.る。

ステップ2で は,』ステ ップ1の 範囲でデ ィスプレイとい う情報が御伴あ るかを問合せ てい る。応

答は32件 で あ る。

ステップ3で は,ス テップ2の 条件の もとで開発が何件あ るかを問合せ ている。応答は14件 で

ある。

ステップ4,5で は,そ れぞれ ステ ップ3の 条件の もと
.で,日 立,東 芝の情報が御伴あ るかを問合

合せている。応答は,そ れぞれ8件,5件 であ る。
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ケ ン サ ク キ ー ケ ン ス ウ

寸

Q

十

P

R

(45.01.01-46.12.31)

1,デ ィ ス プ レ イ

2,カ イ ハ ツ

3,ヒ タ チ

3,ト ウ シ バ

4,

6,L

L問 縮 示項目

781

32

14

8

5

13

ス テ ッ プ`

l

l

11
・i

2

3

4

5

6

'7

8

_」

tM。,C。Aか らの表示項目

(T:期 間 指定*:AND機 能 十:OR機 能P:印 書命令L:ライ ンプ リンタへの出力指示RQ:出力実施命令)

図9.2.8 MASCOAに お ける検索指示 と表示例

ステップ6で は,ス テップ4と ステップ5の 情報 を一つにま とめよ とい う命令である。 『立 と東

芝 を合せた情報は,13件 であ るとい う応答がある・

ステップ7で は,ス テップ6の 結 果をラインプリンタに出力で きるよ うに準備 せ よとい う命令で

ある。

ステ ップ8で は,検 索結 果の出力を実行しなさいとい う命令である。 、

検索結果の出力様 式は,図9.2.9に 示 す。

次 に,MASCOAに お け る検索 プロセスを順 を追って説明 してゆく。図9.2.10に み るよ うに,

検 索要求 一1で は,発 行年月 日の検索範 囲を指定することによ り,レ コー ド・タイプSDUMMY

の年度 インデ ックスにおいて指定 された期間のア ドレス情報 を リング ・サーチして,該 当す るレコ

ー ドの件数をカウン トす るとともに,そ の結果 をタイプライタに表示す る。

検 索要求一2で は,キ ー ワー ドをタイプインす ることによ り,そ のキー ワー ドがインデ ックス ・

テー ブルに登録 されてい るかど うかをチ'ノ クす る。 キー ワー ド・チ・エックの手順 は,レ ベル3,

レベ ル3',レ ベル1の 順序 で行な う。 キーワー ドが登録 されていれば 命令キ ーに従 ってキーコ

ー ド(ア ドレス情報)検 索 を行ない
,登 録 されていない場合は,エ ラーメ ッセージをプ リン ト・ア

ウ トしエラー を修正して,改 め て検索要求 をや り直す。

インデックス ・テー ブルか らのキー ワー ドが検索 され ると,既 に検索 した データがない場合はそ

のキーコー ドを一 時バ ッフ ァに記 録し,あ る場合はそのデータとAND(*),OR(十)の 機 能 を使

って論理統合 を行 ない,そ の結果を別のバ ッフ ァへ記録する。

バ ッファは,第1バ ッフ ァ,第2バ ッファ,第3バ ッファの3つ を確保して おき,検 索,統 合処

理のたびにバ ッフ ァを移動 する。 古いバ ッファは,順 次消去 され,新 しい結果 と置換え られ てゆ く。
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① 端末 タイプライタによ る出力様式例

ケ ン サ ク ジ ヨ ウ ケ ン(45 .01)*(IC)*(カ イ ハ ツ)

キ ジナ イ ヨ ウ

ン!ユ

ハ ッ コ ウ ネ ン ガ ッ ピ

ス タ ン フ ォ ー ドケ ンキ ュ ウ ジ ョ ハNASAノ エ ン ジ ョ デ

ダ イ ノICト モ イ ワ レルIVCヲ カ イ ハ ッ シ タ

デ ン パ シ ン プ ン

:45.01.20

② 電算写植編集 システムJEM3850iこ よ る出所様式例

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆ ☆

☆ 検索条件:(43+4・4)*(ク リアリングセンター)☆

☆ ☆

☆ 記事内容:科 学技術庁は政府研究機関のクリアリングセンター ☆

☆ 構想を明らかにした。 ☆

☆ ☆

☆ 発行年月日=43年07月16日 ☆

☆ ☆

☆ 出 典:日 本工業新聞 ・ ☆

☆ ☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

③ ラ イ ン プ リ ン タ に よ る 出 力 様 式 例

ケ ン サ ク ジ ョ ウケ ン:(44.08)*(カ イ ハ ッ)テ イ キ ョ ウ ケ ン ス ウ:18

コ ウ ゾ ウケ イ カ クケ ン キ ュ ウジョハILCシ ャカラ ソ フ ト ウエ ア カ イ ハ ツ ヲ ジ
ュタクシ タ(ニ ッ カ

ン コ ウ ギ ョ ウ,44.08.02)'

フ ジ ツ ウ ハFACOM-Rマ タ ハ230-25ヲ ナイゾウスル ス ウチ セ イ ギ ョ ソ ウチFANUC

250ヲ カ イ ハ ツ シ タ(デ ン パ シ ン ブル,44.0.&05)

フ ジ ッ ウ ハ ガ イ ブ キ オ ク ソ ウ チFACOM472Kデ ィ ス ク パ ッ ク ソ ウチ ヲ カ イ ハ ツ シ タ(デ

ン パ シ ン ブン,44 .08.13)

トウ シバ キ カ イ ハ ト.ウ シ バ トキ ョ ウ リョクシ テ コ ン ピ ュ 一 夕 ・ニ ュ メ リカ ル ・コ ン ト ロLル ・シ

ステムヲ カ イ ハ ッ ス ル(ニ ホ ン コ ウ ギ ョ ウ シ ン ブ ン,44.08、20)

図9.2,9MASCOAに お け る 出 力 様 式

一93一



検 索 要 求 一1

(年 月 日指定)

件数 カウ ント

エ ラ ー 表 示

CO1

検 索 情 報

表 示

検 索 要 求 一2

(キ ーワー ド指定)

検索
OKか

YES

データベース

(MASCOA)

NO

チ

ス

ー

ラ

サ
ー

ル

ソ

ブ
シ

=テ

CO2

NO登 録

されでいるか

YES

マ ッ チ ン グ

CO3

NO
マ ッチ ング

OK

YES

アフ
納
ツ
格

パ

CO4

シ ソ ー ラス

フ ァ イル

データベース

(MASCOA)

検 索

CO5

エ ラ ー表 示

図9.2.10 MASCOAに おけ る検索プ ロセス
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検索結果は,最 終検索前に行 なわれた3っ の処理ee対 して,、その内容が各々バ ッファに記録されて

いるので,そ れぞれの指定 を行なえばいずれのバ ッフ ァの出力 も可能であ る。

検索が終ってPRINT命 令 が タイプされ ると,バ ッフ ァ内にあるキーコー ド(ア ドレス情報)

をサーチ して,ダ イ レク トにデータベースか ら関係情 報 をとり出すことがで きる。バ ッファか ら取

り出された情報は,一 度 プ リン ト・エ リアにセ ッ トしてか ら,PRINT実 行 命令 とともに ライン

プリン タまたは タイプ ライタ,場 合 によっては磁気 テープに出力するこ とになる。磁気 テープ出力

は,カ ナ漢字 コー ド・コンバーtトを施 し,漢 字混 り文 として別eと報告す る場合に使 うための もので

あ る。

次e(,MASCOAに お け る検索プログラムの一部 を掲載す る。

一..Q23エ_一 ユΩ⊥Ω∠BA趾D _SEC且 ΩN..._
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●

0262 012111! 02FlLLERPICXXX.

lua _
0264012130!02lR-CTPIC9(4)o
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⑥ メンテナンスの方法

MASCOAで は,め ざましく発展を説け るコ・ンピ ュー タの分野における日々のニ ュース記事情

報を取扱っていることか らMASCOTの どのサ ブシステムよ りメンテナンスの重 要性は大 きく,

頻 繁にそれ を行なわなければならないと思わ れる。 ところが,こ れ らの処理は実務上,デ ータ管理

者の立場 か らみると,そ のサイクルを小刻にす ることは非常に面倒 であ り,メ ンテナンス ・デー タ

が発生するた びに更新して いたのでは切がないので,週 あ るいは月単位の比較 的長いサイクルで考

えたいし,そ れ らを一度 に処理 してしまいたいとい う希望がある。汎用 データ ・マネジメ ン ト・シ

ステムを使用 した場合は,と くに このメンテナ ンスに大 きな時間 を要す るので,デ ータ構造 をやた

らに複雑 にした り,デ ー タ量 を老大にす ることは,実 務上避 るべきであろう。

このよ うな状況は,利 用者側か らみれ ば,常 に最新 のデー タが欲 しいのでアップ ・デー トを頻繁

にしておいて もらいたいとい うことであ るし,デ ータを管理す る側か らみればメ ンテナ ンスをで き

るだけ減 らし,で きることな ら一括処理したい ということになるのであろ う。MASCOAで は・ 以

上のようなこ とを十分 考慮して,で きるだ け情報提供サービスのニ ー ズ に応 じられるよ う,メ ン

テナ ンス ・データがあ る程度 まとまった時点 で一括 して処理す ること～こした。また,デ ー タの利用

効率を上げるた め個々のデータにつ き利用統計 をとり・ 古 くなったデー タと利用頻度の低い ものに

つ いては管理 限界 を決めて,1次 フ ァイル(磁 気デ ィス〉),か ら2次 ファイル(磁 気テープ)へ

管理レベルを下げて保 管す ることにした。MASCOAの メ.ンテナ ンスは,こ れら1次 情報,2次

情 報のニ ュース記事の内容 と各 階層のキー ワー ドについて,追 加,修 正,消 去の処理が 自由に行な

えるよ うにした。 以下は,一 連の メンテナンスの うちとくに1次 情報 に限って,そ のメンテナンス

の方法 を述べて行 くことにす る。

〔キーワー ド・メ ンテナ ンス〕 インデ ックス ・テー ブルのキー ワー ドの追加 ・修正 ・消去の処

理を行な う。メ ンテナンス ・データの入ガ は,カ ー ドまたは磁気テープか ら行な う。

キー ワー ドの追加処理は,シ ソー ラスの レベル番号の指定 とマスタ ・キーワー ド,デ ィテール ・

キ ーワー ド(レ ベル3'の 場合は マスタ ・キー ワー ドのみ)を 指示 して リング結合 を行 ない登録す

Ψ
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る。処理は,デ ータの格納の 時 と同様PUTコ マ ン ドによって実行す る。

修正処理 は,変 更すべ きキー ワー ドが下位 レベルにディテール ・キーワー ド(レ ベル3の 場 合は

マスタ ・キー情報)と リングしてい るときは,い ったん下位 レベルの レコー ドのア ドレス情報(リ

フ ァレンス ・コー ド)を バ ッフ ァに導 き,同 時に リン グから切 離して処理す る。修正 が終 ったな ら

ば 再度 リング結合を行なっ て処理 を完了 させる。 レベル3'の 場合 は,下 位 レベルがな いのでダ

イレク トに修正で きる。キー ワー ドの 修正は,シ ソーラスの変更 につなが るこ とが多 く,階 層 をい

くつか同時に修正 しなければな らない ことが多い。

簡単な例で修正処理を説 明す るために,い ま1個 の マスタ ・キーの修正 つ ま りデォ テール ・キ

ーの代表語 を変更する場 合に ついて考えてみると
,こ のマスタ ・キーのレコー ド・タイプが もつ

RTCSエ リアに リファレンス ・コー ドをセ ットし,修 正デー タをワーク ・エ リアにセ ットして'

MODIFYコ マ ン ドを実行 すれば,古 いデータは新 しいデータに置換 え られ る。 たとえぱ 「ツ

ウサン」 とい うマスタ ・キー・を 「ッウ ショウ・サンギ ョンショウ」 と置換 えたい場合には,ま ず ・

「ツ ウサン」の格納 されてい るリフ ァレンス ∫コー ドをGET系 コマ ン ドでRTCSエ リアにセ ッ

トする。次に,修 正用干 リアに 「ッウサンショウ ・サンギ ョウショウ」をセ ッ トしてMODIFY

を実 行すれば 修正は完了す るこ とにな る。

レベル3,レ ベル3'の キ ーワー ドの修正は,こ れ らが ランダマイズ ・フィール ドであるため,

実際 の処理では修正すべ きデータを消去処理 で削除 した後に新 しいキ ーワー ドを追加 す るとい う形

で登録 し,リ ング結合 す る。

消去処理では,下 位 レ・・bvaこリングしてい るディテール ・キー ワードをど う処理するかとい う情報

を,メ ンテナンス ・デー タを入力す る際に指示 しておかなければならない。処理 は,削 除 すべ きキ

ー ワー ドの リファレンス ・コー ドをRTCSエ リアにセ
ッ トして消去 コマン ドで実行す る。

〔データ ・ベース ・メンテナンス〕 追加処理は,デ ータの格納時の処理 と同様に行な う。

'修 正処理は
,記 事内容 の修正と抽出 したキ ーワー ドの修正 とに分 けられ る。記事 内容 を格納 して

いる マ ス タ ・レコー ド(MRECORD)の 修正は,格 納 されているア ドレス情報 を サーチして

求め,新 しいデータをセ ッドして修正 コマン ドMODIFYを 実行すれば,元 の ア ドレスに新 しい

データが記録 され る。抽出キーワー ドの変更は,格 納時に リング したマスタ・・キー情 報を旧キーワ

ー ドか ら切離しtgあ と
,新 キーワー ドに リングす ることで更新処理 が行 なわれ る(SETFREE

コマ ン ド,CONNECTコ マ ンドを使用)

消 去処理 は,記 事内容 を格納 してい るマスタ ・レコー ドの削除 をまず行 ない,こ こで得 られ るア ,

ドレス情 報 と,入 力 データのキー ワー ド情報か らインデ ックス ・テーブルに リングされてい るマス

タ ・キー情報(マ スタ ・レコー ドのア ドレス情報 キーコー ド情報)を 削除 して処理は完了 する。

図9.2.11にMAS .COAに お け るフ ァイル ・メンテナンスの プロセスを示 す。
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図9.2.11 MASCOAに お け る フ ァイ ル ・メ ン テ ナ ン ス の プ ロセ ス

9.2.'2専 用 デー タ ・ベース ・システム:MASCOA

(1)シ ス テムの概要

汎用 データ ・マネジメン ト・システム』(GDBMS)は,思 想 的に機能的に優れた特徴をもちな

が らも,ユ ーザ ・サイ ドの業務がこれを活用で きるま でに合理 化 され,体 系化されてい ないため,・

ほ とん ど利用 されていない状況 にある。 ,'

また,多 くの便利な機能 を持 っていることが実際の活用面 ではかえって禍し,プ ログラミングに

おいて特殊なコマン ドを学ばねばな らなかった り,管 理 ・検索 ・レポー ト作成 などの面 で,い ろい

ろな複雑な働 きを盛 沢山 システム側 に負わせ るため,処 理時間がべ らぼ うにかかってしま うとい う

欠点がある。そこでMASCOAで は,コ ンピュー タニ ュース提 供サー ビスとい う面 か ら,こ の シ

ステムに必要 な最小 機能 を設定し,FASP言 語 を用いてシステムを構築 して記事情報提供 サー ビ

スのための検索実験 を行 な うことにより,.デ ー タの格納 と検索の面から処理効率 の向上 を画 るこ と

にした。

MASCOAで は,キ ーワー ドを.自然 語で もち,こ れ らのキーワー ドの シソーラス体 系 と し て

階離 造 を作 。 て い る.キ 弓 一 ドには,そ れぞれに対応した論理 ・一 ドがつけ られ てお り・ そ

れ らを管理す るために シソーラス ・フ ァイルを設けた。 また,デ ー タとキー ワー ドを結 びつけ るた
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め,イ ンバ ーデ ッ ド・フ ァイルを作成 した。 インバーデッ ド・フ ァイルでは,論 理 コー ドとデータ

(デ ータ格納番 地)が1対 多の関係で連結 されてい る。

論理 コー ドは8桁 か らなり,頭 の2桁 が レベル1(大 分 類 コー ド),次 の2桁 が レベル2(申 分

類コー ド), .次の3桁 がレベル3(小 分 類 コー ド),最 後の1桁 がレベル3'で レベル3の 関連 デ

ータとなってい る
。

検索は,自 然語 でタイプライタか ら問合せ るこ とに よ り,シ ソー ラス ・テー ブルで自然語 のキー

ワー ドを論理 コー ドに変換し,イ ンバ ーデ ッ ド・フ ァイルかち指定の論理 コー ドを探 しだせ ば そ

こには求め るデー タの格納 番地が示 されている。MASCOAで は,8つ 以 内のキーワー ドをAND

また はORで 結 びつけた論理検索が可能であ る。 条件 に合ったデータは,格 納番地をた どって引 き

出され る。

この システムでは,イ ンデックス部にデータの所在 を示すア ドレス情 報を もってい る他 データ

部においても,ペ ージ情報部 ・レコー ド部な どで 個々のデータの所 在の細 目や,デ ータ ・リンケー

ジのための ア ドレス情報を もってお り,変 則的なインバ ーデッ ド ・フ ァイルの構成 となってい る。

ファイル編成 は,シ ソーラス 。ファイル,イ ンバ ーデッ ド・フ ァイルが共 にシークエンシャル ・

フ ァイルであ る。 データは,キ ー ワー ド群を ブロック単位で格納 したパーテション ド・ファイルで

ある。検索は,キ ーワー ドを昇鷺 に整理 した うえでダイレク ト ・アクセス処理 を行な う。

このシステムの唯一の欠陥は,個 々にデータのメンテナンスがしに くい ことであ る。 しか し,デ

ータ ・べースペ の格納 では通常のデータ処理 におけ るフ
ァイル作成 と同じ位の時間ですむし,検 索

』に お い て は
,ダ イ レ ク ト検 索 の 機 能 を失 うこ とな く,即 時 的 な 処 理 が 可 能 で あ る。

な お,MASCOAの 概 要,デ ー タ の 形 式 シ ソ ー ラ ス の 編成 な ど に つ い て は ,9.2.1節 を 参 照

さ れ た い 。 ま た,フ ァイ ル 構 造 に っ い て は, .45-SOO1「 経 営 予 測 の た め の デ ー タ ・マ ネ ジ メ

ン ト」 の5.3節 を参 照 さ れ た い 。

(2)シ ソ ー ラ ス ・フ ァイ ル

シ ソ ー ラ ス ・フ ァ イル は,イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァイ ル 作 成 お よ び検 索 に お い て,自 然 語 の キ ー ワ

ー ド と論 理 コ ー ドの 変 換 を 行 な う た め に 必 要 で あ る
。 フ ァ イル は,デ ィ ス ク ・パ ッ ク を 使 用 し,順

編 成 で シ ソ ー ラ ス ・フ ァイ ル を 作 成 した 。 デ ィ ス ク ・パ ッ ク に 登 録 す る 前 処 理 と して ,カ ー ドか ら

磁 気 テ ー プヘ キ ー ワー ドを 移 し,そ れ らの キ ー ワ ー ドをEBCDICコ ー ドのASENDINGec

ソ ー トす る。 こ の ソ ー トは,イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル を作 成 す る 際
,自 然 語 の キ ー ワ ー ドか ら論

理 コ ー ドへ 変 換 す る た め に便 利 で あ る。

ま た,検 索 を 行 な う際 に,目 的 の キ ー ワー ドを サ ー チ す る 時 間 を 短縮 す る た め に,シ ソ ー ラ ス ・

フ ァ イ ル 作 成 時 に お い て 相 対 ブ ロ ック に 対 し て 割 当 て られ た 情 報 を 磁 気 テ ー プ に 出 力 す る。 こ の 磁

気 テ ー プ 記 録 を イ ン デ ッ ク ス ・テ ー プ ・フ ァ イ ル と呼 ぶ 。
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図9.2.12.専 用 シ ス テ ム:MASCOAの シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト
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(3)イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル

イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル とは,イ ン デ ッ ク ス の フ ァ イル の キ ー ワ ー ドに 対 応 し て,い く つ か の

関 連 す る デ ー タが 格 納 され て い る フ ァイ ル が 存 在 し,キ ー ワ ー ドと デ ー タが ア ドレ ス 情 報(直 接 ア

ドレ ス ま た は 間 接 ア ド レ ス)で 結 ば れ て い る フ ァ イ ル 構 造 を い う。 この シ ス テ ム に お け る イ ン デ ッ

ク ス 部 は,マ ス タ ・イ ン デ ッ ク ス とい う形 で 存 在 し,1ト ラ ッ ク:1ペ ー ジ と し た ペ ー ジ構 造 にお

い て,レ ベ ル1の コー ドの 全 て に これ ら の ペ ー ジ を 割 付 け る。 各 ペ ー ジ に は,そ の コー ドに 属 す る

デ ー タ が 格 納 され て い る ペ ー ジ情 報(1ペ ー ジ:1ア ドレ ス と し た相 対 ペ ー ジ ・ア ド レ ス)を 記 録:

し て い る 。 こ こ で い う レ ベ ル1と は,論 理 コ ー ドの 上 位2桁 の こ と で あ る 。 マ ス タ ・イ ン デ ッ クス

に は,デ ー タ部 の ペ ー ジ情 報 を 記 録 し て い るが,そ の 他 に ペ ー ジ 内 に お け る デ ー タ の 位 置 と そ の レ ・
●

ベルに関す るデー タ数 も同時に記録してい る。

マスタ ・インデ ックス部の構成

レベル1

レベル2

00 /
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デ デ デ
`

1 | 1
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タ
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タ

数

＼
ぺ レ

1 コ

ジ 1
1

ド 」

9

●

データ先頭 ア ドレス とは,ペ ージ内におけ るレベル3の デー タの最初 の位置のこ とである。

データ部は,ペ ージ情報部とレコー ド部か ら成 り,ペ ージ情報 部の先頭 には レコー ド数が記録 さ

れてい る。この レコー ド数e('は,1ペ ー ジ分 のデータ ・レコー ド数が記録 されてい る。 これは,デ
』
一夕部にペー ジ情報部 とレコー ド部が同一 ページ内 に存在す るため,レ コー ド部のスター ト番地 を

計算す るうえで必要なためである。 ポインタの数を示すのは,1デ ータに最大3個 以内のポインタ

がつ け られてい るためであ る。

データ部の構成
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レ コ ー ド部 の 構 成
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また,レ コー ド部 の各 データの先頭にあるページとレコー ドは
,検 索終了後デー タを抜出すため

に使われ る。

レベル1・ コー ドおよび レベル3コ ー ドは
,検 索時において検索 テー ブルに格納 し,次 の条件が

ANDの 場 合に参照す る。

リング ・ペー ジは,同 じ属性のデータが次のペ ージにあ る場合 を考えて付加 えてある
。

リング ・レコー ドは,同 じ属 性の データが どこにあるかを示す もの で
,次 の データの位置 を示 し

てい る。 この システムでは,フ ァイルの構成図に も示す通 り,デ ータの内容 が格納 されてい る領域

に もア ドレス情報が存在する という変則的な インバ ーデ ッド ↑ファイルを構成 してい る
。図9.2.

15に イ ンバーデ ッ ド ・ファイル作成 プ ロセ スを示す。

(4)検 索 の方法

最初に検索時 におけ ろインデックスの参照について述 べる と,キ ーワー ドが レベル1の 場合は,

マ スタ ・インデ ックスを レベル1の 論理 コー ドでサーチ してペー ジ先頭 ア ドレスおよび データの先

頭番地 を知 る。 マスタ ・インデックスよ りページ ・ア ドレスを得 たな らば 次 にデー タ部分 を参照

す る。 データの参照 は,タ イプインしたキーワー ド(D論 理 コー ドが検索す る論理 コー ドの申で一番

小 さい とき,あ るいは前回 タイ プインした キー ワー ドの論理 コー ドが,現 在 タイプインしたキー ワ

ー ドの論理 コー ドよ りも小 さい ときにのみ行な う
。

また,キ ーワー ドが レベル3の 場 合は,ま ず,論 理 コー ドの レベル1の 部分 でマスタ ・インデ ッ

クスをサーチす る。 次 に,マ スタ ・インデックスよりペー ジ ・ア ドレスを得 て データ部 を参照 す る
。

すなわ ち,デ ータ部の フォーマッ トよ りレコー ド数 とポインタ数 を知 り,計 算によ りデータの位置

を求めることにな る。ポイ ンタの抽出は,レ ベル3コ ー ドか ら行なう。キー ワー ドが レベル3で あ

るにもかかわ らず,ま ずレベル1の コー ドでサーチするのは,レ ベル3の 情報が レベル1の 中 に細

目として存在す るためである。

検索で指示す るキー ワー ドは,8個 以下 の複数個であるので,MASCOAで は これ らcl)検索キ

ーの個数だけテーブルをサーチ しなければな らない
。サーチは,マ スタ ・インデ ックスにおいて論

理 コー ドの小 さい順 に行 なわれ る。これ は,論 理 コー ドの小 さい順 にデー タ部のポインタがっ け ら

れているためで ある。
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次 に,検 索 方 法 に つ い て 述 べ る と,最 初 に キ ー ワ ー ド を タ イ プ イ ン す る場 合 は,,該 当 す る ペ ー ジ

・ア ド レス よ りポ イ ン タ を 抽 出 す る。 キ ー ワ ー ドが レ ベ ル1な らば そ の ペ ー ジ 内 の ポ イ ン タ は 全

て 該 当 す る。 キ ー ワ ー ドが レ ベ ル3な らば ま ず,マ ス タ ・イ ンデ ッ ク ス の レ コ ー ドの レ ベ ル1の

部分 か らペ ー ジ ・ア ドレ ス を 知 り,デ ー タ 部 の レ ベ ル3の ポ イ ン タの レ コ ー ド数 を サ ー チ す る。 該

当 し た ロ ン タ は・ 検 索 テ づ ルee格 納 し チ ・ ・ ク'ビ ・ ト をON`・ す る・ チ ・ ・ ク.・ ビ ・ ト

ONと は,検 索時に該 当した データのポ インタを検索テ:一ブルに格納 す るが,後 に該 当した こと'る

知 るためにコー ド化 テー ブルのポ インタに印をつけてお く。これがチ ェック ・ビットONで あ る。

検索が全 て終った段階で,チ ェ ック ・ビッ トONに な っているもの を集めれば,そ れが検索 する情

報であ る。

2回 以降のタイプインについては,レ ベル3の キーワー ド検索について述べ る。,

AND検 索 を行なう場合は,キ ーワー ドに対応する論理 コー ド群の中か らレベル1の 一番小さい

ものを取 出し,前 回行な った検索 の論理 コー ドとの間で大小を比較す る。

前回検索の論理 コー ド<今 回検索の論 理コー ドの場合は,検 索 テー ブルの レベル3の 部分 を

今回 タイプインしたキー ワー ドで サーチ し,合 致 しておれば前回のキーワー ドの中 に今回のキー ワ

ー ドがあつた ことにな り
,ANDの 条 件が成立 した ことになる。 このとき行 なうサーチの回数 は,

タ イプインのキー ワー ドの数であ る。該 当コー ドに対 しては, .チェ ック ・ビッ トをONに す る。

前回検索の論理 コー ド 〉 今 回検 索の論理 コー ドの場合は,今 回タイ プインしたキー ワー ドの

論理コ・一 ドにおけ るレベル 江のペ ージ ・ア ドレスを得て,そ のページ内の全 てのポインタを検索テ

ーブルに一時 記録 し
,前 回の コー ド化テー ブルよ り取 り出して,検 索テーブルの中か ら前回の コー

ドと合致 した もの を探 しだす。合致 したものについては,コ ー ド化テー ブルのチ ェッグ ・ビッ トを

ONに す る。

OR検 索 を行なう場合は,該 当ペ ージをコー ドし,検 索テー ブルに追加 する。 ポインタの抽 出は,

論理 コー ドの レベル1の マスタイ'ンデ ックスよりページ ・ア ドレスを得て,そ のペー ジ内の レベル

3の デ ー タ との突合せ を行 ない,一 致 していれば検索テーブルにポインタを追加す る。 このときチ

チ ェック ・ビッ トをONに す る。

禽

/
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9.3サ ブ シ ス テ ム:コ ン ピ ュー タ文 献 ・柊 索 シ ス テ ム(MASCOL)

(1)MASCOLの 概要

コ ンピュータ文献 ・検索 システム(MASCOL)は
,国 内 または海外の コンピュータに 関す る

雑誌や文献 の記事 をデータ ・ベースに蓄積し,管 理す ることによ り,必 要 とす る文献の名称 発行

日,著 者名,掲 載頁,題 名,分 野 を適時提供サー ビスする情報検索 システムであ る。MASCOL

で管理する雑誌 ・文献 の範 囲は,お おむね次の7項 目に大別で きる。

① ハ ー ドウエア と製造技術

② ラフ トウエァと製作技術

③ 周辺科学 と応用技術

④ シ ステム開発

⑤ 情報処 理部門の運 営 と管理

⑥ 政策および経営

⑦ 要員教育

MASCOLで は,こ れ らの 雑誌 ・文献 を分野別分類 コー ドで整理 した り,そ の内容 を最 も良 く .

表 わす語 または句 を題名の中か ら1個 または2個 抽出 してキ ーワー ドを決定 してい る。 入力データ

は,こ れ ら分類 コー ドや用語 のキー ワー ドに雑誌 ・文献 コー ド,発 行年 月,掲 載真 題名,著 者名

を組合せて1レ コー ドと'している。 データは,固 定長の項 目で構成 しているtJジ ステムは,汎 用 デ

ータ ・マネジメン ト・・システムRAPIDを 使用 し,デ ータ ・ベー スを作成 して,集 団磁気ディス

クFACOM471KでMASCOLデ ー タを管理している。MASCOL用 の ファイルには,お

よそ100,000件 の データが収容 できる。 フriイ ル編成は,RAPIDが そ の機能 として保 有す

るランダム ・アクセス ・フ ァイルである。

キー ワー ドのシ ノー ラスは,現 在の ところもって いない。その理由 は,MASCOGと 同様,用

語の体系化が難 しいためである。 これ を補 うものとして,MASCOLに は分野 別分類 コー ドが用

意されているが,こ の分野 は重点分野 という意味で,コ ンピュータに関連す る際立った分野 を32

と りあげ,雑 誌 ・文献 に最 も合 った分野のコー ドを分類 コー ドとしてこの中か ら採用 してい る。

検索のた めのキーワー ドは,期 日,分 類 コー ド,用 語 な どを合せ て6個 以内であれば,い くっで

も指定で きる。キー ワー ドを6個 と制限したのは,MASCOLに おけ る検索では3～4個 のキー

ワーード指定が多いこと,ペ ージ ・バ ッファをCPUメ モ リ上に できるだけ大 きくとり,レ スポ ンス

・タイムを短縮す ることな どによるた めであ る
。検索機能 としては,MASCOAと 同様AND

(・)とOR(+)を もち,こ れ とキーワー ドとを組合せて,自 由に利用者が指定で きる。た とえば,

(4'4+45+46)・(シ ステム開発)・(MIS)・(撒 工業)は,「 機械工業{とおける

MISの システム開発」 にっいて掲載 した もので,44年 ～46年 に発行 され た雑 誌 ・文献 か ら検

索す るとい う意味 であ る。

データの管理 検索,お よび報告は,全 て英数字 ,カ ナ文字を用いて行な う。端末機は,タ イプ

ライタ,ラ インプ リンタ,ま た緊急 を要 さない場合は,必 要に応 じて電 算写植編集 システムを利用
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することがで きる。MASCOLは,MASCOTモ ニ タの下で稼動す る検索 システムであ るが
,

現 在は他のサブシステム との間 の連 繋を もっていない。コンピュータ用語の シソ・一ラスがで き
,専

用のオンライン ・サービスの システムができた時点 では,当 然 これ らのサブシステム間の有機性は

必要になろ う。

出力項目

キーワード
検索条件

発行年月
文献内容

著者名
出 所

掲載項

誓
問
紙
質
用

◎
◎

入力項目

!劃

検 索 シ ス テ ム

電算写植

編集 システム

変換

テープ

管理統計

(情報の発生

分野別分類 と
用語の整理

雑誌 ・文献

1)ll,111111

利用統計
(情報の利用

ターデ}
加
正
去

追
修
消

カ ー ド

読取装 置

磁気

テープ

装 置

口o

〔〕目 〔〕〔〕 〔ヨ

、

図9.3.1 コ ン ピ ュ ー タ 文 献 ・検 索 シ ス テ ム:MASCOL
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② デ ー タの 収 集 方 法

現 在,発 行 さ れ て い る 雑 誌 ・文 献 か ら 国 内 約100種 類,海 外 約40種 類 を と りあ げ,そ の 中 か

ら コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る情 報 を 選 定 し て 入 力 デ ー タ の た め の 資 料 と し た。 国 内 資 料 は,事 務 管 理,

事 務 と経 営,デ ー タ通 信,情 報 科 学,組 織 科 学,数 理 科 学,コ ン ピ ュ ー タ ・レポ ー ト,コ ン ピ ュ ー

トピ ア,日 経 エ レ ク トロ ニ ク ス な ど の 雑 誌 が お もな も の で あ り,コ ン ピ ュ ー タ重 要 語 索 引 集(情 報

科 学 研 究 所)な どか ら引 用 した 。 海 外 資 料 は,Automation,BehavioralScience,

BusinessAutomation,Co㎜unicationsofTheACM,Datamation,

Managementscience,SoftWareAgeな どの雑誌 を中心に海外雑誌 ・文献情報(日

'本 能率協会)か ら引用した
。 『 ・ ◆

これ らの資料 を基 に,ま ず文献の名称,掲 載頁 発行年月,題 名(タ イ トル)を 資料表 に整理 し

た。 データの転記には,コ ンピュータに入力可能な英数字,カ ナ文字 を用いた。次に,転 記 され た

資料表の個 別のデータにつき,そ の表題 を最 も良 く表わす分野 を分野別分 類 コー ド表か ら選び出し,

その番号 を資料表 に記入した。 さ らに,そ の表 題の中か らキーワー ドとなるべ き重要語 を,語 また

は句の形で抽出 し,資 料表に記入 した。用語については,イ ンデ ックス ・テーブルに登録 されて い

るか どうかをチ ェッグし,同 音異語,異 音同語,関 連語な どを整理 してテー ブルを修正した。整 理

の済んだ入力デー タは,用 語 データ;文 献データ,継 続 デー タの3種 類のカt－ドに納めた。継続デ

ータは
,題 名 が66文 字 以内に納 ま らない場合に使用 す るもので,継 続 番号 を記入して2枚 まで追

加す ることカSできる。 これ らデータのカー ド ・ラォー マッ トは,次 め通 りである。

用語 データ

文 献 コ.一 ド

3桁

掲 載 頁

4桁

用 語

(1)

32桁

用 語

(2)

32桁

文献データ

◎

'

文献 コー ド 掲 載 頁 継 続 番 号 発行 年月 分類 コー ド 題 名

' (タ イ トル)

3桁 4桁 1桁 4桁 2桁 66桁
」

継続デ ータ

文献 コー ド

3桁

掲 載 頁

4桁

継 続 番 号

1桁

題 名 の 続 き ,

66桁
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(3)デ ー タ ・リンケージの方法

データ ・リンケ ージは,MASCOG同 様 考えていない。 デtタ ・リンケー ジを造 りあ げる方法

として,一 つは語源か ら用語の構成 を体系化 して シソー ラスを造 るや り方であ り,も う一つは活用

面か ら分類整理し体系 化して シソーラス を造 るや り方である。 前者は,国 語問題 を研 究してい る機

関で早 くか ら着手 されていなが ら,MASCOTで これ らの技術 を応用 で きる段階には至 って いな

い。 また,後 者では,情 報処理用語のJISは す でに造 られたものの用語 の数は少な く,コ ンピュ

ータの分野 で使われてい る用語のほとん どが まだ標準 化されていない
,な どコンピュータ用語 の体

系 化はむずか しい状態にあ る。 このよ うな状況の なか で,MASCOLに お いて,こ の システムを、

利用 して もら う人達 に満足 して もちえ るコンピュータ用語の シソー ラスを作 りあげることは,不 可

能に近い もの と判断した ため,あ えて このために労働を費す こどをしなかっ こ。いまだ,コ ン ピュ

ータの分野は 日進月歩その進展が他の分野に比べは るかに速 く
,新 技術,新 システムが続 々 と誕生

してい る。そ こで生 れ る新生語,新 造語,改 良語,俗 語,関 連語,消 滅語 は数限 りな く散在 し,こ

れ らを含めて コンピュータ用語のシソーラスを管理 してゆ くことは,と うてい困難と思われ る。

そこでMASCOLで は,デ ータ ・リンケージと同様,コ ン ピュータ文献の うち比較的利用者 の

多 いマクロ的 な位置1こあ る用語 を整理 し,重 点用語 として,そ れ らに関す る情報を提供サービスす

ること も重要であると思われ るので,重 点分野別分類コー ドを設定 し,こ のコー ドを指定す るこ と

によ り,一 般の検索用 語よ りも簡単 に早 く検索手続 きを済ませ,報 告を得 ることがで きるような機

表9.3.1MASCOL用 分 野呂扮 類 コー ド

01 政 策 18 ロ ボ ッ ト

02 経 営 19 制 御

03 情報化社会 20 オ ン ラ イ ン

04 人間と組織 21 デー タ通信

05 創 造 性 22 コ ン ピ ュ ー タ

06 意思決定 23 ミニ コ ン

07 未来問題 24 フ ァ ク シ ミ リ

08 流 通 25 マ イ ク ロ フ ィル ム
、

09 自動化,省 力化 26 図形処理

10 情報処理 27 情報検索

11 シ ス テ ム 28 シ ン ク タ ン ク

12 公 害 29 OS

13 標 準 化 30 プ ロ グ ラ ミン グ

14 教 育 31 プ ログラム言語

15 手 法 ・方式 32 デ ータの管理 と帳表作成

16 周辺科学

17 予 測 50 その他
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能 をシステムにもたせた。 これ らの重点語の主 なものは,経 営,情 報化社 会,未 来問題,人 間 と組

織 システム,情 報処理,デ ータ通 信,コ ンピュータ,プ ログラ ミ')グ な ど32語 であ る。

MASCOLで は,さ らに的確な情報を検索す るために〆特定 の用語と組合せて キー ワー ドを指

定することにより,よ り利用 目的に合致 した雑誌や文献を探 し出すことがで きる。 なお,用 語の イ

ンデックス ・テーブルは数字が アセ ンディング順 英字が アル ファベッ ト順
,カ ナ文字は50音 順

に整理 した。

(4)フ ァ イ リングの方法

〔データ ・ベースの定 義 〕 データ ・ベースの定義は,汎 用 データ ・マネ ジメン ト・システム:

RAPIDユ ー ティ リテ ィRPDDESPの 指 定に基 でいて行 な う。

デ ー タ ベ ース

定 義 カ ー ド

デ ータ ベ ー ス

(MASCOL)

DISCRIPTION

メ ツセ ー ジ

ス
ト
ー
ス

ベタ

リ
一
義
デ
定

'

■

図9.3.3 MASCOLに お けるデータ ・ベ ースの定義

〔データ ・ベースの構造 〕 キーワー ドは,分 類 コー ドと用語 か ら構成 してお り,分 類 コー ドと,

文献内容 を記録す るマスタ ・レコご ドとは,リ ングで結合 している。用語 インデ ックスは,ラ ンダ

マイズ'レ コードとして登録 している。用語 とマスタ ・レコー ドとの関係は,用 語 を登録す る際に,マ

スタ ・レコー ドの ア ドレス情 報を得る ことによって結合 してい る。

ここで,こ れ らの関係 をさ らに細かに述べ ると図9 .3.4の 右 側の関係にみ るよ うに,分 類コー ド

をページ指定す るための レコー ド ・タイプ(DIVCODE),文 献 内容 を格納す るための レコー

ド・クイ プ(MRECODE),文 献 内容を追加 し継続す るためのレコー ド・タイ プ(REPRE

CORD)を,各 々 階層的に リングで結合 してい る。一方,図 左 側をみると,用 語 インデ ックスは

.あらかじめEBCDICコ ー ドでソー トされ てい るものを使用す るので,こ れを ランダマイズ ・レ

コー ドと関係づけをための レコー ド ・タイプ(DUMRECORD)
,用 語 インデックスをライダ

ー111 -'
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「

____________________________」

MAS .COLに お け る デ ー タ ・ベ ー ス の 基 本 構 成

マイズ ・ルLチ ンを通 し格納 す るための レコー ド ・タイプ(WDRC),用 語 と文献内容 とを関係

づけるため文献内容が格納 されてい るマスタ ・レコー ドのア ドレス情報 を得 るレコー ド ・タイプ

(ADCODE)を,各 々 階層的 にリングで結合 してい る。

_____________________一 二 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 「「 　 一 ー

サ ブリング

1.1
|

」___二_一 一ーーー一一ー

レ コ ー ド ・タ イ プ名

DUMRECORD;キ ー ワ ー ド ・ソ ー ト用 ダ ミ ー ・レ コ ー ド

WDRC;用 語

ADCODE';MRECORDの 格 納 ア ド レ ス情 報

DIVCODE;分 類 コ ー ド

・'MRECORD:文 献 内 容

REPRECORD;継 続iriコ ー ド.・

図9.3.5デ ー タ ・べ 「 ス の 構 造

〔デ ー タ の 格 納 〕 ① 用 語 イ ン デ ヅ ク ヌ の 登 録:登 録 す る 用 語 イ ン デ ッ ク ス'テ ー プ は・ 全 キ ー

ワ ー ド32桁 がASENDINGで:7ー トさ れ て い る もの を 使 用 す る。MASCOLに お け る用 語
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⑨

インデ ックスは,MASCOA同 様 ランダマイズ ・レコー ドとして格納す るため
,ダ イ レクト検索

が できる。また,用 語があ らかじめソー トされていることにより,ラ ンダマイズ ・ルーチ ンのアル

ゴリズムで生ず るア ドレス指定 でも,そ れ らの用語はデータ ・ベースのペー ジに関連的に格納 され

るので,バ ッファへのアクセ ス回数 を減 し,検 索を速め る意味 で効果的 であ る。 ランダマイズにお

けるシノニムは,RAPIDシ ステムの ランダマイズ ・リス トを利用 しそ適 当な処置を 行 な う
。

RAPIDの ユーテ ィリティによ り,登 録した用語やエ ラー情 報はプ リンタヘ リス トす る。

●

図9.3、6 用語インデックスの登録

`

◆

②文献内容の格納:格 納 デー タと用語のインデックス ・テー ブルとのチェ ックは,格 納 データ1

文 献につ き1～2個 の用語(キ ー ワー ド)を もってお り,そ れ らの用語が インデ ックス ・テーブル

に登録 されてい るかど うかを調べる ものである。キー ワー ドが登録されていない レコー ドについて

は格納処理は行なわず,デ ータ ・エ ラーとして リス トす る。文献内容を記録す るマスタ ・レコー ド

(MRECORD)は,分 類 コー ド別に リングで結合するとともに,文 献 内容 を補足す る継続 レコ

ー ドとサブリングをっ く
ってい る。 マス タ ・レコー ドを格納 した アドレス情報(リ ファ レンス ・コ

ー ド)は
,用 語 インデ ックスと関連づけ るためADCODEへ 登 録す る。格納した データは

,キ ー

ワー ドとともにRAPIDユ ー ティ リテ ィを使用して リス トし
,そ の状況 を確 認す る。
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図9.3.7デ ー タ の 格 納

(5)検 索 の方法

検索は語 または句か らなる用語,ま たは分 類コー ドをキー ワー ドとして行な う。 問合せは端末 タ

イプライタか ら行 ない,応 答 はその件数 の多少によ りラインプ リンタまたは端末 タイプライタに行

な う。緊 急を要 しない場合 は,電 算写植編集 システムにより漢 字出力 もで きる。検索方式は,・簡単

な専用言語を用いた会話 方式 で行 なう。 キー ワー ドとデー タとの関係 は,図9.3.8の 通 りであ る。

問合せによ り,キ ー ワー ドがインデックス ・テーブルに登録 され ている場合には,検 索条件に従

ってその命令を実行し,登 録 され ていない場合 には,イ ン プッ ト・エラーとしてその旨をタイプラ

イタ表示す る。用語は,ラ ンダマイズ ・レコー ドとして格納 されてし〕るので,検 索はダイレ ク ト・

サーチで きる。分 類 コー ドの検索は分類表を参照 し,イ ンデックス ・ア ドレス情報を求めて行な う。

インデックス ・ア ドレス情 報 とは,DIVCODEe(格 納 されてい る分類コー ドの リファレ ンス ・

コー ドであ り,リ ング ・マ スタのポインタであ る。

キー ワー ドが登録されてい るものについては,リ ング検索を行ない検索件数め表示 を得 る。 検索

結果の報告を受けたい場合は,出 力 の様式 と実行命令 を指示すれば,検 索条件,出 力件数,文 献内

容などが リス トされ る。すなわ ち,検 索実行の命令 を指示す ると,PRIORオ プ ションの機能 に
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イ ン デ ッ ク ス ・テ ー ブル

キ ー ワ ー ド(50音 順)

コ ア メ モ リ

公害 対 策

個 人 コ ー ド

コ ン ピ ュ ー タ

分類 コー ド

⑨

磁気 ドラム

主記憶装置

自 動 化

省 力 イヒ
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記事情報 レ コー ド

一 、
、 古

、

A

、

、、×A

ド ド

レ レ

ス ス

指 計

ψ 阜、

意思決定

来来問題

流 通

自動化,省 力化

＼

1|＼

出 典 コー ド 発行年月 整 理 允 分類コード キーヴー ド① キーワー ド② 雑 誌 ・文 献 ・タ イ トル

(3桁) (4桁) (4桁) (2桁) (32桁) (32桁) (66,132198桁)

船舶の超自動化と
例→ 030 4507 0013 09 自動化 コンピュータ コンピュータ」 今村宏

1レ コ ー ド

頃

●

図9.3.8MASCOLに お け る キ ー ワ ー ドと デ ー タ との 関 係

よ り逆順の リング検索が行なわれ,ア ドレス情報 としてのペー ジやレコー ド番号な どの リファレン

ス ・コー ドを探 し出し,ア ウ トプ ット・エ リアに文献データが導かれ て出力され る。 この一連の検

索 プログラムは,図9.3.9に 示 す通 りであ る。

検索指示および表示は図9.3.10の よ うな方法 で行な う。

図9.3.10の 例 では,機 械工業におけ るMISの システム開発 につ いて掲載 されている記事を

44年 ～46年ec発 行 された雑誌文献の中か ら検索する場合 の指示 とその表示方 法であ る。

まず,ス テップ1で44年 ～46年 の 文献情報を問 えばst525件 あ るとい う応答 がある。

ステップ2で は,ス テップ1の 条件の もとに システム開発が何件 あるか とい う問に対 し,54件

という応答である。

ステップ4で は,ス テップ3の 条件の もとで機 械工業の情 報が何件あるか とい う問に対し,2件

という応答であ る。

ステ ップ5で は,ス テップ4の 結果の報告を受けたいので,そ の情 報をタイプライタに出力で き

るよ うにせ よとい う指示であ る。

ステップ6は,検 索の結果 の出力 を実行せ よとい う命令であ る。
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検 索 要 求
イ ンプッ ト

CO1

キーワー ト

登 録 され て
・る か

キ ー ワ ー ド検 索

CO2

検索情報表示

キ ー ワ ー ド

フ ァ イ ル

〉 ラー表示

句

号

● 「

令



●

「
1メ イ レ イ ケ ン サ ク キ ー
L____一___

、

Q

P

R

(44.01.01-46.12.31)

1,シ ス テ ム カ イ ハ ッ

2,MIS

3,キ カ イ コ ウ ギ ョ ウ

4,R

「

ケ ン ス ウ

525

54

8

2

ス テ ッ プ

-
⊥

2

3

4

5

ρ0

L問 合せ指示項目 LMAsc。 。か らの表示項目

(T:期 間 指定*:AND機 能 十:OR機 能P:印 書命令R:タイ プラ イタへ の出力指示RQ:出力 実施命令)

図9.3.10 MASCOLに おける検索指示 と表示例
"

●

●

MASCOLに お け る検 索 は,だ い た い 以 上 の よ うな ス テ ッ プ を 踏 ん で行 な うが ,検 索 結 果 の 報

告 書 の 出 力 様 式 に つ い て は,図9.3.11の よ うな3っ の タ イ プ の 形 式 で 表 示 で き る。

(6)メ ン テ ナ ン スの 方 法

MASCOLIこ お け る メ ン テ ナ ン スは,大 別 し て,キ ー ワ ー ドの メ ン テ ナ ン ス と デ ー タ ・ベ ー ス

の メ ン テ ナ ン ス に分 か れ る。

〔キ ー ワ ー ド'メ ン テ ナ ン ス 〕 キ ー ワ ー ドの メ ン テ ナ ン ス は,消 去 処 理 お よび 追 加 処 理 に よ っ

て行 な う。 修 正 処 理 は,キ ー ワー ド格 納 フ ィ ー ル ドが ラ ン ダ マ イ ズ ・フ ィ ー ル ドで あ るた め,

PAPIDの 規 定 上 こ の 機 能 が 使 え な い こ とか ら消 去 ま た は 追 加 処 理 で 代 行 す る。

消 去 処 理 は,消 去 キ ー ワ ー ド を レ コ ー ド ・タ イ プエ リア に セ ッ トし,リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ドを サ

ー チ し た うえ で
,レ コ ー ド ・タ イ プ の もつRTCSエ リア に そ の リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ドを セ ッ トし

て,消 去 コ マ ン ド(DELETE)で 実 行 す る。

追 加 処 理 は,キ ー ワ ー ド登 録 ル ー チ ン と 同 様 に して 行 な うが ,同 一 の キ ー ワ ー ド登 録 を選 る た め,

あ らか じ め キ ー ワ ー ド ・チ ェ ッ ク を し て か ら処 理 を行 な う。 メ ン テ ナ ン ス し た キ ー ワ ー ドは プ リ ン

タ へ 出 力 し,そ の 状 況 を 確 認 す る。

〔デ ー タ ・ベ ー ス ・メ ン テ ナ ン ス 〕 マ ス タ ・デ ー タ の メ ン テ ナ ン ス に は,消 去 処 理,修 正 処 理

追 加 処 理 が あ る。 メ ン テ ナ ン ス処 理 を行 な う に は,メ ン テ ナ ン ス ・デ ー タ の ア ドレ ス 情 報 を イ ン プ

ッ ト しな け れ ば な らな い。 ア ド レ ス情 報 は,デ ー タ格 納 ル ー チ ン で 出 力 し た リフ ァ レ ン ス ・コ

ー ドで あ り
,メ ン テ ナ ン ス は,こ れ らの コ ー ドを参 照 し,キ ー ワ ー ド に リ ン グ さ れ て い る キ ー コ ー

ドと 関 連 づ け て 処 理 を 行 な う。

消 去 処 理 に は,格 納 ル ー チ ン で リ ス ト し た リ フ ァ レ ンス ・コ ー ドと キ ーーワ ー ドの 情 報 が イ ン プ

ッ ト ・デ ー タ と して 必 要 で あ る。 消 去 処 理 は,リ フ ァ レ ンス ・コ ー ドを マ ス タ ー ・デ ー タの レ コ ー
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① 端末 タイプライタによ る出力様式例

ケ ン サ ク ジ ョ ウ'ケ ン(45十46)*(ミ ラ イ モ ン ダ イ)*(ソ ウ ゾ ウ セ イ)

タ イ トル:ミ ラ イ ガ ク ニ オ ケ ル ソ ウ ゾ ウ テ キ コ ン トン ー ヒ カ ク ミラ イ ガ ク

ノ タ チ バ カ ラ 」 サ イ トウ セ イ イチ ロ ウ

ソ ユ ッ ァ ン ジ ョ ウ ホ ウ カ ン リP.0022

ハ ッ コ ウ ネ ン ガ ッ ピ:45 .07

② 電算写植編集 システムJEM3850に よ る出力様 式例

検 索 条 件:(公 害)*(コ ン ピ ュータ)

題 名:公 害 と戦 う ・ゴンピュータは公害追放 の武器た り得 るか」 臼井健治

雑誌文献名:コ ンピュー トピア 頁0025

発行 年月45年9月

③ ラ イ ン プ リ ン タ に よ る 出 力 様 式 例

ケ ン サ ク ジ ョ ウ ケ ン:(45.09)*(オ ン ラ イ ン)テ イ キ ョ ウケ ン ス ウ016

セ イ ユ ジ ョ ノMISト オ ン ラ イ ン ・コ ン ピ ュ ー タ」 セ キ マ ナ ブ(COMPUTER

REPORT,POO21,45.σ9)

セ イ サ ン ノ オ ン ラ イ ン シ ス テ ム ー シ ン エ イ キ ミッ セ イ テ ッ ジ ョ ノ ゼ ン ボ ウ」 ノ サ カ ヤ ス オ

(ケ イ ・ ウ,P.0039,45.09)

オ ン ライ ン シ ス テ ム ノ セ ッケ イ ト ジ ッサ イ(6)」 ノ グ チ ア キ オ(ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ.ン,

P.0081,45.09)

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム ノ パ フ ォー マ ン ス ソ ク テ イ ト ソ ノ ジ ツ レ イ」 ア イ ザ ワ タ カ シ,ハ ギ モ トタ

ク ゾ ウ('ビ ジ ネ ス コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン,P.0068,45.09)

図9.3.11MASCOLに お け る 出 力様 式
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ドタイプにおけるRTCSエ リアにセ ットし,消 去コマン ド(DELETE)に よって行 な う。こ

の際に,下 位 レベルにリングされた題名の継続 レコー ド(REPCORD)を も同時 に消去す る。

また,キ ー ワー ドとリングしてい るADCODEは,キ ーワー ド検索 および リング検索 を行なっ

て該 当す るものを探 し出 し消去す る。

修正処理は,リ ファレ ンス ・コー ドをRTCSエ リアにセッ トし,デ ータ ・フィール ドのエ リア

に修正すべ きデータをセ ッ トして修正 コマン ド(MODIFY)に よ って実行すれば
,同 一 ア ドレ

スに新 しい内容 が記録され る。

追加処 理は,デ ー タの格納 と同様の入 力フ ォーマッ トで追加 データを作成 し
,マ スタ ・データお

よびキーワードをPUTRANDOMの コマン ドを用いて格納す る。入力装置は
,デ ータ量に応 じ

て,タ イプライタ,'カ ー ド読取装置な どを使い分 ける必要があ る。

メ ンテナ ンス ・データの処 理状況は,ラ インプ リンタへ 出力 し確認す る。MASCOLに お け る

フ ァイル ・メンテナンスのプロセスを図9 .3.12に 示 す。

●

'

格 納 デ 一 夕

デ 一 夕 ベ ー ス

メ ン テ ナ ン ス

メ ンテ ナ ンス

デ 一 夕 リス ト

メン テ ナ ンス

デ 一 夕 入 力

メ ン テ ナ ンス

デ ー タ は?

キ ー ワ ー ド

メ ンテ ナンス

メ ン テ ナ ン ス

デ 一 夕 リ ス ト

キー ワー ド

プ ア イ ル

図9.3.12MASCOLに お け る フ ァ イ ル ・メ ンテ ナ ン ス の プ ロ セ ス
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汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

活 用 上 の 問題 点
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10.汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

活 用 上 の 問 題 点

メーカやソフ トウェア会社か ら提供 されている汎用データ ・マネジメ .ント・システム(GDBMS)

は,デ ー タの管理機能 検索機能 加工機能 レポー ト作成機能など豊 富なユーティ リテ ィの機能 を

もち,し か もプログラ ミングを使易 くす るために特殊な言語を もっているといわれてお り,コ ンピュ

ータ ・ユーザに と
ってはシステム作成上 こめ うえない便利な道具 と思われ てい る。

GDBMSが 発 表 され て久 しいが,し か し,こ れ らの システムをユーザ ・サイ ドで真に有 効に使い

こなしている例はほとん どない とい って もよい。現在 脚光をあび各界で注 目されてい るNASAの

管理 システム,NHKの 番組総括 システム,MEDLARSな どの文献検索 システム,鉄 道 の旅客サ

ービス ・システム
,銀 行の預金管理 システム ・信販のクレジッ ト・サー ビス ・システムな どは全 て専

用 システムであ り,独 自のシステムでデータ ・ベースを創 りあげてい る。

これだけ便利なGDBMSが あ りなが らこれ らが使われていない理由として,GDBMSの デ ータ

'ベ ースに格納 され るまでの前 段階の用意が
,ユ ーザに とってあ ま りに も大 きな負担 にな りす ぎるこ

とであ る。データ ・ベースの概 念として多目的のファイルを有機的に結合 し共通的に管理しなければ

な らないが,こ のためのデータの構成 ・ファイル編成が重要なキー ・ポイン トである。 設計上の不備

が格納 に莫大 な時間 を要 し,メ ンテ ナンスに大 きな労力 をか け る原因とな
ってい る。 また,デ ータの

格納か らレポー ト作成 処理に至 るまで,機 能面で優れた ものを持 ちなが ら十 分な検討を怠 ると,実 際

の活用面ではシステムを運用す る段階で全 く使い ものにな らない とい うことに もな りかね る。

一方
,プ ログラ ミングを容易にす るため,デ ータ・ベースの定義 ・格納 ・検索 ・メンテナンスなど

の機能 において特殊な言語を もってい るが,こ れ らの言語の働 きを理解す るために結構時間がかか る。

どちらか といえぱ,こ れ らのコマン ドは専門家向きの言語 とい えるであろ う。

この実験 の結果判 った ことは,GDBMSの 全 ての機能を業務にフルに発揮 させ よ うと思 うと,現

実には処理時間と労力の点で使い ものにな らな くなる恐れがあ るということであ.る 。 検 策が主体で

あれば格納や メンテナンスの面で機能 を落す必要があるし,レ ポー ト作成 が主体であれば検索やメンテ

ナンの面で機能 を落す必要が あるな どGDBMSの 機能 を十分理解 した うえで使い分けしなければ な

らない。検索時間を速め るためには,複 雑なデータ構造 はで きるだけ避 け,階 層を減 らしポインタを

少な くしなければな らない。 ま た格納 を速めるた めに1ヰ検索 と同様 データの構造はで きるだけ簡単

な ものがよ く,ソ ー トリングは少な くした方がよい。

このようにGDBMSは,必 らず しも活用面か らみて実際的に使い易 いシステムとはなっていない。

しかし,シ ステム担当者がGDBMSの 機 能を十分使い こなせ る技術力をもち,企 業 のシステムが体

系化 されたうえで業務がデ ータ・ベ ースを作成で きる状態に管理 されていれば,GDBMSの 利 用効

果は大 きい ことが疑い ない。データ ・ベースの概念 は,企 業の業務管理において無駄なデータを省 き
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総合的 ・システム的な方向 を確立す る目標として注 目すべ きであ るが,

ス テムの中で使い こな してゆ くとい う努力 もまた必要であろ う。

同時 にGDBMSを 企 業のシ

■
・

,,

◆
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11.カ タ カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム

11.1力 夕 力ナ 漢 字 変 換 シス テ ム の動 向

最近の コンピュータの普及 ・発展 ぶ りには,目 をみはる ものがあ るが,そ れ とともに,わ れわれの

取 り扱 う情報の種類 や量 もまた飛躍的に増大 してい る。

従来の汎用 コンピュー タは:カ ナ文字,英 字,特 殊符号 しか取 り扱 うことができなかったため,コ

ンピュータによ る情 報処理は,お のずか ら計算事務 を中心 とす る数字情報に限定されてきた。 しか し,

情 報処 理分野における文字情報の重要性が認識 され るにつれて,に わかに本来の漢字 を中心 とした文

字情報への要請が高 まって きた。

従来か らの処 理で はコンピュータで文字情 報を扱 う場合,漢 字 をカナに変換することによってか ろ

うじて切 り抜けて きた。 しかし最近,コ ンピュータによ る漢字処理への要請 が高 まっ,てきてお り,漢

字処理 システムの開発がハー ドウェアの面で もさかんに行なわれ,4～5種 類の漢字処理 機器がすで

に開発 されてい る。

コンピュータで漢字 を扱 うとな ると,そ れに付随していろいろな問題がでて くる。 まず,漢 字の数

が欧米に くらべ てべ らぼ うに多い とい うことが あげ られ る。

一般の処理におけ る文字の種類 としては
,最 低5,000字 位 の ものが必要であ ろうと思 われる。 そ

のために インプット/ア ウ トプ ッ トへ の負担 は大 きくな る。 とくに,ア ウ トプッ トは,機 械的に処'

理 するので 問題 はないが,イ ンプットはど うして も人的な要素が100%を し めるので問題で ある。

コ ンピュータで漢字 を処 理す る場合に問題 とな るのは,イ ンプットにその大 きな比重がか け られてい

るとい う点である。

漢字処理のための インプットデータの作成 は,通 常,漢 字 テレタイプによってイ ンプッ トをす るご

従来か らの処理 として,す で に漢字 をローマ字,カ ナ文字に変換 して,コ ンピュータのイ ンプッ ト・

ファイル として とってあ る場合の漢字出力は大変である。 しか し,こ れ もカナ文字 を中心 に したデー

タをコンピュータで 自動的に漢字 に変換で きるとすれば,時 間,コ ス ト,シ ステム,な どの面で漢字

処理への移行は,可 能であ る。,.

この よ うな背景か ら,最 近になって,コ ンピュータによ る漢字処理 システムの活用 を容易にす る方

法の一つ どして,「 カナやローマ字」の入力 をいかに 「漢字 かな混 り文」に変換す るか とい うことが

問題点 となっている。

11.1.1カ タ カナ漢字変換 システムの概略

カタカナ文字 を漢字に変換す るには,次 のよ うな2通 りの場合が考え られ る。

① すでにカナ文 字で漢字かな湿 り文 をイ ンプッ トしてある場合の変換

② 漢字 かな湿 り文 をカナ文字に直 してインプットす る場合の変換

この両者の変換処 理は,い くつかの点で異な る。その大 きな相異は,漢 字 をカナ文字に直 した場合
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におこる。

① 同音異議語

② ワカチ書 き

などの問題によるものであ る。

「同音異義語」 は,カ タカナで 「コウテイ」 と書いた場合

工程,公 定,行 程,考 訂,公 邸,更 訂,肯 定,皇 帝,-校 定,校 訂,校 庭,航 程,高 低,高 弟t・・t…・・

な どこれに対応する漢字が沢山あるので,カ ナを漢字になおす場合 にこのよ うな区分 をどう処理す

るかとい うことであ る。

また,「 ワカチ書 き」 とは,た とえば

ヒルルスバ ンニコイ

とカナで書かれている場合

昼 留守 晩 に来い

なのか

昼 留守番'に 来い

なのかわか らない。 このためインプッ トの段階で分 かち書 きをしなけれはな らない。

づ ま り

ヒル ルス バ ン ニ コイ

ヒル ルスバ ン ニ コイ

とい うよ うな語の区切 りが必要になる。

他 にいろいろな変換上の問題点はあろうが大 きくわけては,こ の2つ のポイ ン トをコンピュータの

なかでいかに処理す るか とい うことが大 きな問題であ る。通常,コ ンピュータでカナ文字 を漢字混 り

文に変換す る場合,こ のような条件 を区分 す るた めあ る種のファンクシ。ン処理 が必要である。

そのため,漢 字かな湿 り文 をカナ文字になおす場 合は,変 換のシステムにあった ファンクションを

あ らか じめ挿 入することができるので問題 はないが,す でにカナ文字化 されてい るデー タについては,

フ ァンクション処理がされていないので変換は大変である。

新 規 デー タ

フ

ァ
ン
ク

シ

ョ
ン
処
理

カナ文 字

イン プ ッ ト

(ユ
〔こ コ
現存 デー タ

〔こ 〕

ファンクション

処 理
Qコ

図11.1.1変 換処理 の典型的な例
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11.1.2入 力処理および自動翻訳

カナ文字 を漢字かな混 り文に変換す るための入力 として,フ ァンクション処理が必要なことはすで

にのべた。 この ファンクション処理は,翻 訳の方式によ りほぼ決 まる。よって,こ こでは一般的に ど

のよ うな翻訳の方式が あるかを述べ以後の システムの参考に したい。

翻訳方法は大 き くわけて

① 文字単位 、

② 語単位

にわかれ る。

11、1.3文 字 単位の翻訳

(D音 ・訓 を個別に区分 する方法

漢字1字,1字 の ヨ ミガナを見出しとするテーブル(辞 書)を 用いて,デ ータのカナ文字 を変換

す る方法である。つ まりヨ ミガナ単位にテーブル とっき合せを行ないデータを漢字1字 分ずつ変換

してい く方式で ある。

この方法では,単 位切 りがど うなるかわか らない。 しか し 「シンデンズジ ドウカイセキソウチ」

(心 電図 自動解析装置)な どで は,ど のよ うに単位切 りされて も困 らない。 この方法の,も っと も

有利な点は 「ヨ ミガナは変わ らない」 とい う点で ある。単語には,新 しい言葉が生 じるが,漢 字 に

は,こ のよ うな ことはない。 この方式では,同 音異義語 の処理が むずか しい とい う欠陥がある。入

力方法の例 をあげ ると,「 この方法で策引す る」 とい う場合には,

※ コノ'ホ ウ ・ホウ※デ ・サク ・イン※ スル/と い うよ うな表現万法 をとる。

(2)音 訓 の両方か ら区分 する方 法

漢字1字1字 の ヨ ミガナを音 と訓の両方か ら,イ ンプットし,音 訓の両方のテーブルよ り一致 す

る語 を選ぶ方法である。

た とえば 「ホ ウ/カ タ」 とい う語に対 しては下記のよ うなテーブルよ り検索す る。

音:報,方,法,砲,芳 …・…・・

訓:片,形,方,肩,型 ………

この方法で索引すると,音 訓両方 より一致 したコー ドを選択できるので同音異義語な どの問題 は

な く変換率 は非常 によい。 ただ しこの方法は,イ ンプッ トの時の手間がかか る。

入力の表現形式の1例 をあげ ると 「この方法で」 は,

※ コノ ・ホウ/カ タ ・ホウ/ノ リ※デ ・'…'…

となる。

(3}ツ ク リやヘンで区分す る方法

この方法は,漢 字1字,1字 をヘンとック リに区分す るや り方で ある。 たとえば 「法」の入力表

現方法 は

・サ ンズイ/サ ル'

とな る。
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この方法はすでに漢字かな湿 りをカナ文字に変換 してあ るデータに関しては適用で きないであろ

う。 また,イ ンプットのパンチ量は多 くな るし,漢 字 をどのよ うなヘンとっ くりにわけ るかの判断

がむずか しい。いずれにして もあま・りよい方法 とはいえない。

11.1.4単 語単位による翻訳

(1)分 野 区分,使 用度数による方 法

この方法は,語 単位 と違 って単語単位に変換 を行な う場合に用 い られる。 この方法では,変 換テ

ーブルが大 きくな ることと同音異義語 の区分がっ きに くくな るとい う欠点があ る
。 そのため,分 野

区分,使 用度数な どによる何 らかの優先順位 で漢字 を選択す る必要がある。 この方法で はユーザの

インプッ ト処理の手間や,ま たコンピュータによる変換の さいの完全翻訳のための訂正が大 変で あ

る。 入力方法の1例 をあげ ると 「この方法で検索す る」 は

「コノ ・ホウホウムデ ・ケ ンサクム スル」 と表示す る。翻訳後の出力様式の例 として

「・トウキムハ ・カキムニ ・キム ヲツケヨウ」は

「〔冬季 ・冬期 〕は 〔火気,火 器,夏 季,花 器 〕に 〔気,希,帰,貴,期 ・・…つ をつけよ う。」

とい う表現になる。

(2)品 詞 判別方法

単語単位の変換であるが単語の うしろに くる品詞で,あ る程度同音異義語 を区分 しようとす る方

法で ある。たとえば,

〈 カ トウ〉サ ンは

加藤

下等

過当

な どか ら語尾の1,サ ン"に よ り 〔加藤 〕が選ばれ る。 この ように語尾 か ら人 名や普通 名詞 ・形容動

詞の区分をす る方法 であ る。

この方法は単語 テーブルの他に品詞区分,文 法辞書な どが必要 とな るので,テ ーブルが大 き くな

り,処 理時間 もかか る。

11.1.5翻 訳 システムの基本"

カナ文字 をコンピュータによ り漢字かな湿 り文 に翻訳す るための システムは,コ ンピ ュータが有す

る記憶装置や周辺機器によって変って くる。以下 その概略について述べ る。

{Dイ ンプ ット処 理

⑭ すでにカナ文字データとして保管されてい るものにっいては,翻 訳 テーブルの方式によって,フ

ァンク ション処理 をす る。 ファンクション処 理は記票 を人手で行ない,あ とはコンピュータによ

って処理す る。

もし,デ ィスプレイがあれば,デ ィスプレイで処 理が便 利で ある。
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o

ピ

◎

口

漢字

プ リンタ

口
漢字デ ィスプレイ

デ ィス プ レイ

図11.1.2カ ナ漢字変換処理の概略

■

⑱ 新 しくインプヅトする原稿に関しては,紙 テー プ,カ ー ド,な どを使用す るが,デ ィスプ レイ

インプットも可能である。ただ し,④ ⑱ と もディスプ レイの活用には,コ ンピュータを専有 して

しまわない ように処理 をマルチやTSSで 行 な うか,ま たは効率的な ミニコンを使用 しないとコ

ス ト高 にな るお それ もある。

(2)プ ロセ ス(翻 訳)処 理

翻訳のためのテーブル作成方法にっいては,前 項に述べて きたのでここではインプッ トデータを,

どの よ うに翻訳す るか,っ ま りテーブルよ り漢字を検索す る場合 にどのよ うな検索方法 をとるか を

述べ る。

⑧ シークェ ンシャル編成処理'

磁 気テー プベースの検索 と同じ要領でイ ンプッ トデータの検索を頭か ら順番 に行な う。 この場

合の翻訳 テーブルには,ラ ンダムにファイル されている場合 と,あ る種のシークェンシャルにフ

ァイル されてい る場合の2通 りがある。

いず れの場 合 も翻訳テーブルが大 きくな ると時間がかかる。
.

⑬ ダイレク ト編成処理

インプッ トデータ を処理す るための翻訳 テーブルの位置が,そ のインプッ トデータの もつ 固有

のKEYに よ り決定 され るような翻訳テーブルの編成 をい う。

この方式はデータと翻訳 テーブルの間にあ る種の条件や計算式が ある場合で,検 索時間は速い

が テー ブル(D更 新 は大変で ある。

一127一



◎ ツ リーの応用

先にダイレク ト編成による方法 をのべたが,こ の方法はさらに,検 索す る翻訳 テーブルの項 目

の間に階層 関係 を見つけ出し,そ の項 目ご とに翻訳テーブルにファイルす る方法であ る。

1 2 3

Z5 Y1

X3

X4

Y2

X2

X3

X4

X4

この方式では,組 み合 わせが多 くな りテー ・ ・

図11.1.3階 層 によるデータ編成ブルその もの を多 くもたなければな らない反面

模索時間は短縮 され る。 その他いろいろな編成が考 え られ るが,こ こでは基本的な もの を紹介す

るに止める。

{3)ア ウ トプッ ト処理.'

ア ウ トプ ッ トおよび完全 データ作成については,2通 りの方法が考 えられ る。 、

それ は,

・漢字 プ リンタ

・.漢字 ディスプレイ

の活用で ある。 しか し,こ のアウ トプッ トデ ータにして も前述したよ うに一度で 完全な翻訳が行な

われ ることは少 ない。1次 アウ トプ ット(翻 訳)を 行ない,何 回か校正 したの ちに最終(完 成)ア

ウ・トプッ トまたは,最 終完全ファイル を完成 させ るのが一般的な方法で あろ う。

この校正 は,先 の アウ トプット機 器(方 法)に よ り異な る。

④ 漢 字 プリンタによる場合

図11.1.4に 示 すよ うに翻訳ずみの ア ウ トプ ッ トと インプッ ト原稿 とを校正 し(赤 字 を入

れ),赤 字 をパ ンチカー ドか紙テープに穿孔す る。文 の行 または,節 ご・とには整理番号 をつけ,

コ ンピュータによ る訂正 をや りやす.くす る。訂 正 は, ,、

① 部分訂正(字 または単語 ごとになおす)

② 全体訂正(整 理番号がっいてい る行,筋 すべ てをなおす)

③ 挿 入

④ 削 除
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な どを組み合せて行な う。

コンピュータでは,訂 正 データと一次翻訳 フ

ァイルにっいてい る整理番号に よって,マ ッチ

ングし,内 容 を訂正す る。

⑱ 漢字ディスプレイを使用す る場合

コンピュータの補助 記憶にあ る翻訳ずみ デー

タをデ ィスプレイを使ってイ ンプ ット原稿通 り

に校正す るや り方であ る。 この方法は,一 番最

適のよ うに思え るが,コ ンピュータをかな り専

有す るのでコスト的には問題が ある。

◎ 漢字 プリンタ,漢 字 ディスプレイを併用す る

場合

この方法は一次校正 を漢字 プ リンタのアウ ト

プッ ト用紙で行ない,赤 字部分 の訂正 をディス

プ レイで行 う方法で ある。⑱ の方法 と異 なって,

すべ てのデータをデ ィスプレイ上でみ る必要が

な く,赤 字のみを訂正すれば よいので時間的 に

も短縮 され る。訂正 の量が あま りない場合は有

効な方法であ る。

赤字訂正

換

ル

変

イ

次

ア

ー
フ

変 換処 理

(コ ンピュータ)

一 次 変 換

モ ニ タ

訂 正処 理

(コ ンピ ュー タ)

完全

変換
フンイル

図11.1.4漢 字 プ リンタを使用 した

訂正処理

図1111.5漢 字 プ リンタ ・漢字 ディス

プレイを併用 した訂正処 理
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11,1,6カ タカナ漢字変換 システムの開発状況

カナ文字入力に対す る漢字かな湿 り文へのソフ トウェア開発は,今 迄あま りお こなわれていなか っ

た。

しかし,漢 字処理機器の開発によって,最 近,漢 字 インプ ットの一方法 としてにわかに注目をあび

てきた。 そのため どの程度 の ものが あ るのか,は っきりした状況はわか'らない。現在,発 表 されてい

るもの としては,次 に示す ものが有名である。'

{1)国 立 国語研究所

'文 字単位の変換テーブル をもち
,音 ・訓 を別 々にして,翻 訳す る方式であ る。 っま り,漢 字1字

1字 の ヨ ミガナ を見出 しとす るテーブル(辞 書)を 用 いて,デ ータのカナ文字 とコレー ト(辞 書 引

き)を して行 く方法で ある。(ロ ーマ字文はカナ文字に変換 した上で処 理 をする)ヨ ミガナ単位に

テーブル ◆マ ッチ ング(つ き合 わせ)を 行なって,デ ータを漢字1字 分ずっ変換 して行 く,こ の ヨ

ミガナ方式の最 も有利な点は,「 ヨ ミガナが変わ らない」 とい う事実であ るといわれ る。単語はつ

ぎつ ぎに新語が生ず るが,.漢 字 はまった く新 しいよみがなが生ず ることはない。 この方法では,テ

ーブルの容量 も小さ くてすみ,更 新 も非常 にらくにで きる。

(2)日 本 ソフ トウエア株式会社

単語単位の変換テーブル をもち,品 詞判別方法 をとってい る。っ ま り単語 の後に くる品詞であ る

程度の同音異義語 を区分 している。

この ジステムは,ロ ーマ字を漢字かな湿 り文に翻 訳す るシステムで ローマ字→ カナ文字一 漢字 か

な湿 り文 と翻訳 してい く。辞書 としては,単 語辞書,文 法辞書 をもってお り,そ れぞれ,自 立語,

付属語のあつ まりをテーブルに もっている。

(3)沖 電気株式会社L

情 報処理振興事業の一環 として委託 された 「漢字かな湿 り文変換 プログラム」であ る。

その仕様の概略は,次 のよ うな ものである。

⑲ 入 力

① 入力データはかた仮名かローマ字 とし,媒 体は紙テープまたは,磁 気テープとす る。,

② 入力は・本文ブ・ ・ク・ 尖 一ブ・・クな どカ・ら轍 され る・本文 プロ・クはに 続 きの意

味内容 を もつ有効情 報の集 まりとし始め,終 り,本 文,識 別詞等か ら構成 する。本文はい くつ

かの段落か ら成 り,段 落 は文節か ら構成 する。 ダ ミー ・ブロックはコメン トな ど無効情報の集

ま りとす る。

③ 識別詞

各種の識別詞 を用意 し,略 語宣言,消 去,段 落の識別,原 表記のままの出力,確 認の繰返 し,

その他が容易に行なえる。

⑬ 処理 プログラム

処理プログラムの機能 は大略,次 のような機能 をもつ ものであ る。

①入力変換機能
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②翻訳,変 換機能

③ 出力編集機能

④辞書作成,更 新機能

⑤ その他

(4)そ の他

その他,NHK,電 算機 メーカな どで研究または実施してい るといわれてい る。 と くに,イ ンプ

ッ トが カナ文字情報ではないが ,21ビ ッ トで構成 される速タイプとい うインプットマシンが ある。'

この速 タイプは,裁 判所 などで使用 されているが,こ のインプヅ トマシンを使 って紙 テー プのイ

ンプッ トデー タを作成 し,そ の21ビ ッ ト構成 のデータをコンピュータに より漢字かな湿 り文 に変

換す るシステムが 日立 と日電で開発されている。

これな ども,あ る特定の符号 を漢字か な湿 り文に変換す るシステム「であ り,猶猶カナ文字 を漢字かな

混 り文に変換す るシステムの例 として興味深い ものである。

11・2MA .SCOTに お け る カ タ カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム

11.2.1シ ス テムの目的

MASCOTは 図11.2.1の よ うな基本 システムの もとに構成 され る記事情報検索 システムである。

すなわち・ このシステムは情報源 として新聞,文 献,雑 誌(国 内.国 外),辞 典,そ の他か ら,コ ンピ

ュータ・周辺機器・電子部品,基 本技術,応 用技術,政 府の動向,メ ーカの動向:ユ ーザの動向,文

献紹介,用 語の意 味などの情報 を提供す るシステムである。

インプヅ トデ一夕は,KEYお よ び漢字情報 をカナ文字に変換 してカー ドに穿孔 してお り
,ア ウ ト

プットは・ タイ プライタ,文 字用 キ ャラクタ ・ディスプレイ,ラ インプ リンタ,MTな どに行なって

い る。 最近・ コン ピュータに よる 漢 字 処 理の問題がクローズアップされて きてお り
,記 事情報 をす

べ てカナ文字 で出力す るの は,ユ ーザ に対 して,親 切・な処理 とはいえないので,研 究課題 としてMA

SCOTの システムでは漢字処理 を加 えその出力 を可能にした。

このMASCOTに おけ る漢字処理の システムの うち本節では次の①
,③ を中心に述べ る。

① インプットデータの作成

これは・すでにカナ文 でインプ ットした漢字データを,翻 訳 テーブルで 自動翻訳 し,漢 字かな湿

り文 として完成 させ てMASCOT漢 字情報検索のマスタとす る。

② プロセス処理

検索要求に合致す るよ う,キ ーワー ドを論理的に組合せて該当する記事情 報を コンピ
ュータで検

索 し,磁 気 テープに出力す る。

③ アウ トプット処 理

検索 し・磁気テープで出力 した漢字かな浸 りの記事情 報を,漢 字 プ リンタ(5,000字 の文字 を

所有)の 所定の用紙に印刷す る。

④ データの提供
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'コ ンピュー タ'ジ ャーナ ル ・コ ンピュータ ・tポ ー ト・ 総 合 コ ン ピ ュ ー タ 辞 典

■

垣

・JISコ ン ピ ュー タ用 語

IFIP-ICCVOCABUIＬARY

図11.2.1コ ン ピ ュ ー タ情 報 ・管 理 シ ス テ ムくMASCOT》
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所 定の用紙に印刷 された報告書 を,要 求者 に提供す る。 また,コ ンピュー タに収録されているデ

ータを
・定期的 にメ ンテナンスす るため自動編集用電算写植 システム を活用 して,漢 字かな漏 り日

本語 文としての記事情 報を リス トす る。

11.2.2処 理 の方 法

このシステムにおける処理 は,す でにカナ文字 で,フ ァイル されているデータを漢字かな混 り文に

変換することであ る。記事情 報のファイルには,変 換するためのファンクション類は,一 切入 ってい

ない。 このため,原 ファイルにファンクションを加え る作業が必要 とな るが ,こ の システムではで きる

だけ,フ ァンクシ ョン類 を少な くす る方法を検討 した。

以下その概略を述べ る。

〔1〕 入力方法

カナ文字文 を漢字かな湿 り文へ変換するためにおこる最大の問題 は
,デ ータのセ グメ ンテーシ ョン

を如何 に有効にお こな うか とい うことである。 この問題 を解決す るために今迄種々の方法が考 え られ

実験 され てきた。 このシステムでは,そ れ らの方法の中か ら一番単純でわか りやすい方法 をとりあげ

検討す ることにした。 この システムで{ま,基 本的には,単 語単位 にカナ文字を変換する方法 をとって

いる。

(1}完 全 分離方式(A方 式)

この方法は漢字(外 来語 も含めて)と ひ ら仮名の部分 を完全に分離 して入力す るや り方で あ る。

漢字の変換 は,次IC
.ZすB方 式と共通 で単語の単位でセグメ ン トして入力す る。 この形式の1例

を示すと

・AB・CD・E・F・GH

漢 字 」 漢 字 」 瀦 」 欝 」 漢 字 」 ・

先 頭 に ・が あ っ た ら ・ま た は △(SPACEも 含 め たSpecialcharac'tor)が く る ま で

は 漢 字 とみ な し て 漢 字 テ ー ブ ル を 検 索 す る。

ex1.原 文:通 産 電 子 工 業 課IBMの 価 格 分 離 に つ い て,検 討 中

入 力:・ ツ ウ サ ン ・ デ;'fシ ・コ ー ギ ョ ウ ・カIBMノ ・カ カ ク ・

フ ン リ ニ ツ イ テ ・ケ ン トウ ・チ ュ ウ

ex2.原 文:需 要 予 測 の 手 法 と そ の 運 用 に 関 す る セ ミナ ー

入 力:・ ジ ュ ヨ ウ ・ヨ ソ ク ノ ・ シ ユ ホ ウ ト ソ ノ ・ウ ン ヨ ウ ニ ・

カ ン ス ル ・セ ミナ ー

画 漢字変換するものは泌 ずその単語の前後の形が次のどちらゐ、の形式。とらなければ

な らない。

1。 ・××× ・

2。 ・× ××S

(2)不 完全分離方式(B方 式)
,

考 え方 としては,A方 式 に少 々手 を加 えた もので ある。 この方法ではA方 式の ように原文を漢
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文 部分 とひ ら仮名部分にわける必要がない。 この形式の一例 をあげると

・A .・B・C・ ・D・ ・E・ ・F・ ◆G・H

漢字 漢字 漢字 漢字 漢字 漢字

B方 式では,・ か ら・までが1語 に該当 し,・ は次のセ グメ ントには作用 しない。

ex1.一 元論理代数方程式

A方 式

∋イチゲ ン・ロン リ・ダイスウ ・ホウテイシキ

B方 式

(一 ・ホ ウ テ イ シキ ・・ロ ン リ ・ ・タ イ ス ウ ・・ イチ ゲ ン ・

)-

ex2,需 要予測の手法と,そ の運用に関するセミナー

入力 ・▲ …}… 《 ・・…!み … ㌃ 〉 ・ル/只

ラ).

圃 漢字変換する形,

1。 ・××× ・

2。 ・×××S

〔2〕 漢 字デーブル

翻訳 テーブルの作成 については,2通 りの考 え方が ある。

① あ らゆ る分野に通用す るテーブルを所有す る。

② 専門分野ご との テーブル と比較的利用度の高い一般用語のテーブル を所有す る。

前輪 同韻 語など用語の鯉 が大へんであるとともに・㌃ ブルが捕 に大きくなり一 ンピ

一夕の容量や処理時間 も増大す る。

後者は,テ ーブルを2種 類 サーチ をす る必要 があるが分野ご とに処理す るのできめの こまかい処 理

が可能である。

本システムでは,後 者 を 採 用 し て い る 。 また,'翻 訳 の形式は,前 述 したとお り単語単位 にも

っ ことを基本 としてい る。

漢字 テー ブルの作成の方法について もい ろい ろ考え られるのでここで代表的な例 をあげて検討 して

み る。

(1)発 生 語登録方式

この方法では,テ ーブル中に発生 す る単語 をすべて所有す る。漢字 テーブルの検索 は1回 です ま

せ る。た とえば ロンリダイスウホウテイシキー論理代 数方程式

(2)語 群分離方式

基本単語だけテー ブルに登録 しておけばよいのでtl)に比べ てテーブルは小 さくす む。 だだこの方

法は入力のフォーマッ トの制約(区 切)を 間違 えると変換 で きな くな る。

テーブル例
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「論理代数方程式」について作れば

ロン リ 論理

ダイスウ 代数 .

ホ ウテイ シキ 方程式

とな り,入 力方法は,ロ ン リ/ダ ィスウ/ホ ウテ ィジキとなる。

この ような セグメンテーションを行 なえば,変 換結果は 「論理代数方程式」 と出力 で きる。 また,

入力方法 として

ロン リ/ダ イ スウホウテイシキ

ロン リダイスウ/ホ ウテイシキ

などのセグメンテーション も行な えるが,こ のよ うないろいろな組合せ を考えるとテーブルが非常

に大 きくな って レま うとい う欠点が ある。

しかし,翻 訳す るときどんな区切 りになってい て も翻訳で きるよ うなテーブルが利用者 にとって

は好 ましい状態で あるといえる。 この ような考 え方か ら 「論理代数方程式」の テーブルは,次 のよ

うな形で もつ ことができる。

ロ ン リ

ダ イ ス ウ

ホ ウ テ イ シキ

ダ イ ス ウ ホ ウ テ イ シ キ

只 ン リダ イ ス ウ ホ ウ テ イ シ キ

し か し,

'込 ま れ て い な い 。 た と え ば,

論理

代数

方程式

代数方程式

論理代数方程式

これだけの変換用語 を用意 して も,テ ーブルに全 てのセグメンテー ションのケ ースが盛

ロン リダイスウ/ホ ウテイ シキ→論理代数/方 程式

の出力は

ロン リダ イスウ方程式

とな り輌完全翻訳 がで きない。 ここで も,イ ンプッ トの区切 りの方法がいかに難 しいかがわか る。

このよ うな不 完全翻訳 における問題 を或 る程度救 う方法 として,最 長 マッチ方式 とかチ ェー ン方

式な どが あげ られるが,こ れ らも問題点 を含んでいるので前記の方式でお こなって段 階をおって修

正 ・進 展させてい く方法がよいよ うに思われ る。 一

〔3〕 外来語(カ ナ表示)の 扱い にっいて

この システムでは当初,外 来語 も漢字 とみなし,テ ー ブルを作成す る予定で あった。 しか し,こ の

システムの中心 となるコンピュータの用語 は,外 来語の しめる割合が非常に多 く,あ る部分では外来

語 が,漢 字 よ り多 く な る の で,外 来 語 をテーブルとして持たず入力形式のまま出力す る方 法

をとる必要が お こって きた。 そこで次の2っ の方法 を考えてみた。 漢字 と外来語(カ ナ文字)を ファ

ンクションで区分す るため
,

(1)漢 字 と外来語(カ ナ文字)の ファンクシ ョンを別に考 える。
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(2}漢 字 と 外 来 語(カ ナ 文 字)の 区 分 は,漢 字 テ ー ブ ル よ り該 当 す る もの は 漢 字 で,該 当 し な

い もの は 外 国 語 あ るい は 未 登 録 語 と し て カ ナ 文 字 で 出 力 す る。

上 記 の 詳 細 に つ い て 例 を あ げ て 説 明 す る と{1)の 表 示 形 式 は 次 の とお りで あ る。

tl-ti/・U・ … … ・ 」'*/V1… … ・躍Wl・ … … ・・W・+/・ ・'一 ・・m

ひ ら仮 名 漢 字 ひ ら仮 名 カ タ カ ナ 文 字 ひ ら仮 名

た と え ば,「 日本 ユ ニ パ ッ ク23日 か ら ジ ャ ー ナ リス ト を対 象 に コ ン ピ ュー タ セ ミナ ー を 開 催 す

る。 」 とい う ニ ュー ス は 記 事 情 報 フ ァ イ ル で は

「ニ ホ ン ユ ニ バ ヅ ク23ニ チ カ ラ ジ ャ ー ナ リス ト ヲ タ イ シ ョウ ニ コ ン ピ ュ 一 夕 セ ミナ ー ヲ カ イ サ

イ ス ル」

で あ るが,変 換 す る た め の 区 切 り入 りフ ァ イ ル で は

「*ニ ホ ン*十 ユ ニ パ ッ ク 十23*ニ チ*カ ラ 十ジ ャ ー ナ リ ス ト十 ヲ*タ イ シ ョウ*二 十 コ ン ピ

ュ ー タ ・セ ミナ ー 十 ヲ*カ イ サ イ十 ス ル 」

とな り,漢 字 と カ ナ 文 字 を フ ァ ンク シ ョ ンで 区 分 す る。 つ ま り フ ァ ン ク シ ョ ン*の 部 分 は 漢 字 で,

#の 部 分 は カ ナ 文 字 で ア ウ トプ ッ トす る。

先頭:十

図11.2.1tl)の 形 式

この方法では,漢 字 とカナ文字が別々に処理 され るので時間的 には,(2)に 比べ て速い。

また,(2)の 表 示形式は

t、'-tl/・UIU,・ ・/・ 、 一 ・、/・ ・ 、 一・・… 、 ・/… … 一 ・m

upで 使 用 し た 例 で い えば 次 の よ うに セ グ メ ン テ ー シ ョ ン を行 な う。

「*ニ ホ ン**ユ ニパック*23*ニ チ*カ ラ*ジ ャ ー ナ リス ト*ヲ*タ イ シ ョ ウ*二*コ ン ピ ュ

ー タ ・セ ミナ ー*ヲ*カ イ サ イ*ス ル 」

② で は 漢 字 と カ ナ 文 字 を 同 フ ァ ン ク シ ョ ンで 共 有 す る た め に ㌧ フ ァ ン ク シ ョ ン を使 い わ け る必 要 が な

一136一



単 語 先頭 ・・YEST。 騒 。有すYES

〉

唱

NO NO

漢 字 変 換

1 カ ナ 変 換 )

ひ ら 仮 名

数 字

特 殊 文 字

●

●

図112.2(2}の 形 式

(2)は{Dに 比べ て,漢 字のみな らずひ ら仮 名,数 字,特 殊文字 など,す べて,漢 字テーブル上 で処 理

されるので処 理時間がかか る。

〔4〕 翻訳 テーブルの決定

これ までにカナ文字に対する,漢 字かな湿 り文変換 システムの基本的な検討 をいろい ろしてきたが,

こ こで本システムの翻訳 テーブル を次のよ うに決定 した。

(1)単 語分離について

文章中 にあ らわれた漢 字をどのよ うに分離 した ら最良であ るか とい うことは,非 常 に難か しい問

題であ る。 いろいろ検討 した結果 ここでは粗雑 な方法であるが,単 語の構成要素 として 「接頭語」

「基本単語」 「接尾語」 とい う考えを導入 し,文 章中にあ らわれた漢字の分離 を進 めて行 くことに

した。

1)接 頭 語:た とえば 「非」(ひ),「 新」(し ん),「 再」(さ い),「 不」(ふ),「 無 」

(む),「 前」(せ ん)の よ うに

① この文字の後に漢字が2字 以上続 く形式の もの。

② この文字 を外して も単語 として意味が通じるもの。

このよ うな語頭の文字 を接頭語 と定義す る。 この場合MASCOTで は次のよ うに表現 する。

新機種一新/機 種

新規 一新規

なお,下 段 は普通の単語であるが取扱上の相異 を示すために掲載 した。

2)接 尾語:た とえば 「法」(ほ う),「 度 」(ど),「 面」(め ん),「 的」(て き),

(り つ),「 値 」(ち),「 論」(う ん),「 用 」(よ う),「 数」(す う)の よ うに

① 最後尾 にこの文字が くるもの

② この文字 を外しても,単 語 として意味が通 じるもの。

「率」
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このよ うな単語 の末尾に くる文字 を接尾 語 と呼ぶ。MASCOTで 取 扱 う主な もの をあげ ると,

次 のよ うな ものがある。

一致 法 一 一致/法

{方法 → 方法

安定度 一 安定/度

{精度 → 精度

位相面 → 位相/面

{全面 → 全面

機械的 → 機械/的

{目的 一 目的

誤差率 → 誤差/率

{確率 → 確率

固有値 一 固有/値

{価値 → 価値

構造論 一 構造/論

{結論 → 結論

伝票用 → 伝票/用・{

費用 一 費用

2進 数 一◆2進/数

{代数 → 代数

接頭語,接 尾語 の追 加は適宜お こな う。但 し同音異義語のあ るものは除 く(同 音意義語の多い

ものは,そ の もの をつけて基本単語 とする)。 たとえば,

～ せい ～か ～ ひよ う ～ けい

～制 ～ 化 ～票 ～系

～製 ～課 ～表 ～形

～性 ～科

この システムで今回行なった接尾語のわけ方 はま ちまちで あるので,除 々に是正 し,そ の字の

もつ性質 を考 えて分類 してい きたい。

漢字テーブルの構成

漢字テーブルに登録す る単語 としては,次 の6種 類 の構成 になってい る。

接頭語1

接頭語n+基 本単語

基本単語

基本単語十接尾語皿

接尾語1

外来語
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ここで接尾語1と は,{1)で あ げた ものである。 また,接 尾語Hと は,未 整理の もの及 び同音異義

語の多い ものであ る。

{3}漢 字 テーブル ・ファイルの構成

漢字 テーブルをコンピュータで処 理す る際の,フ ァイルの方法は大 きな問題であるσでここで前述の

入力処 理の方法に もとついて,漢 字 テーブルのファイル構成 を述べ る。

① 同音異義語 の扱い

ファイル上 にKEYを つ け,そ の後に同音異義語の漢字 コー ドをつけた。たとえば,

キ ョ ウ リ ョク * 協力 ・強力
L
F

とい うテーブルが あった場合,入 力データ

「・ハ ンバイ ・二 ・キ ョウ リョク ・ナ ・ソシキ ・ヲ」

に対 して出力 データは

「販売 に(協 力 ・強力)な 組織 を」

となる。 この ように同音異義語の出力 に対 しては 〔f〕KEYを 読 む ことによ り(一 ・ 一)

とい う形で表示 する。

このよ うな処理方法は,こ とご とく初歩的な思考で あるが,TESTを お こな う上では非常に

楽な方法で ある。一応,以 上のよ うな基本的な構想の もとにシステム を完成 させ るが,カ ナ文 字

を漢字か な混 り文になおすときのすべ ての条件 を満足 させ るには,

まだ まだ多 くの対策 が必要であ る。'原 稿

前述した ように,こ のシステムの変換 は全分野にわた るものでな
漢 テ レ

.く・ コンピュータとい う特定 の分野におけ る用語変換であ ることに

注意 していただ きたい。

11.2.3シ ス テムの構成

前述 したような各種の処理 方法 を検討 した結果,こ のシステムの概要

を次のように決 めた。

〔1〕 漢字 テーブル作成 「

tD漢 字 テーブル作成 の手順t

まず,カ ナ文 字か ら漢字かな混 り文への変換 を行な うために変換

テーブルを作 る作業がある。

この作業 を行なうため,現 在,カ ナ文字で ファイルされてい る磁

気テープをコンピュータにかけ頻度順 にそれぞれの単語(カ ナ文字)

を プリントアウ トした。

この頻度順 にアウ トプッ トしたカナ文字単語データに対 して,同

音異義語の区分,単 語,ダ ブ リのチ ェック,カ ナ文字単語の漢字へ

の変換,な どを行ない,変 換 テーブルの原稿 を作成 した。 この原稿

を漢字 テレタイプによ り紙 テープ(2バ イ ト/1語)に 穿孔 しコン

電

算

写

植

崇編
…果

シ

ス

テ

ム

カ
ナ
漢
字
変
換
シ
ス
テ
ム

図11.2.3カ ナ文 字 漢 字 変

換 テーブル 作 成 プ ロ セ ス
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ピュ一夕を通 して,磁 気テープに記録 し素 ファイル を作成 した。その後,素 ファイルに訂正処 理

を施 し,最 終 ファイル を完成 させた。

(2)1/0フ ォーマ ット

漢字テーブル作成のための1/0は,下 記の とお りである。

① 紙 テープフォーマ ット

/1Reco'd＼/1Record＼

カナ文字部分

区
分

KEY

漢字部分
L'

F

,

ヵナ文字部分

区
分

KEY

漢字部分

＼/
Variable
Max26字

＼ 。
。。、。bl,/
Max13字

口 または*

コー ドは,漢 字テ レタイプコー ドを取扱 うために1字/2バ イ トで あ らわす。1レ コー ドの

項 目は,カ ナ文字部分,漢 字部分 よりな り,各 々の項 目は,変 長(Variable)で あ る。

② 素 ファイルの構成

◆

'

一 1Record-200Byte一 一
Seq・% カナ文字部分

区

分k
ey
漢字部分

L
F Se(1.% カナ文字部分

＼7桁Fi
。/＼V。,i。bl,/＼V。,i。bl,/×X'OCrノ

素 ファイルの1レ コー ドの構成 はSeq.%カ ナ文字部分,漢 字部分よ りな る。Seq.%は

訂 正のとき'に必要 な番号で レコー ドの番地 をしめす。Seq.Maは 漢 字変換のさいには必要がな

いo

③ 最終ファイルの構成・

ABCDE

カナ文字部分
区

分

Kev

漢字部分
L
F

カ ウ ン タ

・＼26B,、 。/、B,、 べ 穐,、曲 ノ ・B,・。 ＼ ・B,・ ・/ 1

◆

●

62Byte －一
最 終 フ ァ イ ル の1レ コ ー ドの 構成 は,カ ナ 文 字 部 分,KEY区 分,漢 字 部分,LF区 分,カ

ウ ン タ な どの 項 目 よ りな る。

A項 目:検 索KEYで 固 定 長 で あ る 。(EBCDICコ ー ド順),空 白 部 分 はSpace(X/40')

,で うめ る 。
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■

B項 目:固 定長で{忠 膓㌻ 角のSpace)X'131-O'麟

C囎 ・変長寸(X'・F2F')が くるまでのデータをカナ文字1・対応 させ る.M・x13

字(26Byte)・

D項 目:固 定長で区切 り

E項 目.:固 定長で頻度数の カウンタ(頻 度統計に使用)

な お ここでp、うFixお よ びVariab▲eは 項 目の桁数であって位置ではない。

(3}素 ファイルか ら漢字マスタ(最 終 ファイル)へ の処理

素 ファイルか ら最終 マスタを作 りあげる処理は以下の とお りである。

1Record

Seq.% ヵナ文字部分
・

区
分
KEY

1、漢 字部分

F

＼14
B,、 。/＼ 。。,、。bl。/島 二＼ 。。,、。bl。φ ㌫

/ '

漢 テ レ コ ー ド

EBCDicコ ー ド

最終フ ァイル

カナ文字部分(検 索) 区分
Key 漢字部分

L
～
F カ ウ ン タ

1Record

●

q

例

0010320 ボ シ ユ ウ ダ ン ■ 母 集 団
L

F

、

＼ ・字一12B,、 。/＼,字 。 、B,ら

ボ シ ュ ウ ダ ン △ △ ー 一 ・△ 口 母 集 団 X'OO' カ ウ ン タ

＼ ・B… ノ ＼ ・8B,・ ・/＼ ・
、B,、。/'＼22B,、 。ノ ・、B,、 。 ノ'

一141一



なお,漢 デレコー ドの半濁音,濁 音は,

〔2〕 入力データの整理

漢字かな湿 り文 に変換す る原 デ ,

一 夕としての記事情報に
,変 換 シス

テムが 必要 とす るファンクション

(単 語 の区切)を 挿入 し,変 換可能

なデータとして整理す るのがここで

の作業である。

{1)入 力形式(区 切 り方)

入 力に対 す るデータは+ま たは

十 をファンクションとして下記の.

よ うな条件で インプットす る。

肥 パVL二 ⊃*巴 ・
① ② ①

1「Xl…Xe十Y1… …Ym
-1________」

③ ①

*Z1・ ・'Zn*
一

②

① ひ ら仮名 ・英数字 ・特殊記写

変換

② 漢字変換,

③.外 来語(カ ナ文字)変 換

じ 三 三}の ような形で取扱う.

インプット原稿

○

区切り入

デ ー タ

漢字および外来語に対応す るものは,必 ず次のよ うな形であ らわ され る。

1.・xlx,・-Xi・(漢 字変換)

2.+yly・ ・一 ・Y」'+(外 来 語変換)

3・ ・XIX・ ・…… ∴(漢 字変換)

4.+y・y・'・-Y」(外 来語変換)

(注)1と2の 形式 と3と4の 形式の違いは,1.2.の 形 式の最後の印が単語 の終 結を

意味し,3、4.の 形 式の最後の]が 終結 を意味すると同時に空 白をも意味 してい るこ

とである。 これ らの相異 を例に示せば次のようにな る。

*ヨ ソ,ク*ス ル ー 予測す る

ll㌘ ∵}一 剛 す・

十 ア ウ ト プ ッ ト十 ス ル → ア ウ ト プ ッ トす る,
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◎

‡;ll;ll∴}一 … プ・・一す・
また 「一元論理代数方程式」 は次のよ うなセ グメ ンテーションを行な う。

'
*イ チゲ ン**ロ ンリ**ダ ィスウ**ホ ワ テイシキ*

これを

*イ チゲ ン*ロ ンリ*ダ イ・スウ*ホ ウテイシキ*

とす.ると

.「 一元 うん り代数ほ うていしき」

と変換 され る。

もし漢字テーブルに*ロ ンリ*が ない ときは

① は一元 ロン リ代 数方程式のよ うにカタカナでアウ トプ ットする。

上記 のようにインプットデータのセグメ ンテーシ ョン(区 切 り)は,完 全翻訳 を指 向す るた

めの非常 に重要な問題であ る。

〔3〕 データ変換

変換す るために必要なファンクシ ョンの挿入が完了した記事情報のデータ ・ファイル(区 切入 り

素 データ)は,コ ンピュータによ り,単 語単位で漢字か 区切 り入

な混 り文 に変換 される。 ・^

(1)デ ー タの変換

変換方法は,以 下のよ うな方法で行な う。 ま ず 文
く

章の1区 切(フ ァンクシ ョンか ら次 のファンクション

まで)が 読 み こまれ る。その1区 切の頭にあるファン

クションが 「*」 と 「十」,で は処理が異な る。

「*」 は,漢 字処理のために漢字 テー ブルサ.一チを

行なって,コ ー ド変換す るた めの印であ る。

もし,テ ーブルに該当する単語がなければ,単 語は

カナ文字 に変換 され る。

変換処理

(コ ンピュー タ

漢字変換

テーブル

1次 翻 訳済

データ

「十 」 は,外 来 語 で あ る カ ナ 文 字 お よ び,英 数 字,特 殊 記 号 の コ ー ドを テ ー ブ ル サ ー チ し て 変

換 処 理 す る た め の 印 で あ る。

「十 」,「*」 以 外 の もの は,ひ ら仮 名 コ ー ドを サ ー チ し て 変 換 す る。 こ の よ う に,カ ナ 文 字

漢 字 変 換 と は,カ ナ 文 字(EBCDICコ ー ド)を 漢 字 コ ー ドに 変 換 す る こ と を意 味 す る も の で

あ る。

例 を あ げ る と.

ex1.*タ カ チ ホ*→ ←L2000→ ←ヲ*ハ ッ ピ ョ ウ*十 ハ ー ド ≠ ト・… … ・・

一 高千 穂L2000を 発 表 ハ ー ド と ・一 －

ex2.*ッ ウ サ ン**コ ウ ギ ョウ**カ*デ*カ カ ク**プ ン.リ*
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→ 通産 工業(科 ・化 ・課)で 価格分離………

1区 切 り

読み こみ

Table

ζ有 る

No

換変
号

ナ
字
記
数
殊

力
英
特

ひら仮名変換

{2)漢 字 テーブルの検索方法 は,デ ータの区切 り部分 と,テ ー ブルの カナ文字部分 をコンピュータ

内部でマッチ ングさせ,一 致 したときに,テ ーブルの漢字部分 を取 り出しファイルす る:

DATATABI、E

KEYの 長 さ26字 分

データは固定長 とし不

足分 はスペースで うめ

る。

KEYが 複数対応 をとる場合(同 音異義語)に は(,)で く くって出力す る。完全翻 訳 を

行な う場 合は後の作業として(,)か ら適当な語 を選択 し,そ の部分 の訂正 を行な う。

〔4〕 入力 データの訂正

前述した ように単語単位の カナ文字一漢字かな混 り文への変換は,100%コ ン ピュータで行な

'うのは無理で ある
。そこで1次 変換データ を訂正 し,完 全 な変換済 データを作 る必要が ある。 その

ための訂正 をいか に簡単にするかは システム運用上重大な問題であ る。以 下 その訂正方 法について

述べ る。

(1)訂 正 方法 の概 略

漢字変換の終 った,1次 変 換ファイルに対 して

① 一部訂正(単 語単位)

② 全面訂正(文 章単位)

③ 選択(同 音異義語 のあ るとき)

④ 新規挿入
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図11.2.4デ ー タ の 提 正 処 理

一 次 変 換 フ ァ

フ ァイ ル

訂正

7ア イル

H-10

(訂 正処 理.)

訂正済

完全ファイル

JEM

3850

完 全

フ ァ イル

⑤ 一 部抹消

⑥ 全面抹消

の操作を行な う。 、

(2)一 部訂正の方法t

文 章1行 中 の一部の単語 を訂正す,る場合で,そ の 〔KEY〕 とその位置 〔X‥X2〕(文 の

先頭か らい くつ目にあるか を指示 して訂正す る。

KEY XIX2 ● ● 差し捉え分
L

F

〔O● 〕部分は,無 視 〔さし換 え分 〕は,訂 正す るための正 しい単語 を入れ る。
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たとえば

Key(原 フ ァ イ ル)

AY1/Y2/Y3/

(訂 正 データ)

A 01● ● B
L
F

(訂 正 後)

A. B/Y、/Y、

この例 では,訂 正指示 〔01● ● 〕によ り原 ファイルの1番 目のデータXlが 抹消 され・新 しL.'

デ ー タBが 挿入 され る。

(3)全 面 訂正の方法

、

」r

KEY 99 ●● 差 し換 え分(文)
L

F ＼
文章1行 分のデータを全面訂正す る場合に,記 号 〔99〕 を使用す る。 〔● ● 〕は無視。

〔差 し換え分 〕には,文 章1行 中全部のデニタが入る。

例 をあげる と

そ原 ファイル)(訂 正 データ)'(訂 正後)

AY、/・ ン ・,`。99..。 忌 一 、CB

ただ し,C;{X1/X2/・ 一 ・}

訂正指示 〔99… 〕によ り源 ….・ 岨 行 〔Y1・ ・・・… 一 ・〕1・・ 〔・-Xl/

X2/X3・ 一 ・〕に全面訂正 され る。

(4)選 択 の方法

同音異義語 に対 して選択す る場 合であ る。

KEY
・

XIX2 YIY2 X3×4 Y3Y4
L
F

〔XiXi+1〕 と 〔YiYi+1〕 は対になってい る。 〔XiXi+1〕 は文 の先頭か ら幾つ目か を

指示す る ので あ り,〔YiYi+1〕 は異義語の うち何 番目かを指示す るtこめのものであ る。

例 をあげ ると 。

(原・・㍗
、/㌃(2番!㌫ ・)(訂 正後)・

Zlo/Z20,Z21/Z30 A. 0202
L

F
－ Zlo/Z20/Z30

・＼
、卿 項、/

訂Eve示 〔92,・O ,2〕 は 原 ・ ・ イ ル の2翻 の デ ー タ 〔Z.・・..-Z・ ・〕 の ラち・さ6ec2番

目を削除せよという指示であ る。て の指示 によ りZ21が 削 除 され る。
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(51新 規 挿入の方法

新規挿入 の場合は 〔99,99〕 および 〔KEY・-A〕 を入力することによ り,新 規挿入分に

〔A+1〕 の内容が追加 され る。キーコー ドは,あ らか じめ用意された補助 コー ドに加算 され る

か,ま た,新 規挿入 された文章中の行以降 のK亘Yに 自動的に+1ず つ加算 され をかいずれかの

方法が とられる。

KEY 99 99 差し換え分 L
F

例 をあげ ると

(原 データ)

A

、

Y、/Y,一 ・

〉

A十2 Zl/Z・ 一
ノ

(挿 入 デー タ) (挿 入 後)

Y1/Y2… ・…

A十1 9999 B
L
F A十1 B

L

F

B={X1/X2… …}

A十2 Zl/Z2・ ・・…

訂正指示 〔99,99〕 に よ りA行 とA+2行 の 間にA+1行 の内容が挿入 される。

(6)一 部 抹消 の方法

文章中1行 の単語 を部分的 に削除す る場合で,そ の削除すべ き行中の 〔KEY〕 お よび先頭の

単語か ら幾 くつ目かの指示 〔XlX2〕 をす ることによ り,一 部抹消 を行な う。 ・

KEY XIX2 ● ●
L

F

例 をあげ ると

(原 ファイル)

123

AYI/Y2/Y3…

(抹 消 データ)

02● ●

(抹 消 後)

A
L

F

→ A Yl/Y3

訂正指示 〔02● ● 〕(た だ し次に指示 され るデータを指示 してはな らない)に よって,原 フ

ァイルの2番 目のデータY2が 抹 消 され る。

(7)全 面抹 消の方法

文章中1行 をすべて抹消す る場 合で 〔KEY〕 お よび 〔99〕 を指示す ることによ り全面抹消

を行な う。

KEY XIX2 ● ● 1」

F

〆
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例 をあげ ると

(原 ファイル) (抹 消 デー タ)

A ggl● ●

(抹消後)

Yl/Y2,/Y3・ … ・・… A
L
F

抹消処理によ りA行 の デー タは,全 部抹消 され る。

〔5〕 データ検索およびデータの アウ トプッ ト

完全 に訂正 された記事情報は,漢 字 かな湿 り文のマス

タとしてファイル され る。 マスタ ・ファイルに収録 され

た完全翻訳の記事情報は,漢 字 プ リンタによ り漢字かな

湿 りの日本語文 として各種の フォームにアウ トプッ トさ

れ提供 される。漢 字かな湿 り文のマスタテープ ・ファイ

ル ・フォーマッ トは,下 記の とお りで ある。

{
A.-1

A十1

由

JEM

3850

訂正 済完全 ファイル

●

出 発 整 キ

所 行 | L
コ 年 理 ワ .記 事 内 容
| 月 | F
ド 日 ノ% ド

〔6〕 ハ ー ド ウ エ ア の 概 略

こ の シ ス テ ム に 使 用 さ れ る ハ ー ドウ エ ア ー は,

① 漢 字 テ レ タ イ プ

(5,000字 イ ン プ ッ ト可 能)

②HITAC-10汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

・16KW(32KB)

・MT(3台)

・PR(131KW)

・PTR

・CR

－148一
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③JEM3850高 速 漢 字 処 理 シ ス テ ム

・8KW

・MT(1台)

・PTR・

・モ ニ タ ・ プ リ ン タ

{所 有 文 字 種5,000字}
・ハ ー ドプ リン タ

④OUK-9300

・32KB

・MT(8台)

・PR

・CR

⑤FACOM230-60

・磁 気 デ ィ ス ク471K・

・MT(6台)

、 〔7〕 漢 字 処 埋 シ ス テ ム の 概 略

JEM-3850電 算 写 植 編 集 シ ス テ ム 構成 は 下 記 の と お ・りで あ る。

「●

■

PC-3850

プリンタ制御部

「1
PT-200

フ ィ ル ム プ リ ンタ
「

、l

l

l

l

「

1

1

1

l

l

l

l

l

l

「

「

文字発生装置

(CG)

_/

磁気 テー プ装 置

紙 テー プ リーダ

　

1

l

l・

|

1

l

l

[

|

l

l

l

l

l

l

.

制 御 用

HITAC-10

PT-750

ソ7ト プリンタ

_一

一 ー ー 一 一 ー ー 一 † 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ト ー ー ー ー 一 一 一 一

入 力 装 置 制 御 装 置 口
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入 力 装 置

・コ ン ピ ュ ー タ … … 各 種 コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 可 能

t磁 気 テ ー プ装 置 …MT-100D9ト ラ ッ ク800BPI

・紙 テ ー プ リー ダ …PR-350ス ル ー レ イ ト500例/秒
,イ ン ク リメ ン ト120列/秒

PC-3850プ リ ン タ 制 御 部

・文 字 種5K ,10K,15K,20K

・外 字1 .25K字/ユ ニ ッ ト,×1ユ ニ ッ ト交 換 可 能,他 に50字/カ セ ッ ト ×

5交 換 可 能

・文 字 サ イ ズ … … …5ポ イ ン トか ら24ffイ ン ト(6級 ～32級)

・文 字 の 幅8/8～1/8cm

送 り量 字 間 ・行 間 と もO.5mmイ ン ク リ メ ン ト

・組 体 裁 縦 ・横 混 植 可 能

・変 形 プ リン ト… … 長 ・平 体(任 意 率)各3種 お よ び 上 つ き ・下 つ き

・プ リ ン ト速 度 ・一 ・150字/秒 ・9000字/分

・文 字 書 体 モ ト や書 体

出 力 装 置

〔PT-200フ ィ ル ム プ リ ン タ 〕

・プ リン ト方 式 … … … ラ イ ン プ リ ン ト

・カ メ ラ 部 露 光 後 に マ ガ ジ ン に 収 容 ・銀 塩 感 材

・感 光 材 料 印 画 紙 ・フ ィ ル ム100
,150巾100メ ー トル ロー ル

・プ リ ン トサ イ ズ ・・・…30パ イ カ

〔PT-750ソ フ ト プ リン タ 〕

・プ リン ト方 式 … … … ラ イ ン プ リ ン ト

・現 像 方 式 安 定 化 処 理 方 式

・感 光 材 料 ス タ ビ ラ イ ズ ドペ ー パB4 .A4.B5巾100mロ ー ル

・ペ ー ジ カ ッ ト・・… … ・200～400mm以 内

・ ビ ジ ネ ス フ ォ ー ム … フ ォ ー ム 合 成 プ リ ン ト可 能

一150 一
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11.2.4シ ス テ ム ・フ ロー チ ャー ト

(1)カ ナ→ 漢 字 湿 り 変 換FLOW

補 助 記 憶 と し て は,磁 気 テ ー プ を 用 い て い るが,

る。

(1)漢 字 テ ー ブル 作 成

ドラム,デ ィスクに置きかえて も同じ処理 とな



訂 正PT

CPU

訂正

ファイル1

CPU

訂正

ファイル

CPU

漢 字

テーカレ

漢字

プ リンタ

ヵ:訂 正 回数

ファイル

漢字テーブル表

●

◆
》

'

力θ

・ 込

○、

一152一



`

ふ

x
'
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② 漢字かな湿 り文完全データ作成

翻 訳
テーブル

コンバ ー ト済

原 フ ァイ ル

デー タCHECK
(不 完全 変換 部 分の校正)
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問質

口

一

口

.

回

漢字かな

混り文

訂 正部 分 の赤 字CHECK

赤字 なし

尻:訂 正 回路

JEM
3850

原 フ アイ ル

タ
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11.2.5変 換 実 例

これまで述べてきた仕様に基づ き事例研究 を進めて きたが,記 事情報の漢字かな湿 り文変換 とその

1次 出 力 は,図11.2.5に 示 す と お りで あ る。

図1■2.5漢 字 かな混 り日本語文の出力例
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3
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4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

70/Ol/06(01}D.00

70/01/06(02}DOO

70/01/06(03)DOO

70/01/06(04)DOO

70/01/06(05)DOO

70/01/06(06)DOO

70/01/06(07)DOO

70/01/06(09)DOO.

70/01/06(10)DOO

70/01/06(11}DOO

70/01/06(12)DOO

70/01/06(13)DOO

70/01/07{Ol)DOO

70/01/07(02}DOO

70/01/07(03}DOO

ワ0/01/07(04}DOO

70/01!07(05)DOO

70/01/07(06)DOO

70/01/07(07)DOO

70/01/07(08)DOO

70!01/07(09)DOO

70/01/07(10)DOO

70/01/08(01)DOO

70/01/08(02)DOO

70/01/08(03)DOO

70/01/08(04}DOO

70/01/08〔05)DOO

70/01/08(06)DOO

70/01/08(07)DOO

70/01/09(01}DOO

70/01/09{02)DOO

70/01/09{03)DOO

70/01/09(04}DOO

70/01/09(05}DOO

70/01/09(06}DOO

7①/01/09(07)DOO

70/01/09(08)DOO

70/01/09(09)DOO

70!01/09(10)DOO

70/01/09(11)DOO

70/01/09(1』2)DOO

70/01/09(13}DOO

70/01/09(14}DOO

70/01/09(15}DOO

70/01/10{01}DOO

70/01/10{02)DOO

70/01/10(03)DOO

70/Ol/10(04)DOO

70/01/10(05)DOO

70/01/10(06)DOO

70/01/10(07)DOO

70/01/10(08)DOO

ユニバック=図 形認扇などの 研究に 着手

日本計算機 イバラキ工場お 増段 ・
　

日本計算槍販売 札幌,熊 本に 支店お 新設

日本エコノミストセンター22日 レ企業における システム適応法の セミナーレ 開催

日#ア ドレソグラフ.マ ルティグラフは 卓上電子複写機A-M500お 発売

アメリカ マグニフアイル社 ミニ.コ ン用 磁気ディスク 発表

アメリカ ポシロム社 グラフィック;レ コーダー 発売

インターシル社6力 禦 イ㌫ に 日本にMOS,ICで 合弁会社 設立 予定

アメリカ ノベーシヨン社 タイプ用 ボウオン装置 発売
　

中小企業鐵(情 報 ・乗法}(化 ・課)対 策お45年 の 重点=eと りあげる

繊"セ ンター 受託=のnv/でOUKIOsOh'増 設
広島市 行政ギヨウムの 機械化にNEAC2200-200,300お 設置 した

タカチホBIT社 の ミ;.コ ン 販売 開始
　
サハラ市ヤクシヨ 事務合理化にUSAC1500お8入　 　
スエ ーデ ン囲 マ ンモ スタンカー に 最大の 電 算機 設置

ア メリカ ベ リ フエラ ルズ社 高連 ア クセ スメモ リー装置 お 発 表

ア メリカ コ ンピュ ー タ.メ カ社 テイ レンな バ イ.ダ イレ クシヨナ ル.テ ープ リー ダ 発 表
ヘ

イセ樋 里]HITAC8210尊 人し 全国的 流通体制[画 ヘ

ヒタチゾウセン.川 崎重工は4月 おメト'に 電算機 による 人事管理へ
　 　
東京信用金庫囲 の シンキン共同事務七ンター 設立 グタイカへ　
;tl.2.eeOwの1C産 業お 援助するため レIC信 頼性センターレお 設置する 方針

㍑ 大江 織 年3月 日本支社お詮立
JSC{日 本 システムクilエーシヨン⑭ ソフFウ ・・uae国 齪

ア メリカ

ア メリカ

東北金 属

ア メリ カ

プラ クチカ ル社 ミニ.プ リンターお 開 発

リツ カー シヤ コ ンピユ 一 夕(使 用 ・仕様}の

タイ 才ウ輸出 強 化の ため 西 ドイツ に一
1ベル研究 あた ら しい デ ィスプレー材 料h

海(電 器 ・ 機)通 信{協 力 ・強 力){回 ・会}

ギャンブル装置

販売ガイシヤお 設立

開発

トウシバGEの一

二 ●=.(回 ・会)レ が 本格検討

≡ ζ=FACOM認 可のミー三∪L
－ソーン3⑳ つから

z蜘 で(情 報.乗 法}処 理{ALss新 設は ㍊ との みかたでる

⊆ターテツク社SDCの ソフトウエア 杣入で よいみとうし

リッチ対策本部 之∠垣 に 三±三ユ≡ _一 辺三二

開発 した

イン ド.セ イロ ン.パ キスタ ンに

TSS技 術の 導入で ッウサ ンへ 申請

カ クカイ 」ッブの デー タ通 信教室 お 開催～

シ七ツダンお 派遣一

航空=圃 隔 卍 乗法}の 電搬 送実験 に(成 功 ・製剤

±=電 子(工 業 ・興業)が ちかく シリコン生産 お 開始

アメリカシヨウムシヨウ シド二一で θデータ通信,グ ラフィック.デ ータ.シ ステムズレ〔展 ・店)
　

Z"¥総 合オンラインお めざしFACOM230-60b導 入
アメリカ デジタル.エ クイップメント社 ミニコンPDP112機 種お 発表

西ドイツIBMは 国内 電算機価格お2か ら4%ひ きあげと 発表

上ニ アメリカ リットン,メ ディカル.プ ログクツしヤト イヨウ電子の 技術提携

中部電力 〉デンリヨクリヨウキン イサ のレ±」LL土 にOCRお レサイヨう

古河=も{情 景 衆法)サ ービス五 五 の 設立お 検討

レソフトウエアシンコウ協蹟会レお8社 が 結成へ　

経済掴査研究会 研究開発財団の 設立お 提言

乏2」=デ ータ送信で 法敵正条ljSs2月(中 ・注 ・柱1ま とめる
長野県庁で 電算機の始動10月 に 本格化

日本エコノミストセンター2月 レ電子計算機 シユウヘンキ の セ ミナーお 開催

鰻 配送繊 の合理化お エ するためFACOM230-25お 増設
ビジネスコンサルタント8月 社内研修用にIBM1130お 導入

一155一



図について説明を加えると

WWWW、 は,漢 字テー ブルにないためカタカナ出力 された単語であ る。

ソウケ ン →(総 研)

ギ ョウム →(業 務)

は,セ グメンテー ション(区 切 り)が 悪か ったために起 きたデータ ・エ ラーである。

は,該 当す る用語がテー ブルにあ るに もかかわ らずセグメ ンテーションがまずかっ

たためにカタカナ出力 となった データ ・エラーであ る。

10)の サ クニは漢字 ファンクションキー 「*」 の位置 を間違 って 「*サ ク*二 」

を 「*サ クニ*」 としたためのエラーで ある。正 しくは 「策に」 と変換す

る。

[=コ は,テ ー ブルが完全に作 られていないために起 きたエ ラーで,誤 変換 された もので

あ る。 これ は同音 異義語の取扱いが不十分なためによる もので 複数対応にしなけれ

ばならず,テ ー ブルの修正 が必要である。

シン:新 → 真

カク リッ:確 立 → 確率

デ ンキ:電 気 →(電 器 電機)

△ は,漢 テレパ ンチエラーのまま,テ ー ブルに入っていた ものが出力 された もので,

当然訂正 されなければな らない。'

以 上のようなカタカナ漢字変換か ら変換率を調べ てみ ると,500件 のデータについて次のような

結果が得 られた。

データ件数500件

漢 字変換必要数2,743件 ・

正変換数

単数対応

複数対応

誤変換数

2,029件

1,852件

177件

単数対応

複数対応

漢字テーブルにないカタカナ出力

112件

73件

39件

602件

(74.0%)

(67.5%)

(6.5%)

(4.1%)

(2.7%)

(1.4%)

(21.9%)

複数対応 とは,カ ッコ、(,)に 囲 まれた,い わゆ る同音 異義語のあ る漢字 コー ドであ り・2次 以後

の修正作業に よって正 しい漢字 に直す。

11.3漢 字 処 理 シ ス テ ム の 今 後 の 方 向

コンピュータで漢字かな湿 り文を処理 しよ うとす る場合の一例 を述べ てきたが,さ らに本格的にコ

ンピュータで漢字かな湿 り文 を処理 しようとするときは,以 下のような点 を研究課題にす る必要がある。
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11.3.1漢 字イ ンプ ット方式

今回の実験 はMASCOTの サ ブシステムとしてカナ文字のデータを漢字かな湿 り文に変換す る方

法を進めてきたが,始 めか ら漢字デー タを入力で きる場合に は漢字テレタイプでインプ ットした方が

処理効率がよい と思われる。

実際,現 状 の漢字 テレタイプでは,1分 間 に70～90字 の'xビ ー ドで穿孔す ることが で きる。 こ

れは・ カナ文 字換算す ると140～180字/分 にあた り,通 常の タイプライタが1分 間 に200字

前後であることか ら,現 状で も漢字穿孔 は決して不利 ではない。 また漢字 インプ ットもい ろい ろ開発

されてきてお り100～150字/分 位のスピー ドを もっ ものの開発も時間の問題であろう。

さらに,情 報量 を比較 してみると,漢 字かな湿 り文 とカナ文字文では,同 じ情報量に対 し記憶場所

を占め る割合がだいたい1:2で あ り,コ ンピュータを使用した場合には,メ モリ,そ の他 の点 で現

在の システムとほ とん ど同 じ位の能率で処理で きるものと思われる。

費用につい てい えぱ・ 力才文字が1字30銭 ～35銭 これ に対 して漢字は80銭 前後であるか ら

先ほ どの1:2の 比 率を適用する と60銭:80銭 とな る。

漢字 をカナ文字に変換す る手間,校 正時の読みず らさ,ア ウ トプ ットの判別の不明瞭さを考えれば
,

コ ンピュータに よる漢字処 理が システムにおいて決 して高価でな く
,時 間的に も不利ではない ことが

判る。

なお,シ ステムの構成 上 どうして も漢字かな混 り文 とカナ文字 の両方 をファイル上に所有 したい場

合には,漢 字かな湿 り文でインプ ッ トし,こ のデータをカナ文字変換 したほうが費用的に も,時 間的

に も効果 的である と思われる。 この方法 をとれば,入 力時 に,日 本語をカナにわざわ ざ変換す る手間

が必要 でな くな り,(実 際の システム運用上では,こ の作業が一 番大変で ある)校 正な ど人手のかか

るところが大幅に削減 され る。

11.3.2マ イ クロフィルムとの結合

コ ンピュータで漢字情報 を扱う場合問題になるのは
,そ の情報の価値であろ う。実際,コ ンピュー

タによる情報処理 は,イ ンプ ット,大 量 ファイルの蓄積
,検 索,ア ウトプ ット処理な ど相当に高価な

もの となろ う。 そ こでマイクロフ ィルムの活用が システム運用上 クローズア ップされ る。

しか し,す べ てがマイクロフィルムーCOMシ ス テムに適 してい る ものではない。 マイクロフィル

ムは,

1)磁 気 テー プや磁 気ディスクでは,記 録 され た情報 を眼でみることは,で きない。 また,図 や写

真,設 計図 をコンピュータで直接扱えない ,な どの欠点 を補 う。

2)情 報 を検 索 した り,ま た一度取 り出した情報を元 に戻 した りするのに特別の機械 が必要でない

ので,検 索 コス トがかか らない。

3)情 報 記録のたゆの フィルム費用は低廉である。

な どの特性 を生 かした ものに利用 したほ うがよい。'

また,「 特 許情報サー ビス」 「技術情報サー ビス」な どの文献検索 システ ム は,
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検索インデ ックスの多様性

ファイ リングの複雑性

検索の迅速性,頻 度性

アウ トプ ット方法の多様性

追加,改 定の処理

出版物へ結びつ き

などの条件か らマイクロフィルムとコンピュータ との連繋 をもたせて処理す る方法が最 も有効である

と思われる。

さらに,「 図書デ ータ」のような もので も,図 書 その ものは,マ イクロフィルム化 し,マ イクロフ

ィルムの特性を生かすし,図 書 目録は,コ ンピュー タにインプ ットし,管 理面 でその特性 を生 かす こと

がで きる。

図11.3. .1マ イ クロフィルムを使用した図書管理
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いずれにして も,今 後の情報処理において大量のデー タを,安 価に,迅 速に管理す るためには,コ

ンピュータとマイクロ フィルムを有効に結びつけたシステムの開発が必要であ ると思われ る。

コンピュータによる漢字かな湿 り文 の処理 は,い わば 「デ ータ ・バンク」における処理の一 部であ

ろ うと思 われ る。 「データ・バ ンク」 といわれ るもののア ウトプ ットは,必 ずそのデータ を使用した

印刷物の刊行とい う処 理に結びつ く。 印刷物 を作成す る場合,コ ンピュータでア ウトプ ッ トした漢字

かな湿 り情報を,さ らに活字 をひろって版下 を作成 していたので は意 味がない。 そこでコ ンピュータ

と結びつ いた電算写植編集 システムが必要 にな る。

この電算写植編集システムを利用す るためには,あ らか じめコンピュータによって自動編集処 理を

す る必要があ る。

自動編集処 理は

○ 入 力処理

ファンクション処理

スペース ・コー ド処 理

キャラクタピッチ付加

○ 組版処理

ページ割付処理

ノンブル柱処理

○ 棒組調整処理

ジャスティフィケー ション ・禁則 ・分離禁止 ・行頭 ・行末 ・中央揃 え ・ダ ブ・均等配分

ル ビ・数式 ・合成 ・ハイフォネーション

○ 図版処理

図版 ・写真 ・見 出しな どの割付

スペース処理

な どか らな り,ソ フトウェア としてプログラム化した ものである。、

このカナ文字→ 漢字かな混 り文変換 システムで使用 され た,JEM-3850は,こ れ らの機能を

一部に含んでいる。

電算写 植編集 システムは,コ ンピュータよ り磁 気テープでアウ トプ ットしたデータを高速で印刷物

の版下 として編集す るものであ る。 このよ うに 「デー タ・バ ンク」の情報処理は,さ らにコ ンピュー

タを媒体として広が って行き,漢 字かな湿 り文へ の処 理がより広い分野に活用 されて行 くことであ ろう
。
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図11.3.2自 動 編集処理 システムの概要
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